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「ぼっちゃま、朝でございます」

　朝の日差しが窓まどから差し込む中、寝起きの天てん河がは目を細めた。

「おはよう……」

「おはようございます」

　チエホフは一礼してから部屋に入り、手に持っていたものを壁かべのフックにかける。

「制服はこちらにかけておきますので」

「……ん、わかった」

　寝ぼけ眼まなこのまま、返事をし――天河はハッとなった。

　家具のひとつもない薄うす汚よごれた壁の六ろく畳じよう間ま。

　そう、ここはかつての自室にあったウォークイン・クローゼットの半分もない部屋。

　半はん身しんを起こし、壁にかけられた制服を見る。

　夏服のそれは綺き麗れいにクリーニングされており、折り目正しくハンガーにかかっている。

「……そっか、今日から学校だったな」

　九月一日。二学期最初の日。

　――また、学校でな。

　霧きり島しまの言葉を思い出し、握あく手しゆした右手を見つめる。

（今日からは、ここから学校に行くんだ……）

　車の送り迎えもない。地下鉄に乗って、満員電車に揺ゆられて……。

「……ん？」

　天河はふと視線を感じて、そちらに振り返った。

　すると、チエホフがまだ扉とびらのところにいてこっちをじっと見つめているではないか。

「な、なんだよ、まだいたのかよ」

「今日のご気分はいかがですか？」

　どうやら、天河がちゃんと学校に行けるかどうか心配でたまらないらしい。

　天河自身、夏休みにクラスメイトたちの前からあんなふうに消えたままなので、本当はどんな顔をして学校に行ったらいいのかも、まだわからないけれど……。

「そんな顔しなくても、ちゃんと学校に行くよ」

　天河は肩かたをすくめ、せんべい布ぶ団とんをたたみ始めた。
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　始業式が終わったあと、天てん河がは校長室に向かっていた。ＨＲホームルームの前に行くよう、担任から伝えられたのである。

「一年Ａ組の天てん上じよう天河です。失礼します」

　室内に入ると、校長がにこやかな笑え顔がおで迎えてくれた。人のよさそうな笑みではあるが、目がまったく笑っていないのはひと目でわかった。

「君が天上君ですか。まさか夏休みの間にあんなことになるとは……私もびっくりしました」

　天河は一礼し、校長の大きな机つくえの前に立った。

「江え古こ田ださんから、だいたいのお話は伺うかがっています。天てん涯がい孤こ独どくにならずによかったですね。そうそう、学費のことはご心配なさらずに。入学時にお父様から全額納金していただいていますので安心して卒業まで学業に励はげんでくださいね」

　その他にもひと通りの話を済すませると、校長は天河を励ますように微笑ほほえんだ。

「これからいろいろと大変でしょうが、がんばってください」

「……ありがとうございます。では、失礼します」

　天河は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。バトラーシステムでの訓くん練れんのたまものなのか、そのお辞儀は一いつ介かいの高校生にしては優ゆう雅がなものだった。

　校長室を退出した天河はネクタイを緩ゆるめ、ふうっと息をついた。

（金さえ納めていれば追おい出さない。そう言えば済む話なのに、まわりくどい言い方しやがって……だから偽ぎ善ぜん者しやは嫌きらいなんだよ）

　父親が三年分の学費を前ぜん納のうしてくれていたおかげで、とりあえず学生でいられる。それは感謝すべきことだろう。当面の保護者は江古田元げん蔵ぞうということで学校側も了りよう承しようし、それに伴ともない自宅の住所変更手続きも完了した。加えて、この学校は幸いアルバイト禁止の校則がない（というかアルバイトを必要とする生徒がそもそも入学できるような学校ではない）ので、バトラーシステムで働くことも了承された。

　すべて順調。

　父親が失しつ踪そうしたときは今後どうなってしまうのだろうかと不安に思ったが、物事とは意外にすんなり進んでしまうものなのかもしれない。

（ん……？）

　教室へ帰る途中、天河は視線を感じた。そちらを見やると天河とクラスが違ちがう数人の生徒が無ぶ遠えん慮りよにこちらを見ていた。

「あいつン家ちって……」

「親父おやじが蒸じよう発はつだってよ、最悪だな」

「貧びん乏ぼう神がみでも憑ついてたりしてっ！　あはは」

　そんな言葉が会話の端はし々ばしから漏もれ聞こえてくる。

（ワイドショーのネタかよ、オレは！）

　廊ろう下かですれ違う生徒たちの視線と陰かげ口ぐちに天河はイライラしてきた。

（もとはと言えばあの馬ば鹿か親父のせいだ――）

　天河の十六歳の誕生日にそれは起きた。

　会社が倒とう産さんし、家も差し押さえ。父親はふざけた手紙を一通残して失踪してしまった。

　親しん戚せき付き合いがまったくなかった天河には頼れる親族がいなかった。

　まさに天涯孤独――……そんな最大のピンチに見舞われた天河を助けてくれたのは、天上家の執しつ事じ、チエホフこと江古田元蔵だった。そして、チエホフが経営する執事派は遣けん会社バトラーシステムに所属し、見習い執事として籍せきを置くことになったのだ。

（今日から学業と仕事の両立か……）

　天河は重い気持ちを引きずったまま教室へと戻った。

　教室のドアを開けた瞬しゆん間かん、それを合図にしたかのように、今までにぎやかだった教室がしーんとなる。

（はいはい。お約束の展開だね）

　天河は冷さめた目で教室を見み渡わたした。

　好こう奇きの視線。

　教室に入ったとたん、クラス中からそんな視線を送られるとは、夏休み前までは考えもしなかった。誰だれも彼かれもが天河と目が合うと、ささっと視線を逸そらしてしまう。そして、すぐに視線は戻ってきて絡からみつく。こうなるとさすがにうっとうしい。

（言いたいことがあるなら正直に言えってんだ！）

　天河はむっつりした顔で自分の席に着いた。

　直後――まるで消音を解かい除じよしたようにクラスの喧けん騒そうが戻った。しかし、みんなの神経が天河に集中しているのは空気でわかる。

　と、そこへ。元気よく川かわ原はらが入ってきた。

「よーっ、みんな！　ひっさしぶり～。おれ、寝ね坊ぼうしちゃってさ～。始業式もう終わっ……」

　能天気に入ってきた川原も天河の顔を見て固まった。夏休み中、偶然表おもて参さん道どうで会ったときは知らない様よう子すだったが、さすがにもう事情は知っているようだ。

「あ、えーと……」

　天河と目が合い、気まずそうに視線を泳がす。

（どいつもこいつも同じ反応しやがって）

「川原、なに突っ立ってんだよ、邪じや魔ま」

　そこへ田た中なか博ひろ人とが川原を押しのけて入ってきた。クラスのムードメーカー的な存在の彼は、天河と友好な関係にあった人物のひとりだ。

　田中は天河に気がつくと、こちらに軽く手を上げ、近づいてきた。

「よっ、天河」

「……あ、ああ」

　ごく自然に何事もなかったようにいつもの笑顔を向けられて、天河は戸と惑まどった。クラスメイトたちも驚おどろいたように田中を見ている。

「いろいろ大変だったな。で、今、どこに住んでんの？」

「……青あお山やま」

「なーんだ、いいとこ住んでんじゃん。おまえのケータイ、繋つながんなくなってたしさ、いろいろ心配してたんだよ、俺おれ」

「そうなんだ、悪かったな」

「まあ、なんかあったら連絡くれよな」

　田中はそれだけ言うと自分の席に戻っていってしまった。

「勇気あるな」

　ボソッと、どこからかそんな声がしてきた。

（田中のヤツ、空気読めよ……嫌われても知らないからな）

　いつもと変わらない態度と言えば、田中の他にもうひとりいる。

　天河は廊下側の一番後ろの席を肩かた越しに振り返った。

　一瞬、霧きり島しまと目が合ったが、彼はなにも見なかったかのように本を開いた。

　天河が青山のどこに住んでいるのか知っているのは、この霧島冬ふゆ樹きだけ。この蒼そう明めい館かん学がく院いんで天河の現状を知る、ただひとりのクラスメイト。

　それというのも、八月の後半、住み込みの仕事で入ったのが霧島の家だったのだ。霧島家の執事が怪け我がで入院してしまい、その代行で派遣されたのである。

　あのときは、いろいろ事件が起こって大変だったけど――。

（あいつ、オレの仕事のこと、黙だまっててくれてるみたいだな）

　霧島の考えていることはいまいちわからないけれども、天河にとってありがたい話であることには違いない。

　やがて、チャイムが鳴り、ＨＲの時間が始まった。

　担任が川原の遅ち刻こくを確認したあと、プリントを二枚配くばり始めた。

　一枚目は、社会科見学、体育祭に学園祭などの行事予定だった。そして二枚目のプリントには行事への寄き付ふ金きんのお願いが書かれていた。

　この学校では、運営資金の一部を寄付金として保護者から受け取っている。お金持ちの子し息そくが集まる学校なので寄付金の集まりも半はん端ぱな額ではない。寄付金の集まり具合で、学院祭に超有名アーティスト（国内外問わず）を呼んだり、体育祭を東京ドームで開かい催さいしたりするのだ。

　天河はそのプリントを見て固まった。

（親父のヤツ、さすがに寄付金までは払はらい込んでないよな……？）

　この状況でこのプリントはいじめ以外のなにものでもない。

　案あんの定じよう、「これ、寄付金、出せないヤツでも参加できるのかぁ？」と聞こえよがしな嫌いや味みが聞こえてきた。その言葉はクラスメイトの総意のように天河の心に突き刺さる。

「誰だ!?」

　我が慢まんも限界だった。

　立ち上がり、声のしたほうを振り返る――と、目を伏せ、くっ、と笑ったヤツがひとり。

「おまえか、西にし田だ！」

　西田のところへ行き、天河は胸むな倉ぐらをガッと摑つかんだ。

「言いたいことがあるなら、直接言えよ！」

　西田は怯おびえたように目を見開いたが、すぐにあざ笑うような表情になった。

「あ……ああ、言ってやるよ。貧乏人はさっさといなくなれ。蒼明館に今のおまえは似つかわしくない。金もなくて性格も悪い。これじゃあどうしようもないだろ？　救いようもないな」

「なんだと!?」

　突き放すと、勢いあまって椅い子すごと西田が床ゆかに倒れてしまった。

「やったな！」

　西田も負けじと立ち上がり、天河に飛び掛かる。

　ふたりのケンカが始まってしまい、教室内はたちまち騒そう然ぜんとなった。

「いいぞーっ！」

「やっちまえ！」

「こ、こら、やめなさい、席に着きなさい！」

　担任が生徒たちを静かにさせようとするが、その声はまったく効果がない。

　そのなかで、霧島だけが呆あきれたような視線を送り、口の端に苦笑を刻きざんでいた。

（ちょっとぐらい執事の仕事をしたからって、あいつがおとなしくなるワケがないか）
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「痛いてぇ……」

　脱だつ脂し綿めんに染しみ込ませたオキシドールが傷口に触ふれるたび、痛いたみと悔くやしさに天河は舌した打うちしたくなる。

　西田とのケンカは激しいものとなり、天河も相そう当とうのダメージを負ってしまった。唇くちびるは切れるわ頰ほおに青あざができるわ……まったく、さんざんな一日だった。

「はい、できましたよ」

　梶かじ総そう司じが額ひたいに絆ばん創そう膏こうを貼はり、治ち療りようは終わった。彼もこのバトラーシステムの寮りように住んでいる先輩執事だ。歳としは二は十た歳ちと若いが、性格が温おん厚こうで面めん倒どう見みがいいタイプなので、すすんで怪我の治療をしてくれたのである。

「ありがとうございました……」

「これからは気をつけてくださいね。執事が顔に傷を作るのはよくありません。お客様に不ふ快かい感かんを与あたえてしまいますので……」

　救急箱を片付けながら、梶がたしなめる。

「お客様ったって、オレ、今月はまだ仕事の予定ないし……」

　九月の天河のスケジュールは真っ白だ。見習いはひとりでは派遣できないからである。

　すると、梶は察さつしが悪いとばかりに厳きびしい口く調ちようで言った。

「私はそういうことを言っているのではありません。心がけの話をしているんです。できればケンカもやめてほしいですが、拳こぶしを受けるときは顔ではなく、お腹なかにしておいてください」

「はい……」

　天河がぶすっとした顔でうなずいたとき、

「ぼっちゃま～」

　と、チエホフが瞳ひとみをうるうるさせてリビングに入ってきた。

「おいたわしや～、大だい丈じよう夫ぶですか」

「だ、大丈夫だって」

「でも、とても痛そうですよ？」

「そりゃ、痛いけど……」

「痛いんですね？　では病院に――」

「大げさだな、このぐらいどうってことないって」

「ですが……」

　心配そうにおろおろするチエホフに、天河は内心、ため息をついた。












（社長の威い厳げんもなにもあったもんじゃないな……）

　チエホフの過保護ぶりに天河が辟へき易えきしていると、ウィリアム・ロレンスもやってきた。彼は英国からの留学生で大学に通いながら執事の仕事をしているのだ。ちなみにロレンスは昨日きのう、一人前に昇しよう格かくしたばかりである。

「殴なぐり合いのケンカ？　テンガは元気がいいねー」

「痛っ、触さわるなって」

　頰のあざを指でつつかれ、天河はムッとして顔を背そむける。

「ロレンス、なんでこんな時間にいるんだよ。まだ昼前だぞ」

「大学はまだ夏休み中だよ」

「休みなら出かけろよ」

「うん、だからコンビニ行ってくる。今、テレビで新製品のチョコのＣＭ見たら、すぐほしくなっちゃって。ランチまでには帰ってくるよ」

　じゃあね、とロレンスは手を振って、さっさと行ってしまった。

「お、天河、ケンカか？　相あい変かわらず血の気の多いヤツだな」

　と、今度は入れ替わりに高たか邸やしき烈れつが顔を出した。昼ご飯はんの準備をしていたらしく、エプロン姿すがただ。高邸もこの寮にいる先輩執事で、料理に関しては誰にも負けない情熱を燃やしている。

「高邸さんほどじゃありません。ほっといてくださいよ」

「ほほーう、言うじゃねえか。昼ひる飯めし、レバニラ炒いためにしたんだけど、おまえだけ肉抜きにすっか。これ以上、血増やす必要なさそうだしな」

「……結けつ構こうです」

　天河は勢いよく立ち上がり、リビングから出て行った。

「あ、ぼっちゃま～」

「おい、冗じよう談だんだって。昼飯できたら呼ぶから、降りて来いよ」

　チエホフと高邸が声をかけるが、返事のかわりに階段をどかどか上る音がしてきた。

「反抗期パート２ツーか」

　高邸は肩をすくめ、梶とチエホフを見る。

「まだまだ青いですね」

　と梶が微び苦く笑しようを浮かべ、高邸もフッと笑ったが。

「ぼっちゃまはそれだけまっすぐなのです……」

　瞳をうるませたチエホフがハンカチを目に当てたので、ふたりは別の意味で苦笑してしまったのだった。
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「そうですか、そのようなことが……本当に、世間というものは広いようでいて狭せまいものでございますね。いえいえ、それも井いの上うえ様のご人じん徳とくというものでございましょう。ええ、はい……それでは、ご依い頼らいの件はそのように……かしこまりました。いつもご利用いただきまして、誠まことにありがとうございます。はい、失礼致します」

　洒落しやれたアンティークの黒電話の受話器を置き、チエホフは愛用の万まん年ねん筆ひつを手に、開いたままの分ぶ厚あつい手帳をのぞき込んだ。

「井上様のお宅たくにひとり……特にご指名はなし、必要とされる技術もありませんか……おや、この日は派は遣けんが重なっているようですね。みんな忙いそがしいとなると……」

　九月は祝日が多く、バトラーシステムには仕事が殺さつ到とうしている。

　派遣期間は半日といった短いものから、長いものでも二～三年ほど。

　気楽に執しつ事じという存在を楽しみ、親したしんでほしいというチエホフの方針で、週末や祝日のみという短期間の派遣もリーズナブルに選べるのだ。

「困りましたね、それでは誰だれを……わっ、ぼっちゃま」

　開いたままのドアのところに制服姿の天てん河がが立っていた。学校帰りらしい。

「お帰りだったのですね。気づきませんで、失礼致しました」

　が、廊ろう下かに突っ立ったままの天河が、微び妙みようにチエホフから目を逸そらした。

「どうかなさいましたか？」

　今日もまた学校で嫌いやな目に遭あったのだろうか？　昨日きのうも殴なぐり合いのケンカをして帰ってきたし……。

　そんなふうに心配していると、天河がぼそっとつぶやくように言った。

「その日、オレ、空あいてるけど」

　チエホフは思わず目を丸くした。

　それは仕事をしたい、という意味で――以前の天河なら遊び以外のなにかを積極的にやりたい、などとは決して言いださなかった。バトシスの家事手伝いは先輩たちに言われてからやるのが常つねであるし……。

（ぼっちゃま……）

　そんな天河の成長をうれしく思いつつもチエホフは唇くちびるを引き結び、困ったように微笑ほほえんだ。

「申もうし訳わけありません……お申し出はありがたいのですが、一人前の執事でないと、ひとりで派遣することはできないのです」

　これはビジネスなのだ。私し情じようを挟はさむわけにはいかない。天河はまだまだ見習いの身で、できる仕事は限かぎられている。

「わかってるよ、そんなこと」

　天河は廊下の隅すみを睨にらみつけたまま、小さく吐はき捨すてた。
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　バトラーシステムに帰ってきた天河には、やるべきことが山積みだ。執事の勉強の他にも、洗せん濯たく物ものだって取り込んでたたまなくてはいけないし、今は風ふ呂ろ場ばで奮ふん闘とう中ちゆうだ。

　風呂場の掃そう除じを言いつけた梶かじはロレンスとともに夕ゆう飯はんの買い出しに出かけてしまった。

　天河はバスタブをスポンジで力任まかせにゴシゴシ磨みがく。

　暦こよみの上ではもう秋とはいえ、まだまだ暑いから、すぐに汗あせが浮うかんで流れ落ちる。

「ちくしょう、なんでオレがこんなこと……っ」

　本当はわかっている。

　お金がないから。

　働かなくては、生きていくこともできないから。

　わかってはいても、イライラするのだ。

　今日の学校も実に不ふ愉ゆ快かいだった。昨日のケンカのせいで天河の悪口を教室で言うヤツはいなかったが、そのかわり腫はれ物ものにでも触さわるかのように、みんな妙みようにおどおどしていたのだ。態度が変わらないのは田た中なかと霧きり島しまだけ。霧島とは昨日も今日も会話をしたわけではないが……。

「ったく、なんで毎日毎日掃除したり洗濯したりしなくちゃならないんだよ。面めん倒どうくせえ！」

　今まではほしいものを言えばすぐに目の前に出てきたし、使用人たちが快かい適てきに過ごせるようにすべて整ととのえてくれていた。『日常』がこんなに手間のかかるものだとは、まったく知らなかった天河である。

「お金を稼かせぐのも大変だし……」

　お金がない以上、天河は働くしかないのだ。

　でもそれは、今まで何不自由ない生活を送ってきて、それが当たり前のことだと思っていたおぼっちゃま育ちの天河にとっては情なさけなく――。

「見てろよ～。ひとり暮ぐらしする資金が貯たまったら、すぐにこんなところ、出て行ってやるからな！　あ、その前に、チエホフが立て替えてくれたホテル代！」

　夏休みに使ったホテル代は、チエホフが払はらってくれたのだ。すぐに返す必要はありませんよとチエホフは笑ってくれたが、天河はもう雇やとい主ぬしでもなんでもないのだ。

「チエホフには、ちゃんと返したいもんな……」

　幼おさない頃から、そばにいてくれたチエホフ。

　行き場のなくなった自分を拾ってくれたチエホフにだけは恩おん知しらずなことをしたくないし、悲しい思いもさせたくない。

　チエホフ以外のバトラーシステムのメンバーがこれを聞いたら、『意外と律りち儀ぎ』と口を揃そろえて言いそうなことをつぶやいて、天河は黙もく々もくと風呂掃除を続けた。

　最初のうちは磨き残しがあったり洗剤を流し忘れたりと失敗もしたが、今ではなんとか及きゆう第だい点てんはもらえるようになってきた。

「誰も文句言えないくらいに綺き麗れいにしてやるからな。ざまあみろってんだ」

　やはり、変なところで律儀な天河である。

　と――目の前の壁かべを、今までに何度か見たことのある小さな物体がゆっくりと上っていった。

　八本の脚あしと細長くスマートな頭部と胴どう体たい。

　小指の爪つめほどしかない小さな身体からだで、どこか愛あい嬌きようすら感じる。

「……モッチー？」

　バトラーシステムに住み着いている家いえ蜘ぐ蛛もだ。色はベージュや茶色、黄おう土ど色いろの混ざっただんだら模も様ようで、地じ味みな分、毒どく々どくしさは薄うすらいで、なぜか天河はこの生き物に対してあまり嫌な気持ちは持っていなかった。

　天河はモッチーをじっと見つめて少し眉まゆを寄せた。

　この古めかしい建物の住み心地ごこちがいいのかそれとも食しよく糧りようが豊ほう富ふなのか、あまり人間を警けい戒かいしないこの蜘蛛は、現在「モッチー２」まで生存が確認されている。名付け親が誰なのか、なぜモッチーという名前なのかは天河も知らない。

「おまえはファーストかセカンドか、どっちなんだ？」

　悲ひ鳴めいを上げるほど苦にが手てではないが、ひと目で見分けがつくほど虫に詳くわしくもない。

　まるで話を聞いているかのようにモッチーがその場で停止したのがうれしくて、天河の掃除の手が止まる。

「っていうかさ、モッチー。おまえ、なんていう蜘蛛なの？　毒蜘蛛じゃないのはわかるんだけど……」

　すると天河の息が吹きかかったのが不快だったのか、１か２かわからないモッチーはすすっとスピードを上げて天てん井じようまで上っていってしまった。

「逃にげなくてもいいのに。追おい出そうとしているわけじゃないんだから。ちゃんと餌えさ食べてるかー？　誰かに踏ふみ潰つぶされたりしないように気をつけなよ？」

　がたっ。

　その物音に天河が振り返ると、早はや見み達たつ郎ろうが風呂場のガラス戸に寄りかかっていた。

「て、天河君が蜘蛛と会話している……これはまた、意外な才能だ……」

「あ、早見さん。別に会話していたワケじゃ……」

「そうですか？」

「そうですよ、小こ鳩ばとさんじゃあるまいし」

　早見もバトシスの寮りように住んでいる先輩執事だが、今、天河が言った小鳩優ゆう介すけは通いの執事だ。小鳩はペットシッター出身のためか「動物の気持ちがわかる」と評判で、ペットを飼かっている家庭からの依頼が多く、多た忙ぼうを極きわめている彼とは天河はまだ一回しか会ったことがない。

「それはそうと、天河君」

　少し乱れたらしい前まえ髪がみをふわっと指先で梳すき、早見はモッチー――１か２かは結局わからずじまい――の消えた天井をちらりと一いち瞥べつする。

「蜘蛛は蜘蛛でも、土つち蜘ぐ蛛もというものを知っていますか」

「へ、土蜘蛛？」

「ええ。土蜘蛛は厳げん密みつに言うと、蜘蛛ではないんです。諸しよ説せつありますが、有名なのは能にもなっている話で、人を喰くらう恐おそろしい妖よう怪かいの名めい称しようなんですよ」

（うわあ、始まっちゃったよ）

　内心頭を抱かかえる天河を気にも留とめず、早見はすらすらと語り続ける。立て板に水とはまさにこのことで、こうなると誰にも止められない。

「土蜘蛛は源みなもとの頼より光みつが退たい治じしたという『平へい家け物もの語がたり』のエピソードが有名ですが、この妖怪だけではなく、天てん皇のうに従したがわなかった地方の土ど豪ごうのことも土蜘蛛と呼んでいたそうですよ。非常に興味深い話ですね。それから、蜘蛛の伝説と言えばやはり、ギリシャ神話のアラクネは外はずせませんが――……」

（この人、これさえなければなー）

　たいして興味もない蜘蛛の話にあくびを嚙かみ殺していると、意外な助すけっ人とが現あらわれた。なんだか今日の風呂場は千せん客きやく万ばん来らいだ。

「天河君、ここにいたのか」

「間ま宮みやさん」

「探していたんだ。君は確か、ヴァイオリンが弾ひけたはずだな」

　こくんと天河がうなずくと、間宮の顔がわずかにほころんだ。

「それじゃあ、ちょうどいい。今度の週末、婚こん約やくパーティーの仕事があるんだが、そこで披ひ露ろうしてくれないか。わりと規き模ぼが大きいから、人手も足たりなくてな。手伝ってくれ」

「え……ホント？　いえ、本当ですか？」

　天河はスポンジを握にぎりしめたまま、思わず目を丸くしてしまった。

「ああ。半人前でもいいと先方もおっしゃってくださっているし。パーティーでの君の仕事は給きゆう仕じがメインだから、しっかり練習しておくように。もちろん、ヴァイオリンも練習しておいてくれ。婚約パーティーだから、華はなやかな曲がいいだろう」

　執事として呼ばれる。

　仕事ができる。

　仕事が果はたせるようになれば、とりあえず役立たずではなくなる。

　お金を貰もらうためにヴァイオリンを弾いたことはないし自信なんてなかったが、役に立てるかもしれないと思うと、身体の奥からうれしさと誇ほこらしさが込み上げてきた。

「はい……！」

「しっかりやりたまえ」

　元気のいい返事に、間宮も満足そうにうなずいたそのとき、妙に古くさく軽快なメロディーがどこからか流れだした。

「失礼、私のケータイだ」

　どうしてもタイトルを思い出せないでいる天河に、後ろから早見がこそっとささやいた。

「あの人は、時代劇のファンなんですよ」

　言われて、やっと気づいた天河がポンと手を叩たたく。

「ああ、あのリズム、なにかに似ていると思ったら。そうだ、時代劇のテーマ曲だ」

　長い指先で操そう作さして、間宮がケータイを耳みみ元もとにあてがう。

「もしもし……ん、なんだ、おまえか」

　どうやら相手は仕事先関係の人間ではなく奥さんだったようだ。仕事だろうがプライベートだろうが、まったく表情も声も変わらないところがすごい――と、思った矢先。

「そうか、ふむ……あ、もちもち、くるみちゃんでちゅか～？　パパでちゅよ～。今日はもうすぐおうちに帰りまちゅから、待っててくだちゃいねー」

　突然ガラっと変わった声こわ音ねと言葉使いに、天河はずるっとタイル壁にもたれかかった。早見もなんとも言えない面おも持もちで微び妙みように顔を逸らす。












「ん～、パパはもちろん、くるみちゃんのことがだいちゅきでちゅよ～。おみやげでちゅか～？　くるみちゃんは、なにがほちいのかな～？　アイスかな、ケーキかな、ダイヤモンドかなぁ～？」

　普段の渋しぶい顔をメロメロのデロデロに崩くずし、間宮は電話をしながら去って行ってしまった。

　そのウキウキして見える後ろ姿を見送り、天河はため息をついた。

「あの人、あれさえなければなー……」

「思いっきり人が変わりますからね、娘さんのことになると」

　まだ見み慣なれない天河にとっては奇き異いそのものだが、さすがに早見は慣れているようだ。

「あ、そういえば、早見さんはどうしてここに？　シャワーを使いたいとか？」

「いえ、私は風呂場から話し声が聞こえたので、様よう子すを見にのぞいただけです。天河君がまさか蜘蛛と話をしているとは思いませんでしたが……」

「だから会話してませんって」

　苦笑いで答える天河に、早見は先輩らしくこう言ってくれた。

「では天河君、お風呂掃除が終わったらさっそく、給仕の練習を始めましょう。夕食の時間まで、私が付き合いますよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

（給仕の練習って……皿運ぶだけだろ？　わざわざ練習する必要なんてあるのかな。面倒～）

　などとのんびり構かまえていた天河は、このあと早見の特訓を経へて、実際に仕事の場で「給仕」の大変さを嫌というほど思い知ることになったのだった。
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　そしてやってきた、婚約パーティーの当日。

「では皆みな様さま、どうぞごゆっくり、ご歓かん談だんください」

　婚約者同士の家族のお披ひ露ろ目めがひと通り終わったところで、花はな婿むこサイドの家の主人が明るく挨あい拶さつを締めくくり、それを合あい図ずに、一いつ斉せいに料理が運ばれる。

　あくまでホームパーティー形式の、アットホームな雰ふん囲い気きでとの要望だが、なにしろ広いのでスタッフは大忙しだ。

　多人数に分け隔へだてなく、料理の冷さめないうちに、隅々まで行き届いた最高のもてなしを。

　広いフロアの窓まどをすべて開け放ち、広々とした緑の庭を絵かい画がのように窓枠わくで飾かざって、風の吹き抜ける爽さわやかな感じが、いかにも祝いわい事にふさわしかった。天気も快晴。すかっと突き抜けるような青空が清すが々すがしい。

　間宮は以前にもこの家に派遣されて気に入られており、今日のパーティーもすべて取り仕切りを任されているらしい。

「バトシスって、短期の派遣が多いから新しん規きのお客様が多いのかと思ってたけど、案外そうでもないんですね」

　一度、料理を運び終えた天河は次の料理を取りに調理場に戻ったときに出くわした高たか邸やしきに、こそっとささやいた。今日は間宮と高邸と三人で派遣されているのだ。ちなみに他の給仕のスタッフは今日の料理を担当したイタリアンレストランの店員が総動員されている。

「ああ、まあな。普段、執事は必要ないけど、こういうイベントのために呼びたいって家は意外と多いんだ。だから、リピーターも結けつ構こう多い」

　今日の高邸は完かん璧ぺきな執事の装よそおいだ。腕うでまくりもしていないし、かすかに笑みを浮かべている姿は別人のようだが、天河に対してはまったくもっていつも通りだ。

「高邸さん、今日は料理しないんですか？」

「今日は給仕の仕事で来たからな。本当は作りたいけど、人の料理を見るのも勉強になるし。これなんか美う味まそうだよなあ……スパイス、なにかな」

　手にした料理の皿に、高邸が顔を近づける。

「ダメですよ、高邸さん。つまみ食いしちゃ。オレもさっき、間宮さんに怒おこられたんだから」

「はあ？　味見なんかしねえよ。俺はな、匂においだけでスパイスの調合がわかるの……って、おまえ、つまみ食いしたのか？　ほほーう。いい度ど胸きようだな」

「してませんっ。釘くぎ刺さされただけですっ」

「ほれ、さっさと運べ。転ぶなよ。人の動きが多いからな」

「う…………はい……」

　基本的には立食形式なのだが、年配の客が多いことを考こう慮りよして、フロアの半分はテーブル席になっている。そのため、フリーで動けるスペースは主おもに婚約したふたりの友人や会社の同僚といった若い客が多く、その人たちが知り合いに挨拶をして歩いたり、花はな嫁よめとなる女性と写真を撮とりに行ったりしているのでフロアは混雑状態だ。

　好すき好ずきに歩くゲストにぶつからないよう、注意を払いながらも素す早ばやく料理を運ぶのは、思っていた以上に至し難なんの業わざだった。

（みんな、おとなしく座っていてほしいけど、無理だよなあ……）

　料理を取りに、調理場に戻ったときだけが唯ゆい一いつの息抜きだ。

　器用に皿とグラスを銀ぎん盆ぼんに載のせ、颯さつ爽そうとした足取りでフロアへと出て行った高邸とは逆に、天河はまだまだ危なっかしい。給仕の仕方は早見に叩き込まれたのだが、いざ本番となるとどうもうまくいかない。グラスを載せた銀盆は重いしバランスも悪いし、天河が持つとカタカタと小こ刻きざみに震ふるえてみっともない。

（なんでこんなに重いんだよ～っ、たかが飲み物の分ぶん際ざいで！）

　ただでさえ腰こしが引けているのに、フロアの人込みの中を泳ぐように、隙すき間まを縫ぬうようにして歩かなくてはいけないし、オーダーを受けて急いでいるときに限って、他のゲストがさらに注文を重ねてくるし。

（給仕するのがこんなに大変だなんて知らなかった……何事も経験だよな。やってみるまでわらないものなんだな、仕事って）

　御おん曹ぞう司しとしてふんぞり返っていた頃は、給仕の人間なんて特に意識したことはなかった。

　天河は疲れを意地でも顔に出さないように無理やり笑え顔がおを貼はりつける。

「失礼致します。お飲み物でございます。オレンジジュースとグレープフルーツジュース、ウーロン茶をご用意しております。アルコールは、ご注文いただいたものをお持ち致しますが」

「あら。コーヒーはないの？」

「あ、いえ。もちろんご用意してあります」

「そう。じゃあ、アイスコーヒーがいいわ。お砂さ糖とうは抜きで、ミルクを入れて」

「私はストレートティーを。茶葉はレディ・グレイでね」

「私はシャンパンをお願い」

「はい、かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

（注文が多い、細かい！　そんなにいっぺんに言われても覚えきれるか～！）

　笑顔を貼りつけていても、天河はもういっぱいいっぱいだ。

　今、注文を受けた飲み物をすべて用意してフロアに戻ると、テーブル席の恰かつ幅ぷくのいい男性客が天河に向かって軽く手を上げた。

「ちょっと、君。さっき頼たのんだワインはまだかね？」

（あ……さっき頼まれてたんだっけ……！）

　他のことに気を取られて、すっかり忘わすれていた。

　さっと青くなった天河に、男が顔をしかめる。

「おいおい、まさか忘れたとでも言うんじゃないだろうな？」

「あ、いえ……申し訳ありません、すぐにお持ち致しますので」

　ぺこ、と頭を下げると、男性客は仕方ないな、というような顔をして知り合いとの談笑に戻った。手元のグラスはとうに空からになってしまっている。

（急いでワインを持ってこないと。その前に、今あるのを全部配くばってから……えーっと、グラスを置くときは音を立てないように、小指でワンクッション……）

　一見優ゆう雅がな仕草に見えるが、テーブルへの給仕は腰を中ちゆう途と半はん端ぱに曲げなくてはいけないし、中にはおしゃべりに夢中になっていて、天河に気づかない人もいる。

「見て見て、あちらの方。新しん婦ぷとなる方のご親しん戚せきですって……きゃあっ」

　勢いきおいよく振り向いた令れい嬢じようの肘ひじが、グラスを置こうとしていた天河の手元に強く当たった。

「うわっ」

　シャンパンを満みたしたフルートグラスが運悪くテーブルの上で傾かたむき、床ゆかに落ち……。

　かしゃーん。

　繊せん細さいなガラスの破は裂れつ音おんは、思っていたより派は手でに響ひびき渡わたった。近くにいたゲストたちが眉まゆをひそめる。

「なんだ、今の音？」

「グラスが割れたの？」

「嫌ねえ、なんだか縁えん起ぎの悪いこと」

　ひそひそとしたささやきが、天河の心に突き刺さる。

（ど、どうしよう……）

「嫌だ、ドレスが濡ぬれちゃったわ！　なにするのよ！」

「す、すみません……」

　が、天河の身体はなぜか固まってしまい、完全に動けなくなってしまった。

（ええと、こういう場合は……どうするんだっけ？）

　一番にすることは、客のドレスの染しみを取ることなのか、安全のために落ちた破は片へんを拾うべきなのか、それとも床を濡らしたシャンパンを拭ふくことなのか――……。

　どれも優先すべきことのように思えて、頭がぐるぐるする。

　と、そのとき――天河のすぐそばから、すっと手が差し出された。

「お嬢じよう様さま、どうかそのまま」

　主役の婚約者たちのテーブルについていたはずなのに、いつのまにかそばに来ていた間宮が床に片かた膝ひざをつき、手にしたナフキンを令嬢のドレスに軽くあてがって、丁てい寧ねいに水分を取り除いていく。

「天河君。君は大至急、破片を片付けてくれたまえ」

　間宮は天河を見もせず、指示を出した。

「――あ……は、はい……」

　言われるままに、必死に破片を集めて大きめのナフキンで包つつみ込んでいると、高邸が床を拭いてくれた。雑ぞう巾きんではなく、真新しいタオルだ。

「高邸さん……」

「いいから、黙だまって手を動かせ」

　高邸のおかげで、ひとりでやるよりも早く片付けることができた。ふたりの作業が終わる頃には、間宮も令嬢のドレスを拭ぬぐい終わり、丁寧に頭を下げていた。

「申し訳ございませんでした。彼はまだ見習いで、このような晴れがましい場所に慣れていないのです。こちらのドレスはのちほど、私どもが責任を持ってクリーニングさせていただきますので、どうかご容よう赦しやくださいませ」

　片膝をついたまま騎き士しのように片方の手を取られ、じっと間宮の真しん摯しな眼まな差ざしに見上げられた令嬢の頰ほおがぽっと染そまる。

「あ、あら。いいですわよ、もう別に。見習いさんだって、わざとじゃないんだし。ドレスも、ほんの一いつ滴てき、垂たれただけですもの」

「とんでもない。このように綺麗なお召めし物ものを汚してしまって、そのままにしておくことなどできません。それに、もし万が一、ガラスの破片でお嬢様がお怪け我がをなさっていたらと思うと」

　間宮の言葉は演技ではない。

　雇い主クライアントが大切であるのと同じく、そのゲストも執事にとっては大切なお客様。

　だからこそ真剣な間宮に、令嬢のご機き嫌げんも、もうすっかり直ってしまったようだ。

「まあ……でも、見習いさんをあまり叱しからないであげてくださいね。かわいそうだもの」

「ありがとうございます。お美しい上におやさしい。素す晴ばらしい方です、お嬢様は」




　こうして、間宮がその場を収おさめたあと――調理場の隅で、天河は厳きびしい顔で間宮に言い渡された。

「もういい。君は、出番が来るまで皿洗いでもしていたまえ」

「え……」

「これ以上君がここにいると、雇い主クライアントに恥はじをかかせることになる。演奏の頃合いになったら呼びに行く」

　間宮が出て行ったあと、天河は悔くやしさに唇を嚙み締めた。
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「なんでうまくできないんだよ……っ！」

　夜も更ふけた頃。

　バトラーシステムに戻ってきた天河はリビングでひとり、プラスチックのコップを使って給仕の特とつ訓くんをしていた。

　銀盆の上に、ばらばらの大きさのコップを並べて水を満たし、左手で水平になるように持つ。腕わん力りよくがあればいいものではなく、自分の手首のクセなどをきっちり把は握あくしないと、なかなか綺麗な立ち姿にはならないのだ。

「ただ運べばいいってもんじゃ、なかったんだな……」

　折り目正しい態度と優雅な立ち居振る舞いは、執事としては基本中の基本だ。それすらマスターできていないことを、今日、はっきりと思い知らされた。

　天河なりに一いつ生しよう懸けん命めいにやっていただけに、途中で調理場に下げられたことは、悔しかった。パーティーの終しゆう盤ばん、ヴァイオリンの演奏をし、雇い主クライアントから最終的にはとても喜ばれたのだが……。ヴァイオリンがうまく弾けても、給仕ができないのでは執事として話にならない。

「背中をまっすぐ伸ばして、お辞儀するときは腰から折る感じで、膝から下は曲げない、膝を使ってスムーズに見えるように気をつける……あっ」

　斜ななめになった拍ひよう子しにグラスが銀盆を滑すべり、床に水たまりを作る。

「あ～あ……また失敗した……お盆のバランスが悪くても、グラグラしないコツって、あるのかな……」

　用意していた雑巾で、こぼれた水を拭き取ってバケツに絞しぼる。

　給仕に限ったことではないが先輩執事の誰もが、要は慣れることだと言っていた。天河は仕事だけではなく、日常生活においても経けい験けん値ちが低い。そのことは、最近になってようやく自覚できるようになった。

「オレだって、慣れればいいんだろっ!?」

　天性の負けず嫌いに火がついて、天河が思わず叫さけんだとき。

「テーンガ、なにしてるのこんな時間に？」

　暑いので開けっぱなしにしていたドアの向こうから、ひょい、と顔を出したのはロレンスだ。

「ロレンス、出かけてたの？」

「うん。ちょっとコンビニにね。プチシュークリーム買ってきたんだ。見て見て、ここについてるこのシールを十点分集めると、ウサギのメープルちゃんのマグカップが貰えるんだ。チエホフがメープルちゃん好きだから、あげようと思ってね」

　ロレンスがシュークリームの袋を軽く掲かかげてみせる。

「僕ぼく、紅茶淹いれるから。テンガもひと休みしない？　真夜中のティーブレイクと洒落こもうよ」







　ふわり。豊かな紅茶の香りがリビングに広がる。

　ささくれ立った心をしっとりと包み込むようなやさしさに、天河は、ふーっと息をついた。

「ロレンスの紅茶って、ホントに美お味いしいよね」

「ふふ、そう？　そう言ってもらえるとうれしいな」

　ひとくち大のシュークリームは、口の中でとろっととろけて甘あまかった。疲れているから、余計に甘さがうれしい。夕食を摂とってからもうだいぶ経たっているので、空腹にもなってくる頃合いだ。

　なんでか、涙が滲にじみそうになって、天河はあわてて唇を嚙み締めた。

「テンガも、焦あせってるんだね」

「オレも……？」

「うん。僕もね、ちょっと最近焦り気ぎ味み」

「なんで？　ロレンス、一人前の執事になったのに」

「だからさ」

　ロレンスは、ことんとカップを置いた。

「まだ、指名の仕事が来ないんだ……しょうがないんだけどね。一人前になったって、まだまだ駆かけ出だしなんだし。大学生だから、仕事できるのは週末や平日の授業のない夕方以降に限られちゃうし、なかなかうまくいかないものなんだよね」

「そっかぁ……」

「うん。だから、テンガもあまり深く考えないほうがいいと思うよ。紅茶だって、あんまり濃こすぎると美味しくなくなる」

　天河は、小さく吹き出してしまった。

「ロレンスがそれ言うと、妙に説得力あるよね」

（そうか、オレはまだ半人前なんだから仕事がなくて当たり前なんだ……）

　そう思うと、少しだけ気分が軽くなる。

　でも、だからといって、安心してはいけない。

（仕事が少ない分、普段の修行や勉強が大事なんだよな）

　高校生の天河は学校もある。学業との両立はこの先、想像以上に大変なものになるだろう。

　と――天河を元気づけようと思ったのか、ロレンスがこんな提案をしてきた。

「そうだ、テンガ。よかったらヴァイオリン、聴きかせてよ」

「いいよ。ちょっと待ってて」

　天河は自室に行き、すぐにケースを手に戻った。

　ヴァイオリンを軽く調ちよう弦げんする束つかの間ま、なにを弾こうかと頭の中で素早く考える。

（ロレンスも知っていて、気分が明るくなるようなのがいいな……そうだ、あれにしよう）

　天河の指先が奏かなでる、飛び跳ねるような楽しげなリズムに、ロレンスが眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみを丸くして笑った。

「『ロンドンブリッジ』だね？」

　日本では『ロンドン橋』と呼ばれている。弾はずむように楽しい曲で、子こ供どもでも演奏できる簡かん単たんな音階の曲だ。

「ぼっちゃまらしい選せん択たくでございますね」

　いつのまにかチエホフがリビングの前に来ていた。

「失礼致します。あまりに楽しそうでしたので、私も仲間に入れてください」

「プリーズ、チエホフ」

　ロレンスが隣の席を示しめし、さっそく新しい紅茶を淹れる。

「ありがとうございます」

　うれしそうに座ったチエホフをちらりと見、天河は再ふたたび演奏を始めた。

　ヴァイオリンが楽しげに音を響かせ、上気した天河の横顔も楽しそうで、チエホフはうれしくなる。天河のヴァイオリンは霧島から贈おくられたものである。以前のヴァイオリンは霧島家で起きたとある事件で壊こわれてしまったからだ。

（ぼっちゃまも、だいぶ新しい生活に慣れてきたようですね）

　以前の天河なら考えられなかった生活。

　境きよう遇ぐうを考えればかわいそうだとは思うものの、天河もいつまでも子供ではないのだ。だからこそ、少しずつ順応していく天河の成長ぶりをチエホフはうれしく思う。

　と、そのとき。

「音の出所はこの部屋ですか？　江え古こ田ださん、ここにいたんですね。遅くなりましたが、今日の業務報告に来たんですけど」

　コンコン、と開きっぱなしのドア枠を軽くノックした青年の姿に、天河は思わず息を飲んだ。

（うわあ、なんだこの美形！）

　すらりとした立ち姿。

　涼すずやかな目元は妙な艶つやめかしさを持ち合わせ、薄い唇はほんのりと赤く色づいて、端たん整せいな中に甘さを秘めた、存在自体が華やかな青年だった。バトラーシステムの制服を着ているところを見ると、所属執事のひとりなのだろうが……。

「あ、カガミ！　久しぶりだね！　さあ、入って入って」

　ロレンスが顔をほころばせ、チエホフも笑顔を深める。

「お疲れ様です、華か神がみ君」

「かがみ、さん……？」

　軽くうねる髪の一本一本までもが計算し尽つくされたように美しく流れ、俳はい優ゆうかモデルといってもおかしくないようなオーラが自然に漂ただよっている。

「あれ、見かけない顔がいますね」

　その彼が、天河に目を留めてふわりと微笑む。女性だったらきっと、この視線と笑顔だけで簡単に参まいってしまうだろう。

「ええ、新しくうちのメンバーになった、ぼっちゃまです」

「チエホフ、それ、紹介になってないよ。ほら、テンガ」

「あ、はいっ。天てん上じよう天河です。よろしくお願いします」

「噂うわさは聞いてますよ。僕は華神忍しのぶ。よろしく……」

　華神の指が流れるような仕草で天河の前髪をひと房ふさすくい上げた。












「髪が、少し伸のびているね。でも、このスタイルは生まれつきの髪質をうまく生かしているな。うん、よく似に合あっている。毛先が少し痛いたんでいるから、トリートメントをしたほうがいいね。髪質に合うものを、今度持ってきてあげるよ」

　真上からやさしげな眼差しで見下ろされ、やけに耳の近くでささやかれる。

「さっそく出たようですね、華神君の必殺トーク」

「あれでナチュラルだからねー、カガミは。天然。計算ナシ」

「え、えっと……？」

　天河がドギマギしていると、華神の指が離はなれ、ロレンスに移った。

「ロレンス君、君の髪、相あい変かわらず綺麗な色をしているね。透明感あふれる、いい色合いだ。ちょっとだけ触らせて」

「いいよ～」

　華神がロレンスの背後に回り、解放された天河はチエホフを振り向いた。

「なっ、なんなの、あの人？」

「彼は元カリスマ美び容よう師しでしてね。髪に関することには妥だ協きようを許さず、美びに対しての追求も熱心な、素晴らしい人なんですよ」

（髪だけじゃなく、タラシの才能もカリスマな気がするのはオレだけかっ!?　あの必殺トーク、なんだかものすごかったぞ！）

「華神君はあの容よう姿しですから、女性の顧こ客きやくが多いんですよ」

「そう、カガミのリピート率はナンバーワン♪」

　なんでかご機嫌になっているロレンスは、金髪を華神の両手でわっしゃわしゃにされている。

「リピート率……なんだかホストみたいだ」

「カガミはそこらのホストよりすごいよ。一度見た顔は忘れないし。ね？」

「ああ、習性になっているんだろうね。一度接客した相手の顔と名前は絶対に忘れない」

　さらりとなんでもないことのように言うが、とんでもなくすごいことのような気がする。

　ようやくロレンスの髪から手を離した華神が、思い出したように天河の顔を見つめる。

「そう言えばさっきのヴァイオリンは、君が？」

　その問いには天河ではなく、チエホフが自じ慢まんげに答える。

「ええ、そうですよ、いい音ね色いろだったでしょう？」

「ヴァイオリンが特技か……いいな。そうだ江古田さん、ロレンス君と彼にしましょうか」

「ああ、ちょうどいいかもしれませんね」

　チエホフと華神が顔を見合わせてうなずき、天河とロレンスは首を傾かしげる。

「なんのこと？」

　華神がその華やかな美び貌ぼうにゆっくりと笑みを刻きざんだ。

「今度の派遣先へ、僕と一緒に行ってほしい、っていうことだよ」

「――っていうことは、仕事!?　やった～！」

　天河が飛び上がり、ロレンスも拳こぶしを握る。

「で、どこで？　カガミ、早く話して話して、プリーズ！」

「会社の関係者を集めた謝しや恩おんパーティーだよ。だからメインは給仕かな。給仕だけならウェイターかコンパニオンでいいと思うんだけど、雇い主クライアントがなかなかうるさいんだ。最近はアルバイトのウェイターも多くて、手て際ぎわが悪いらしい」

　これを聞き、天河の肩かたががくんと落ちた。

「あの、オレもまだ半人前なんですけど……」

　しかも、今日、その給仕の仕事で失敗したばかりだ。

「人選は僕に任されているし、大だい丈じよう夫ぶだよ。ね、江古田さん？」

「ええ。そうですとも」

　今日の天河の散さん々ざんな仕事振りを間宮から聞いているはずのチエホフまでもが力強くうなずく。

　すると、ロレンスが笑顔で天河の肩を叩いた。

「よーし、僕も特訓しておこ。一緒にがんばろうね、テンガ！」
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「あら、華神さん！　久しぶりね」

「まあ、こんなところでお会いできるなんて」

「華神さん、お会いしたかったのよ？　以前みたいに、青あお山やまのヘアサロンでいつでもお顔を見られたらいいのに」

「皆様、お久しぶりでございます」

　会場の入り口付近で妙みよう齢れいの令嬢やマダムたちに取り囲まれ、華神はおだやかな笑えみを浮かべていた。バトラーシステムの制服が、まるでオーダーメイドのようにぴたりと身体に合って美貌を際きわ立だたせている。

　まだ会場が開いただけで、開会はしていない。

　乾かん杯ぱいの挨拶までは給仕の仕事もないから、天河は華神やロレンスの後ろについて、来訪客を出迎えてはお辞じ儀ぎをする、の繰くり返しだったのだが。

　華やかな女性客の集団が来てから、その流れが滞とどこおった。どうやら、以前、華神が勤つとめていたサロンの顧客だったようだ。彼女たちは入り口で華神を見つけ、うれしそうに顔をほころばせている。

（華神さん、すごい人気だ……）

　先日の必殺トークを思い出し、天河は改あらためて感心する。執事というより、アイドルのようだ。制服を着ていなければ、そう勘かん違ちがいする人も多いだろう。

「華神さん、お会いできてうれしいわ。最近の美容師さん、いい人いないのよ」

「私の髪、やっぱり華神さんじゃないと駄だ目めだわ。美容師に復ふつ帰きする予定はなくて？」

「私のわがままで……申し訳ございません。さ、どうぞ奥のほうへ。のちほど、お飲み物をお持ち致しますので」

　華神がにこりと会え釈しやくすると、ほうっと桃色の吐と息いきがこぼれる。

「じゃあ、あとでね」

「待っているわね」

「きっといらしてね。絶対よ？」

　と言いつつも、ご令嬢方がなかなか離れないでいると、

「華神さん、ちょっといいかしら」

　今までフロアの中央にいた和服姿の女性がこちらへ来て、にこやかに華神に声をかけた。歳としの頃は、二十代後半といったところだろうか。背中の半なかばあたりまである黒髪をまっすぐに下ろして、日本人形のようだ。着物に慣れているようで仕草に無駄がない。

「あ、これはアヤメ先生。ご無ぶ沙さ汰たしております。お変わりございませんか？」

　華神がアヤメに対して姿勢を正して軽く頭を下げ、取り残されて不満そうな令嬢たちに、すかさずロレンスが歩み寄る。

「あちらのほうが空いておりますよ。ご案内致します。どうぞ」

「あら……外国の方？」

「ええ。英国です」

「日本語、お上手じようずなのね」

「ありがとうございます。でも時々、英語が混じってしまったり、カタコト発音になってしまったりして、仲間たちに笑われます」

　少し恥はずかしそうに微笑んだロレンスは、華やかに笑いさざめく女性たちを案内して奥へ行ってしまった。

　華神は去さっていく彼女たちに軽く会釈すると、そのまま、アヤメとの会話を続ける。

「アヤメ先生がいらしているとは、知りませんでした」

「ふふ。今日のお花の飾りつけ、私が頼まれましたの。家元の都合がつかなくて。そうだわ、たくさん用意したので、まだお花が残っているの。差し上げましょうか」

（へえ、この人、若いけど華か道どうの先生なのか）

　受付の花かごは百ゆ合りやカトレアをメインにススキや女郎花おみなえし、萩はぎの枝などをアクセントにして秋の風ふ情ぜいたっぷり、テーブルの上にはガラスの小こ鉢ばちや竹たけ筒づつに、桔き梗きようや浜はま菊ぎく、撫なで子しこといった和の趣おもむきの花が飾られ、画かく一いつ的てきではない花のオーナメントに、天河も感心していたのだ。

（こういうシーンって、だいたいバラばっかりだもんな）

　会場を秋の花で個性的に染め上げたアヤメのセンスは素晴らしいと、素す直なおに思う。親子仲が悪かったので父親についてパーティーに行くことはあまりなかったが……。

（オレもそれなりに目が肥こえてるってことかなー。こんなことなら、もっとよくいろいろと見ておくんだった……って、そもそも親父が倒とう産さんしなかったら、こんなとこにいないっつーの）

　天河が心の中で自分ツッコミをしていると、アヤメのおつきの男性が大きな花束――ゲストのみやげ用として残った花を包んであったのだろう――を持ってきて、華神に差し出した。

「どうぞ」

「これは見事ですね」

　華神はそっと一輪のカトレアに触ふれた。

「これは……天河君、ちょっと持っていて」

「あ、はい」

　天河が花束を受け取ると、華神は上着の内ポケットから柘つ植げの櫛くしを取り出し、アヤメの後ろに回った。

「華神さん？　なにを？」

「少しだけ、動かないでくださいね」

　ささっと指先が器用に動き、艶やかな黒髪の一部をまとめて小さな束を作ってくるりとまとめる。そして、華神は花束から先ほどのカトレアを選び取ると、まとめた髪にバランスを見ながら飾った。所要時間一分足らず。

「はい、出で来き上あがり。天河君、どう？」

「はい、すごく、綺麗です」

「まああ、華神さんに花を飾っていただけるなんて光栄ですわ！」

　アヤメが心底うれしそうに微笑むと、周囲に女性たちが殺さつ到とうした。

「華神さん、私にもやっていただけないかしら」

「私も！」

　華神は困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「困ったな、いただいたお花なんですが……アヤメ先生、よろしいでしょうか……？」

「ええ、構いませんわ」

　アヤメが承しよう諾だくしたので、結局パーティーが始まるまでの間、華神は女性客の髪を結ゆい、花を飾るのに忙ぼう殺さつされることになってしまった。







　会場は髪に花を飾った女性たちのおかげで、さらに華やかになった。

　パーティーが始まると、華神の人気はさらに上がり、ポケットチーフの代わりに花を飾りたがる男性客も次々に現れて、あちこちで引っ張りだこになっている。

　またこの会社は外資系のため外国人のゲストが多く、ロレンスも通訳に引っ張り出されて大忙しになってしまっていた。

（う……オレだけ、なんの役にも立ってない）

　がんばらなくては。

　立食式のパーティーなので飲み物や料理を運び、空いたグラスや皿を次々に下げて回る。他にも何人かホテルサイドの給仕がいるにはいるのだが、手分けして歩いても目の回る忙しさだ。

「あ」

　皿を重ねて持ち上げたとたん、そばにいたゲストに肩が軽くぶつかってしまった。

「す、すみません。大変失礼致しました」

　すぐさま頭を下げた直後、

「あれ？　おまえ、どっかで見覚えが……」

　ゲストにしては歳の若い、天河と同じ高校生のような青年がじろじろと眺めまわす。

　高級なスーツをまとったその青年が、にやりと唇を歪ゆがめた。

「あ、思い出した。おまえ、うちの一年だろ。夏休みに家が破産したっつー」

「え～、タカシの後輩？　それじゃ結構、お金持ちじゃん。実家が破産って、それ、めちゃくちゃ悲ひ惨さん～！」

　タカシと呼ばれた青年の連れらしい少女が、大きな声でしゃべる。ふたりとも未成年だが、もしかしたら少し酔よっているのかもしれない。

「ああ、間ま違ちがいない。名前は確か、ええと、エラソーな名前だったような気が……」

　拳を握って黙っていた天河だが、そのひとことでキレそうになった。

　家のことはともかく、名前まで笑われるいわれはない。

「ち、思い出せない。で、こんなところでなにやってんだ？」

　一歩踏み出され、天河の背が軽くのけぞる。

「なにって……」

「ああ、その格かつ好こう、ウェイターか。そう言えば、うちの校則にアルバイト禁止なんて項目はなかったもんな。そっか、家が破産したから、働かないといけないのか。そりゃあ、カワイソウになあ」

　確かに家は破産したけれど。

　働かなくてはいけない立場だし、事実だけれど。

（こんなふうに、馬ば鹿かにされる理由なんてない……っ！）

　ぶちっ。

　勘かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた天河が空いている右手に力を込めた直後。

「天河君、落ち着いて」

　耳元にこそっとささやかれ、同時に手首をぐっと摑つかまれた。

（華神さん!?）

　そのまま華神は天河の真横に立ち、にこりと微笑む。

「わたくしどものスタッフが、なにか失礼でも致しましたか？」

「な……なんだよ、コイツの連れか？」

　華神の美貌に気け圧おされているのを悟さとられまいと、タカシがわざとふてぶてしくあごを上げたが、連れの少女は、ぽかんとして華神を見つめている。

　華神が、そんな少女にふっと視線を向ける。

「失礼、お嬢様」

「え……」

「唇に、なにかついておりますので」

　華神がグロスで光る唇にそっと指をあて、小さな汚れを拭い取ると、少女の顔が真っ赤に染まった。

「お飲み物はいかがですか？　プリーズ、レディ」

　いつのまにか現れたロレンスが、明るい笑顔で少女にジュースを手渡す。

「え、外国の人？　やだ、カッコイイ～。ふたりとも、お名前なんていうんですかぁ？」

「お、おい、なに言ってるんだよっ」

　少女の目がすっかりハート型になっているのに、タカシが少し焦あせる。

　華神は天河の肩を軽く叩いた。

「天河君、そろそろ君の出番ですよ」

「あ、は、はい！」

　ホテルの従業員が持って来てくれたヴァイオリンを構え、ひとつゆっくりと深呼吸をしてから、奏で始める。

『乾杯の歌』。

　イタリアの作曲家、ヴェルディが書いた甘かん美びな曲。

　謝恩会という場にふさわしい、華やかなメロディーが会場を包み込む。

　目の前で、指が複雑に動き、いくつもの音を生み出しては重なり、広がっていく。

「うわ……すご～い！」

　タカシだけが苦々しく舌した打うちして会場を出て行ってしまったけれど、連れの少女は今度は天河に夢中で追いかけようとしない。

　演奏が終わったとき、天河は満場の拍手に迎えられることになった。
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　バトラーシステムのリビングに、カリカリと、シートの上をペン先が滑る音だけが響く。

「面倒くさいなあ、業務報告書……」

　天河がぶつぶつとぼやきながらも、渋しぶ々しぶシートに記入していく。

　項目はすでにプリントされていて、それに書き込む形なのでなにを書いたらいいのか悩むことはないが、その代わり、聞かれたくないことまで書かなくてはならない。

「今日だって結局、ヴァイオリン以外、全然いいところなかったもんなあ……オレ」

　天河がテーブルに突っ伏すと、隣でシートに書き込んでいたロレンスがぽんぽんと慰なぐさめるように肩を叩いた。

「テンガ、最初からうまくやれる人なんていないよ」

「そうそう。徐々に慣れていけば、大丈夫」

　ロレンスの向かいに座っている華神も、うんうんとうなずく。

「華神さんでも、失敗したことってあるんですか？」

　華神と失敗。

　とてもかけ離れているように思えるが――。

「失敗か……失敗してなきゃ、ここにいないかもね」

　華神のつぶやきは意味深すぎて、よくわからない。

「それって……」

　どういう意味かと訊きこうとしたとき、華神が苦く笑った。

　その横顔が、なんだか複雑で。

　悲しそうでもあって、苦しそうでもあって、奇妙におだやかで。

（なんか、これ以上は踏み込んじゃいけない気がする……）

　そう思いつつも華神の顔をつい見ていると、華神が「なに？」と目を合わせてきた。

「あ、いえ……その、今日はありがとうございました」

「ああ、たいしたことじゃないよ」

　気にしないで、と華神がそのまま目を細める。

「……でも、オレ、あのままだったら、あいつ、ぶん殴ってたかもしれないんで」

「でも、そうはならなかった……それでいいんじゃない？」

　華神は微笑み、シートを手に立ち上がった。

「――じゃあ、僕はこれを江古田さんに提出したら帰るよ。ふたりとも、お疲れ様」

「あ、お疲れ様でした」

「お疲れ様、カガミ」

　華神が帰っていくと、リビングは再び静かになった。

　天河とロレンスがしばらく黙って作業に没ぼつ頭とうしていると、梶がひょこっと顔を出した。

「お疲れ様。あれ、華神さんは？」

「カガミなら、さっき帰ったよ」

「なんだ……それは残ざん念ねんですね。ところで、ふたりはもう業務報告書き終わりました？」

「え、あ、はい。だいたい終わりましたけど……」

「そうですか。高邸さん、グッドタイミングみたいですよ！」

「よっしゃー、そこ動くな！」

　キッチンから高邸の気合の入りまくった声が聞こえてきて、天河とロレンスはきょとんと顔を見合わせた。

「Ｗｈａｔ[image: ]ｓ　ｈａｐｐｅｎｅｄ？」

「なにが始まるんですか？」

「いいから、座ってて」

　梶がドアを開けたまま微笑み、ドタドタドターっと足音を立てて、高邸が駆け込んできた。

「うわ、高邸さん！　なんですか、それ！」

「スフレだ！」

　両手で持ったオーブン用の天てん板ばんの上には、ポコリと膨ふくらんだカップケーキのようなものがたくさん並ならんでいた。バニラの甘い匂いが、一気にリビングにあふれ返る。

「スフレ？」

「おう、今日の俺様は、メレンゲが最さい高こうにうまくできたんだ！　スフレは焼きたての熱いうちが一番美味い、さっさと食え！」

「えええ？　これ、まだあっつあっつですよ!?」

「急げ！　冷さめるとしぼむぞ」

　スプーンを配られ、どかどかと目の前にスフレのカップが置かれていく。

「い、いただきます」

　梶やロレンスに倣ならい、天河もスプーンで、パウダーシュガーのかけられたスフレをすくう。

「わ、表面ふわふわ……中は、カスタードクリーム……熱っ」

「ははは、熱いから火傷やけどに気をつけろよ？」

「……それ、先にいってくらさいよぅ……あち……あ、でも、おいひい」

　涙目になりながらも天河があっという間にひとつ平らげると、腕組みをして見守っていた高邸が満足そうにうなずいた。

「そうだろ、そうだろ、俺様が作ったんだからな。マズイわけがない！　次もすぐに焼き上がるからな、それまでにそれ、全部食っておけよ！　次はチーズスフレだ！」

　天河はぎょっとして天板を見た。

　まだまだ、十個近く残っている。

「次って……待ってくださいよ、高邸さん、わんこそばじゃないんですから～！」

「天河君、こういうときの高邸さんには、なにを言っても無む駄だですよ」

　梶が爽やかに笑いながらスフレを口に運ぶ。優雅な手つきだが、すでに三つ目だ。

「相変わらず、おいしい～」

　ロレンスも、ためらいもせず二個目に手を伸ばす。

「ほら、急いでテンガ。すぐ次のが来るよ」

「スフレわんこそば状態」になんの疑問も持っていないらしいふたりの顔をまじまじと見つめ、天河は心の中で思った。

（バトシスって、やっぱり変人の巣そう窟くつなのかも……）
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（まったく……本当に暇ひまなヤツらだな。オレ以外の話題はないのかよ！）

　天てん河がはイライラしながら学校の廊ろう下かを歩いていた。

　毎日のように噂うわさされ、いい加か減げんうんざりしてくる。

「あいつ、執しつ事じになったんだって？」

「働いてんのかよ、あの、わがまま王子が？」

「哀あわれだよな～。金がないってことはさ」

「ああはなりたくないよな」

（オレだってホントは好きでやってんじゃねーよ）

　天河は肩かた越しに振り返り、言葉が聞こえた方向にいた生徒たちをキッと睨にらみつけた。そいつらはバツが悪そうに、そそくさと教室に逃にげていく。

　あれから二日しか経たっていないのに、噂は学校中に広まったようだ。

　最初の頃は天河の父親が倒とう産さんして一いち文もん無なしになったという内容だけだったのに、今では天河が執事の仕事をしていることまで全校生徒にバレてしまっていた。

（発信源はあいつだよな……）

　先日派遣されたパーティーでの出で来き事ごとを思い出す。名前は忘れてしまったが、相手の顔ははっきり覚えている。今でも廊下ですれ違えばすぐにわかるだろう。こっちのことを「うちの一年」という言い方をしていたから、二年生か三年生なのだろうが……。

（うう……ヤツのクラスを探し当てて、殴なぐり込みに行きたい）

　本来の天河は気が短く、口より先に手が出てしまうタイプなのだ。しかし、そんなことをしたら余計自分の立場を追い込むであろうことは、ちゃんと心の隅すみでわかっている。

「同情しちゃうぜ、今まで使ってきた立場の人間が、使われる立場になるなんてさ」

　一年Ａ組の教室に戻ると、また、そんな中ちゆう傷しようが聞こえてきた。

　天河はムッとしたが、すぐさまなにもなかったように平然とした顔を作った。

　が、霧きり島しまの席の横を通りかかったとき、霧島がぼそっとつぶやいた。

「なんだ、その顔。気にしてんのか」

「……――」

　天河は霧島を睨みつけるが、霧島はもう興きよう味みがないと言わんばかりに読んでいた本に視線を移してしまう。

　やっぱり、おまえは小さいヤツだな。

　言外にそんなふうに言われた気がして、無む性しように腹が立つ。

　天河は自分の席に戻ると、クラスメイトたちを睨み渡わたし、椅い子すを乱らん暴ぼうに引き、どかっと座すわった。教室内を嫌いやな静けさが満みたす。

　天河は唇くちびるを嚙かんだ。まるでアリ地じ獄ごくの中に落ちてしまった気分だ。もがいても、もがいても這はい上がれない。そんな感じ。

　しかし、天河にはひとつだけ意地があった。その意地が今の天河を支ささえていると言っても過か言ごんではない。

　執事の仕事をやると決めたのは自分――……最終的には自分で決めたことなのだ。

　生きていくためにお金を稼かせぐ、という理由もあるが、中ちゆう途と半はん端ぱに逃げ出すのはプライドが許さない。

　そう思えば、天河の中の怒いかりも少しだけ凪ないだ。
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　天河は暗い気持ちのまま一日を過ごし、バトシスへと帰ってきた。

（あー、イライラするっ）

　乱暴にドアを開けたとたん、玄関の中からいきなり梶かじが飛び出してきた。

「わっ」

「な、なんですか、いきなり！」

　受け止めつつ天河が叫さけぶと、「それはこっちのセリフです」と梶がパッと離はなれ、彼にしては珍めずらしく怒おこった声を返してきた。

「私が出かけようとしたら、外側からいきなりドアが開いて、それで勢いあまって飛び出しちゃったんですよ」

　どうやら内と外でドアを開けるタイミングが同時だったらしい。妙みような偶ぐう然ぜんに「こんなこともあるんだなー」と天河は苦く笑しようする。おかげで、さっきまでのイライラもあっさり吹き飛んでしまった。

「ところで天河君、今日はこのあと予定はありますか？」

「いえ、特には……」

　今日はなにを言いつけられるんだろう――と天河が身み構がまえていると。

「ないのでしたら、今日は一緒に外に行きましょう。私はこれから大事な仕事に行くところだったんです」







「仕事？　オレもついて行っていいんですか？」

　と――掃そう除じや洗せん濯たくじゃない仕事に天河の瞳ひとみがぱあっと輝かがやいてから、約一時間後。

　天河は梶に連れられて、渋しぶ谷やのデパートに来ていた。

「仕事って……ここでですか？」

「ええ、地下の食料品売り場に行きますよ。いわゆるデパ地下です」

　梶は慣なれた足取りでエスカレーターに乗り、地下へと降りていく。今日は高たか邸やしきが仕事でいないので、彼の代わりに梶が夕食を作ることになったのだ。つまり、そのための買い出しだ。

（大事な仕事って……買い物かよっ）

　少し期待した自分が馬ば鹿かに思えて、頰ほおを膨ふくらませてしまう天河である。

　が、地下に降りると、とたんにわくわくしてきた。そこはまるで小さな町。鮮せん魚ぎよ売り場に、生せい鮮せん食品売り場、輸入食品売り場――どこもすごい人出で、まるでお祭りのようだ。

「デパ地下って便利だな、それにおもしろ～い」

　おぼっちゃま暮ぐらしのときはデパートのほうから家にやってきた。外商部の人間が定期的に品物やカタログを持って御ご用よう聞きに来ていたのだ。なので、天河のデパート経けい験けん値ちはかなり低い。実際に出向いたことがあるのは、年に何回か服を買いに行く銀ぎん座ざの老舗しにせデパートだけ。もちろん、デパ地下なんて初めてだ。

「いろんなものがあるんですねー」

　天河は小さな子こ供どものように目をきらきらさせてあたりを見回している。そんな様よう子すに梶は「やっぱり世間知らずなおぼっちゃんなんですね」と微び苦く笑しようを浮かべた。

（庶しよ民みんの暮らしに少しずつ慣れてもらわないと……）

　執事という仕事柄、セレブな家庭に派は遣けんされることが多いが、バトラーシステムの寮りようでの暮らしまでそれに合わせることはない。実際、バトシスの経済状況もいいとは言えないし――。

　天河をここに連れて来たのは社会勉強のためだ。

（今日のところは、まずこの雰ふん囲い気きに慣れてもらって……）

　そんなことを考えていたとき、梶はお目当てのタイムセールが始まる時間になっていることに気がついた。

「あ、いけない。私は詰つめ放題のジャガイモを買ってきますから、天河君はここにいてくださいね」

「は、はい」

「動かないでくださいよ」

　と念を押し、梶は人込みの中へと消えていった。

　言われた通り、天河は隅でじっとしていたのだが。

「わわわっ」

　どんどん人が流れてきてはぶつかり、ときには立っている天河が邪じや魔まだと言わんばかりに睨みつけていく。

　あっちでタイムセールが始まればそっちに人が流れ、逆方向でまたタイムセールが始まればそっちにまた人が流れる。そんな状況になっていた。

「わわわっ！　押さないでよ～」

　濁だく流りゆうに巻き込まれ、あれよあれよという間に元もといた場所から離れていく。

（ひえ～、恐おそるべし庶民パワーッ！　って……どうしよう、ここどこ！）

　天河はおろおろと周りを見まわした。しかし梶の姿すがたはどこにも見当たらない。待っていろといわれた場所がどこなのかもわからない。

「うそぉ……」

　天河は茫ぼう然ぜんとつぶやく。

「オレ、迷子まいご……？」







　しばらくして――。

　途と方ほうにくれていた天河の耳に、梶の声が聞こえてきた。

「天河くーん！　どこですか！」

「ここです～……」

　天河は力なく手を振った。梶を探し続けたので、もうクタクタだ。

　梶は戦利品のジャガイモを大量に抱かかえていた。その他にも肉や野菜を手にしている。

「天河君、こんなところにいたんですか？　心配しましたよ……どうしたんですか、服がよれよれですよ。髪かみもはねてるし」

「髪はもともと猫ねこっ毛なんです……」

　人波にもまれているうちに乱れてしまったらしい。天河は恥はずかしそうに手て櫛ぐしで直す。

「戦場みたいですね、ここは。いつもこんなところで買ってるんですか？」

「いつもってわけじゃないけど、青あお山やまの高級スーパーは高いですしね。安くていいものが手に入るなら、それに越したことはありませんし」

「なるほどね、安さは庶民の味方ってことですね」

「その通り！　だからこんなに人がいてもがんばっちゃうんですよ」

「よーくわかりました」

（オレには無理だわ、ここ）

　天河はもう帰りたい気分になってきた。人が多いし、地下のせいか空気が悪い。あちこちの店で店員が「安いよ安いよ～」と呼び込みをする声もうるさく、イライラする。

　が、天河の返事に気をよくした梶が、こんなことを言いだしてしまった。

「いい機会です。天河君、あのコロッケを買ってきてください」

「えっ、オレが？」

　梶が指差した方向には『コロッケ六個で二百円！』の文字が躍おどっていた。タイムセールが始まったばかりらしく、年配のおばちゃんたちが鬼き気き迫せまる勢いきおいで殺さつ到とうしている。

「無理、ぜーったい無理……」

　天河は無意識に後ずさった。あんなところに放り込まれたら、瞬しゆん時じに圧あつ死ししてしまいそうだ。

「天河君、そんなことでは、ただでさえ不ふ況きようのこの世の中を生き抜いていけませんよ」

「で、でも……」

「君はもう、お金持ちのぼっちゃんじゃないんです。世間の荒あら波なみにもまれなくてどうします？　たくましく生きていきましょう、ほら！」

　梶にどんっと背中を押され、天河は人込みに放り出されてしまった。

「わーっ」

　天河はあれよあれよという間にコロッケ戦争に巻き込まれていった。

　いきなり鳩みぞ尾おちに肘ひじ打うちを食らい、その直後、ヒールの踵かかとで足を踏ふまれ、誰かのカバンの金かな具ぐがシャツに引っかかり、あわてて外はずし……。そんなことをしている間に、カウンターからどんどん離れていく。

（コ、コロッケが遠のいていく～っ）

　しかし、この状況が天河の負けず嫌ぎらいな性格に火をつけた。

「く、くそっ……負けるもんか！」

（家が破は産さんした以上に大変なことなんか、あるわけないっ！　こんなもん屁へでもないぞ）

　気を取り直した天河は人込みにダイブした。そして、泳ぐようにおばちゃんたちをかき分けて進む。迷めい惑わくそうな顔をされようと、誰かにぶつかろうと知ったこっちゃない！　みんな必死なら、こっちだって必死である。

　天河は根こん性じようでカウンター前に到達した。

　コロッケはビニール袋ぶくろに入れられ並ならべられている。もう、残りは少ない。

「いっけー！　オレ！」

　最後のひとつをむんずと鷲わし摑づかみにしたとき、ほぼ同時にもう一本の手が伸のび、それを摑んだ。

「むむっ」

　小太りなおばさんと天河の間にバチバチっと火花が散った。

　おばさんは『アンタが離しなさい。こっちは生活かかってんのよ』オーラを出してきた。

　天河も負けず劣おとらず『こっちも生活かかってんだよ』オーラを出す。

　しかし、一いつ向こうにおばさんは手を離さない。お互い譲ゆずらない気け配はいに焦じれてきた天河はある手段に出た。

「あっ！　パン様だ！」

　今流は行やっている韓かん国こく人スターの名前を出して、ある方向を指差したのだ。

「なんですって！」

　おばさんはそちらに気を取られ、手の力を緩ゆるめる。

（やった！）

　その瞬間、天河はコロッケの袋を奪うばい取り、そのまま逃げるようにそこから脱だつ出しゆつし、梶の元によろよろと戻った。

「か、勝ちました……」

　息も絶たえ絶だえに戦利品のコロッケを掲かかげてみせる。

　梶はやさしい笑顔で褒ほめてくれた。

「よくやりました、天河君」

（よかったー。これで義務は果はたしたぞ）

　天河はホッとした。これでようやく帰れる。

　が――。

「じゃ、次、行きますよ」

　安心したのも束つかの間ま、次のタイムセールに突入することになってしまった。

「ええーっ、もう嫌です～、勘かん弁べんしてくださーい」

　嬉き々きとして人込みを突き進む梶を、天河はあわてて追いかけた。
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　夕ゆう飯はん時になり、リビングのテーブルには梶、天河、それに大学から帰ってきたロレンスが席に着いていた。

「今日は天河君に手伝ってもらったんです」

　梶は食しよく卓たくで今日の出来事を話し始めた。

　天河とデパ地下に行ったことや、タイムセールに挑いどんだこと。おまけに迷子になったことや、帰ってきてから小学生レベルの手伝い――食材を洗ったり、皮を剝むいたり――をしたことなども事こと細こまかに話すから、天河は恥はずかしくなってしまった。

「天河君もやればできるんですよ。意外と器用ですし。ほら、この肉じゃがに入ってるにんじんの面めん取とりも大おお雑ざつ把ぱですけど、すぐにコツを摑みましたしね」

　まるで、珍しくまともなことをやった出来の悪い弟を自じ慢まんする兄のようだ。

（オレって、なんにもできないぼっちゃんだと思われてるんだよな……やっぱ）

　事実だから仕方がない。なんせ破産してから、ようやく一ヶ月と少し経ったばかりなのだ。

「このコロッケ、美お味いしいね。さすがテンガの戦利品！」

　ロレンスはうれしそうにコロッケをぱくぱく食べる。

「でも、デパ地下ってすごいよね。なんでもあったし」

「うん、僕ぼくも初めて行ったときはビックリしたよ～！　思わずいろいろ買ってイギリスのママンに送っちゃった」

「え？　まさか、生ものを送ったりしてないよな？」

「まさかー。物産展で買った北海道のチョコレートとか長崎のカステラとかだよ」

「へー、そんなものも売ってるのか」

「いいよねー、物産展。東京にいながらにして地方の美味しいものが手に入るんだ。とってもエクセレントな企画だよね」

「ふーん、楽しそうだね」

「駅弁フェアなんかもありますよ。今度行きましょう」

　梶がそう言うと、天河がふと思い出したように笑った。

「駅弁かあ。オレ、横浜のシュウマイ弁当好きだったなー」

「あれ、天河君、駅弁食べたことあるんですか？」

「ありますよ、新幹線で」

「えっ、お金持ちでも新幹線乗るんですか？」

「ええ、子供のときですけどね。あ、ほら、皇族だって避ひ暑しよに行くとき電車に乗るでしょう？御ご用よう列車だっけ。それと同じ感覚？　京都に旅行に行ったとき、親父おやじがグリーン車一両貨し切って……」

　するりと口から飛び出した思い出話に、天河はハッと口をつぐんだ。

　梶とロレンスが、ぽかんとしている。

　これほど屈くつ託たくなく天河が父親のことを話したせいなのか、それともグリーン車一両貨し切ったという金の使い道に驚おどろいているのか――……。

「あ、えーと……」

　天河があわてて話題を変えようとしたとき、タイミングよくチエホフがリビングに入ってきた。出先から帰ってきたのだ。

「ただいま帰りました……おや、みなさんお揃そろいで楽しそうですね」

　おかげでリビングの空気ががらりと変わった。ロレンスが楽しそうにチエホフに話しかける。

「チエホフー、今日はテンガがデパ地下デビューしたんだよ」

「なんですって！」

　チエホフは心しん底そこ驚いた様子で天河を見た。

「一緒に買い物に行って、夕飯作りも手伝ってもらったんですよ」

　梶がまた今日の出来事を簡単に説明すると、

「ぼっちゃまがデパ地下でタイムセールの品を買っただなんて……」

　チエホフはおいたわしやと、涙ぐみ始めてしまった。

「また始まった……」

　天河はがっくりと肩を落とした。

「ぼっちゃま、お怪け我がなどはなさいませんでしたか？」

（えーと、肘打ちに、足踏まれて、あざが少々……こんなこと言えねぇ）

「大だい丈じよう夫ぶだよ、無傷だよ」

　天河は満まん面めんの噓うそ笑わらいで答える。

　その笑え顔がおに安心したのか、チエホフはほっと息をついた。

　その様子に一同もほっと安心した。チエホフの「ぼっちゃま心配性」は始まると長いので、このくらいで終わってくれれば御おんの字じだ。

「チエホフ、夕飯がまだなら座ったら？　ソージとテンガの合作だよ」

　ロレンスが夕飯を勧すすめる。

「ぜひ、いただきます！」

　が、うれしそうに席に着いたチエホフは一口食べるたびに、

「これはぼっちゃまが勝ち取ったコロッケ……美び味みでございます」

「これは、ぼっちゃまが皮を剝いたジャガイモ……絶ぜつ品ぴんでございます」

「ぼっちゃまが洗ったキャベツ……この美味しさは誰にも超えられません」

　と、いちいち感想を言いながら食べるので、

（高邸さんがいなくてよかった……）

　天河は正直そう思った。こんなセリフを聞かれたら、自分の命はもうすでになかっただろう。

「ぼっちゃまが野菜を切ったりする日が来るなんて……」

　少し頼たのもしくなった天河に、チエホフがまたまた感かん涙るいにむせぶ。

　天河は少し拗すねたように頰を膨らませた。

「チエホフ、いちいちうるさい。そんなに泣いてると、ご飯が全部しょっぱくなっちゃうだろ。せっかくオレと梶さんで作ったんだから、美味しく食べてくれないと困こまるよ」

　天河は実じつ際さいに調理をしてみて、高邸がいつも料理の温度や配はい膳ぜんのタイミングを気にしている意味が少しだけわかった気がした。美味しいものは美味しいタイミングで食べてほしい。それは作り手にとって大事な思いなのだ。

　それが伝わったのか、

「はい、ぼっちゃま。チエホフ美味しくいただきます」

　チエホフは涙なみだを拭ふいて、美味しそうに夕飯を食べ始めた。

　そのとき、リビングに設置してある電話が鳴った。

　一番近くにいた梶が出る。

「はい、執事派遣会社バトラーシステムでございます」

　梶は少しの間話し込むと、

「担当の者に替わりますので、申もうし訳わけございませんが、しばらくお待ちいただけますか」

　一いつ旦たん会話を切り、チエホフを見る。

「新規のご依い頼らいの電話です。部屋で取られますか？」

「そうします」

　さっきまでとは違ちがい、チエホフはキリッとした表情で答えると部屋に行ってしまった。

　チエホフが去ったあと、

「新しい依頼かー。指名されたいなー」

　とロレンスがひとりごちた。一人前になったばかりなので、仕事がしたくてたまらないのだ。

（そうだよなー、一人前になれば仕事を任まかせてもらえるんだもんな……）

　まだまだ半人前で高校生の天河にとっては遠い話だ。

（オレに来るワケないよな）

　と思っていたのだが……。

「ぼっちゃま、少しよろしいでしょうか？」

　しばらくして戻ってきたチエホフに呼び出され、その内容を聞かされた天河は驚きで目を丸くした。

「マジで？　本当にオレでいいの？」
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　世せ田た谷がや区のこのあたりには、古くからの家ではなく、比ひ較かく的てきモダンな、新しい作りの家が並んでいる。

　一軒の家のエントランスに立った天河は、その場で回れ右して帰りたくなってしまった。

（うー、緊きん張ちようするよ～！）

「ほら、天河君、背筋を丸めないで、ちゃんと伸ばして。執事は姿勢も大事なんですよ？」

　やわらかな声で注意をしつつ、梶が玄関先でチャイムを鳴らした。

『はい？』

　インターホンから答える声に、梶は丁てい寧ねいに挨あい拶さつをする。

「安あん西ざい直なお樹き様でいらっしゃいますか？　バトラーシステムから参まいりました、梶と天てん上じようです」

『――ちょっと待ってください』

　インターホンが切られ、代わりに足音が玄関へと近づいてくる。

　カチャン。

　鍵かぎの開く音がして、すぐにドアが開かれた。

「どうぞ」

　出迎えに出たのはまだ若い二十代後半の男性だった。

　あまり日焼けしていない肌はだに、黒い髪。少し長めの前髪の間からのぞく眼鏡めがねは飾かざり気けのないフォルムで、その奥には少し気弱そうな、おだやかな瞳が微笑ほほえんでいた。

　高級住宅地にひとりで一軒家を構かまえるこの青年こそが、大手出版社の主催する『時ときの環わ文学賞』を受賞し、一いち躍やく有名になった作家の安西直樹であり、今回の雇い主クライアントである。

「仕事明けなのでこんな格かつ好こうで申し訳ないけど……」

　軽く袖そでをまくったコットンシャツにはところどころ皺しわが寄っている。洗って干ほしたものをアイロンをかけずにそのまま着ているような感じだ。

「いえ、どうか、お気になさらずに」

　梶がにこやかに微笑む。

　すまなそうに安西がうつむくけれど、気にするほどではなかった。きちんと髭ひげは剃そっているし、清せい潔けつそうに見える。ただ、普段の服装にはこだわりがないらしく、バトラーシステムの依頼主としては珍しいタイプかもしれない。

（小説家って気き難むずかしい印いん象しようがあったけど、そうでもなさそうだな）

　少し内気そうな笑顔を浮かべている青年の姿をそっと観察して、天河はとりあえずほっとした。今回の依頼は雇い主クライアントとの相性が問題だと思っていたからだ。

「さあ、入って。どうぞ。散らかしているけど」

「それでは、失礼致します。さあ、天河君も」

「あ、はいっ」

「あ、どうぞ、これを」

　梶と天河は安西があわてて出してくれたスリッパに履はき替え、家の中に上がった。

「素す敵てきなお住まいですね。どなたか有名なデザイナーを？」

　梶が陽ひの入る廊下を見まわして言う。

「いやあ、そんな大層なものじゃないよ。友人の知り合いにたまたま建築デザイナーがいたから頼めたんだけど、やけにこだわりのある洒落しやれた作りにされちゃって。田舎いなかの両親が将来結婚したときのために家を建てておけってうるさいから……まだそんな相手もいないのに、家だけ先に用意してどうするんだろうね」

　木目を基調にしたやわらかな雰囲気の玄関先には障しよう子じの丸まる窓まどがついていて、二階へと続く階段も昔の家にあるような、濃こい色の木で枠わくを作ってあって、かなりこだわりを感じられる。

「まだ引ひっ越こしてきたばかりなんだ。ついこの間までは１ＬＤＫのマンションにいたんだけど、広い家に住んでみたらいろいろ面めん倒どうなことが多いね。それに、ひとりじゃ落ち着かない」

　ここがリビング、と通された部屋の様子を見た瞬間、天河と梶の顔が一瞬固まった。

　壁かべ一面の本ほん棚だなには、棚が歪ゆがむほどぎっしりと本が詰め込まれ、ソファやテーブルの上や脇わきや下の、空あいている空間にも本や新聞が散乱している。

（うわあ……作家の家って感じがやっとした！　うん、こういうイメージだ）

　ひたすら感心している天河の真横で、

「掃そう除じしたい……今すぐ掃除したい……」

　という、ひどく押し殺したつぶやきが聞こえたので、天河はあわてて安西に話しかける。

「あのっ、作家さんの家って、やっぱり本、多いんですね！」

「え？　ああ。仕事中はほとんどここにいるから。すまないね。まあ、その辺かき分けて、適てき当とうに座ってくれる？」

「はい」

　リビングの有あり様さまを見たとたん黙だまり込んでしまった梶の手を引っ張るようにして、勧められたソファに腰こしかける。科学雑誌やマガジンを脇に寄せてささっとさりげなくソファの表面を叩たたくと、軽くザラっとした感触があった。これは、梶でなくとも掃除をしたくなるレベルの散らかりっぷりかもしれない。

　安西もかけてあったバスタオルや新聞を避よけながら、向かいのソファに座る。

「それじゃあ、仕事の話に入らせてもらうけど」

「はい。ええと……あの……」

「なに？」

「あの……本当にオレ、いえ、僕でいいんですか？」

　安西は少し身を乗り出し、眉まゆ尻じりを下げた笑顔で天河を見た。

「うん。君みたいな若い人と話す機会は、普段あんまりないしね。どちらかというと、一日中執事さんが家にいると思うと緊張しちゃうから、昼間いないのは逆にありがたいよ。仕事に集中するのに、人の気配が気になったりするときもあるし」












　安西がバトラーシステムに持ち込んだ依頼は、一いつ風ぷう変わっていた。





　・インタビューも兼ねたいので、毎日日替わりで執事を変えてほしい。

　・でも毎日違う人に会うのは緊張するので、緩かん和わ剤ざいにもなってくれる、親しみやすい常じよう駐ちゆう執事がひとりほしい。

　・常駐は、あまり堅かた苦くるしくない人がいい。






　根が人見知りであまり社交的ではないと自分で言う安西は、この条件をまず提てい示じしていた。

　執事をふたり、しかもひとりは住み込みで常駐するとなると、いくらリーズナブルを売りにしているバトラーシステムでも相そう当とうな額になってしまう。

　それも考こう慮りよし、お互たがいの息抜きも兼ねて、昼間は学校に行って不在になる天河に白しら羽はの矢やが立ったのだ。四し六ろく時じ中ちゆう顔を合わせていたのでは気詰まりになるかもしれないが、昼間の数時間というクッションがあるというのは、安西としても好こう都つ合ごうだったのだろう。話はすぐにまとまった。世田谷なら都内だし学校に通うのにも支し障しようはない、というのも決め手になったようだ。

「よろしくお願いしますね、天上さん」

「オレ、いえ、僕は年下ですし、天河で結けつ構こうです」

「じゃあ、天河君、って呼ばせてもらうね。あ、ぼくのことは安西先生、もしくはただ先生って呼んでくれる？」

「え、でも……」

　天河と梶が戸と惑まどっていると、安西が続けた。

「ご主人様とか旦だん那な様とか言われるの、なんだか落ち着かないっていうか……ぼくみたいな駆かけ出しの作家が先生だなんてなんだかおこがましいとは思うんだけど、業界ではこれが当たり前みたいで、もう呼ばれ慣れちゃってさ」

　膝ひざの間で両手を組んだ仕草が、少し神経質そうだ。安西も緊張しているのかもしれない。

「君の部屋、二階でいいかな？　いずれ客間にしようと思ってベッドだけ運んであるんだけど」

「ええ、充分です。ありがとうございます」

　話がまとまったところで、梶が勢いよく立ち上がった。

「それでは、さっそくお掃除に入らせていただきますので！」







　天河は常駐だが、他の執事は毎日日替わり。

　初日の今日、梶が派遣されたのは掃除するためだったのだ。おそらく依頼のときに、家が散らかって困っているとでも安西が言ったのだろう。

　掃除用具を渡されると、梶は嬉々としてリビングの片付けに取りかかってしまった。ひとりでも大丈夫だというので、その間、天河は安西に家の中を案内してもらうことになった。

「浴室はこっち。二十四時間いつでも入れるし、バスタブの掃除は自動でやってくれるから、ここの掃除はしなくても大丈夫だよ。トイレはこっち。キッチンがこっちで、一応自じ炊すいしてる。こっちの棚に調理器具が入ってて、食材のストックはこっちの棚。締しめ切りが厳しくなると出前かインスタントばっかりになるんだけどね。時間との勝負だから、他のことに時間を割さけないんだ。ええと、あと、二階は寝室以外、ほとんど使ってない部屋ばかりだし……説明足たりてるかな？」

「はい、大丈夫です」

「あ、そうだ。奥の六畳の和室なんだけど、まだ開けてないダンボール箱が入ってるんだ。開かずの間って、ぼくは呼んでる」

　わざとレトロに作られた和室には、無む造ぞう作さにダンボールが放置されていた。使われていない部屋特有の、少しひんやりした空気が漂ただよっている。

「中身はなんですか？」

「本」

「全部、ですか？」

「うん。実家から送ってきたんだ。自分の家を買ったんだから、引き取れって」

「本を出すだけなら、僕がやりましょうか」

「そうだね。やってもらえたら、助かるな。これなんか、なにが入ってるのかな……」

　安西が試しに一番手前のダンボールを開いた。中にはやたら古くてボロボロの児童書なども詰め込まれていた。

「ずいぶん、古い本ですね」

　思わず天河がつぶやくと、安西が照てれくさそうに頭をかいた。

「それは、ぼくが子供の頃によく読んでいた本だよ」

　空いたそばからダンボールを潰つぶし、本を積つみ上げていくと、ものすごい量になった。

「本の山ですね」

「愛着があって捨てられないから、溜たまっていくばっかりだよ。そのうち、重みに耐たえきれなくて床ゆかが抜けるかもね」

　安西がけろっと言う。なにがなんでも本は捨すてるつもりがないらしい。

　天河は苦笑しつつ、本の山を眺ながめ渡した。

「じゃあ、床が抜けないように整せい理り整せい頓とんしないと。あとで梶さんにも手伝ってもらいましょう」

「梶さんっていえば、社長さんの話によると、塵ちりひとつ残さない掃除のプロなんだよね。収納も得意なの？」

「はい、今やってるリビングも掃除だけじゃなく、いろいろ片付けてくれると思いますよ」

「それはすごい！　よし、参考資料になりそうだし、見学しておこう！　ええと、デジカメどこやったかな……あ、リビングに置きっぱなしだ」

　ちょうどいいとばかりに安西と天河はリビングに戻ったのだが、室内に一歩入るなり、安西はぎょっとしてあたりを見まわした。

「これは……!?」

　今まで乱雑に散らかっていた本が姿を消し、フローリングの床がぴかぴかと光っている。

　中では掃除を終えた梶が本を一角に積み上げ、本棚に仕分けしている最中だった。

「安西先生。なにかご用でしょうか？」

「いえ、あの……君の掃除の仕方を、見学させてもらいたいと思って……お邪魔ですか？」

「いいえ、そのようなことは決して。どうぞご自由に見学なさってください。コツさえ摑めば整理整頓は簡かん単たんなんですよ」

　梶のペースにあっさりと安西が巻き込まれ、メモ用紙を手に生き生きした表情を浮うかべる。

「へえ、本は重いものは下の段、軽いものが上の段か。確かに効率的かもしれないなあ」

「取り出しやすいという利点もありますし、第一、辞書や事典を上の段にしまうと、重みで棚が歪んでしまうんです。見た目としても、重たいものが上にあると圧あつ迫ぱく感かんがあるでしょう？」

「なるほど～」

　ぽん、と手を打った安西がメモを取る。

「そうだ、棚といえば食器棚！　あれもなにかコツがあるんですか？」

「もちろんです」

「じゃあ、それを見せてくれないかな」

　――というワケで、本の整理を一時中断し、キッチンへ移動することになった。

「一番上の段には普段使わないような……例えば来客用のティーカップセットを置いたりしがちですが、そうすると急いでいるときに面倒で逆に使わなくなり、出番がまったくなくなるということが多いんです」

（キラッキラだよ、梶さん……！）

　天河は口の端をひきつらせ、笑いださないように我が慢まんする。

　普段、バトラーシステムの掃除も進んで受け持っている梶だが、キッチンだけは高邸の領域で、掃除も整理整頓も心ゆくまでさせてもらえない。なので、気合が入ってしまうらしい。

「では、実際になにを置いたらいいかと言いますと――」

「あ、ちょっと待って」

「はい？」

　振り向いた梶の真横で、フラッシュが光った。

「食器棚のビフォーアフターをね。比ひ較かくの資料にするには、前後の両方が必要だから」

「はあ……」

　お皿やカトラリーの収納にもコツがあるんですよ、と梶がてきぱき片付け、それを素す早ばやく安西がメモしていく。天河はデジカメでの撮影を頼まれた。写真ではまどろっこしいので動画にして撮とっている。もちろん、梶ではなく掃除の箇所を重点的に、だ。

「……このように箱で仕切りをつけてお皿を立てて収納すると、無駄なスペースがいっさいなくなる上に、お皿が傷つきにくくなるんですよ」

「なるほどね、皿と皿を重ねて置いたら、糸いと尻じりでこすっちゃうもんなー」

　感心してメモしている安西の後ろで、天河もうんうんとうなずく。

（整理整頓って、なかなか奥が深いんだなー）

　こうして、梶先生による「整理整頓講座・キッチン編」が終わると、安西が「夕食はぼくが作るよ」と言い出した。

「安西先生がお料理……ですか？」

「趣しゆ味みだからね。いい気分転換にもなるんだ。梶さんも疲れたでしょ、少し休んでよ」

「ですが、雇い主クライアントに料理をさせるわけには……」

「じゃあ、あとで洗い物をやってくれればいいよ。夕食後は、仕事するから」

　天河と梶はそれで妥だ協きようすることにした。

　本当ならば執事失格ものだけれど、安西自身がこう言うのだから、ここは従したがったほうがいい。それにキッチンにはそれなりに調理器具なども揃っているので、料理が趣味というのはあながち噓でもなさそうだ。

「じゃあ、僕たちはその間に和室の本を片付けてしまいますね」

「では、そうしてくれると助かるよ」

　冷蔵庫を開けて食材のチェックをしながら安西が返事をする。

　天河は梶を連れて奥の和室へと向かった。あちこちに積み上げられた本やダンボールの山を見たとたん、梶の瞳がきらきらと輝く。

「これはまた、片付けがいのある部屋ですねえ」

「でしょう？」

「それでは、まだ開けてない箱から、どんどん開けていきましょう！」

　梶が嬉々として、作業に取りかかる。

　実家から送られてきたと言っていただけあって、中身のほとんどは古い本だった。子供が読む世界名作全集の類たぐいもざくざく出てくる。

「本当に本がお好きなんですね」

「全部読んでるんですよね、これ。この家、いったい全部で何冊あるんだろ……あれ？」

　新しいダンボールを開け、天河がふと手を止めた。本というには少し装そう丁ていが頼りない、ぶ厚めの冊子がぎっしり詰まっていた。

　埃ほこりっぽい冊子の表紙を見、梶がうっすらと理解の色を浮かべる。

「これは……安西先生の、大学時代のサークルの同人誌のようですね」

　ダンボールから取り出した一冊をぱらぱらめくってみると、難しそうな文章がずらりと並んでいた。余白の部分がほとんどない。

「うわ、すごーい。よくこんなに文章書けるなあ」

「こら天河君、無断で見るのは失礼ですよ」

「これ、なんて読むのかな……」

　安西直樹著、と書いてある目次に、『娑無波羅』と打ってあった。

　ピタっと手が止まった天河に、梶も釣つられてのぞき込む。

「しゃんばら、です。時の環文学賞受賞作品のタイトルですよ。大学のときにお書きになったものを書き直して投稿されたんですね、きっと」

「へー……じゃあ、安西先生の記念館とかできたら、飾られちゃうのかな、これ」

「そうかもしれませんよ。貴重なものですから、破らないように気をつけて」

　――そうして作業を続け、出した本を種類別に分類していると、ソースが焦こげるような香こうばしい匂においがしてきた。安西が作っている料理の匂いだろう。天河のお腹なかがきゅう、と鳴る。

「いい匂いがしますね、梶さん」

　お腹の音をごまかすように話しかけると、梶がやわらかく微笑んだ。

「そうですね。そろそろキッチンに戻りましょう。私たちを呼びに来かねませんからね、あの方は」







（これ、焼きそば……？　真っ茶色だよ……？）

　ダイニングテーブルの上、ホットプレートでほわほわ湯気を立てている物体を前に、天河はひとり固まっていた。

（中華料理の焼きそばってもっとこう、色も綺麗だし、野菜も種類が豊富で……）

　おぼっちゃま育ちの天河はこれまで、こういう家庭的な焼きそばを食べる機会はなかった。

　いい匂いがすることは確かなのだが、なにせ彩いろどりが悪い。ホットプレートでジュウジュウいっているのを直じかに取り分けるというのも初めてだ。

「ブタ肉、もやし、キャベツ、長ネギのソース焼きそばです。野菜が有り合わせで悪いけど。あ、途中で目玉焼きも作るよ」

「とても美味しそうですね。それでは失礼して、いただきます」

「……いただきます」

　天河も梶の真ま似ねをして、両手を合わせてから取とり箸ばしで自分の分をよそい、おそるおそる口に運んでみると。

「ん、うま～！」

　少し焦げたソースと野菜の甘みがうまく合って、中ちゆう華か麺めんに絡む。もやしのシャキシャキした歯ごたえがおもしろく、キャベツの切れ端の焦げたところが甘い。

「天河君、はしたないですよ」

　梶に小声でたしなめられ、天河はあわてて口元を手で押さえて言い直した。

「あ、すみません……美味しいですっ」

　安西は気にする様子もなく、うれしそうに笑った。

「執事さんって、やっぱりいい家で美味しい料理ばっかり食べてるのかな？　こういう料理は珍しい？」

「そういうものばかり、というわけではありませんよ。仕事柄、その機会は多いですけれど。あらゆるものを食べて舌したを鍛きたえておくのも、仕事のうちですし」

「なるほどー。プロだねえ」

　安西はささっとメモを取った。先ほど収納に関するメモを取ったものとは違っている。どうやら何冊もの小さなメモ用紙を、いろいろなポケットに隠かくし持っているらしい。

「あ、そろそろ目玉焼き、作ろうか」

　安西がたまごを三つ割って、プレートに落とす。半熟の目玉焼きができると、それぞれの皿に盛もった焼きそばの上に乗せる。

「さ、黄身を崩くずして食べてみて」

　言われた通りにしてみると、とろっとした黄身がソースとうまく絡み、味わいが変わって美味しかった。

「ごちそうさまでした！」

「足りたかな？　天河君、食べ盛ざかりでしょう」

「いいえ、本当にお腹いっぱいです、おいしかったです！」

「そう？　よかったあ」

「僕、お茶淹いれますね」

「じゃあ、ぼくはこれからリビングで仕事をするから、そっちに持ってきてくれるかな」

「はい」

　安西が出て行くと、梶がさっそく食器をまとめ始める。

「洗い物は私に任せてください。あ、お茶はジャスミン茶がいいですよ」

「ジャスミン茶って、中国茶の？」

「ええ、先ほどストック棚を整理したときにありましたので。ソースはあとで喉のどが渇かわきますから、口がさっぱりしていいと思いますよ」

「了解です」

　天河はお茶やコーヒーがしまわれているストック棚からジャスミン茶の箱を取り出した。横浜の中華街で買ってきたらしく、ビニールがかかったままで、店名の入ったシールがそのままになっている。

「これ、消費期限、大丈夫かな……あ、来年の三月だから、余裕か」

　さすがに中国茶用のティーポットはなかったので、日本茶用の急きゆう須すで淹れてみる。茶ちや碗わんは洒落た白いカップがあったので、それを使うことにした。

　梶が鼻歌交まじりに食器を洗っているので、つい訊きいてみる。

「梶さん、洗い物、好きなんですか？」

「ええ。普段は高邸さんの領域でしょう？　なかなかやらせてもらえなくて」

「高邸さん、作るだけじゃなくて、あと片付けも好きってことですか？」

「そうですね。一流の料理人はキッチンもピカピカにするもんだって、よく言ってますし」

「へえ～……得意な分野や特技って、全然被かぶってないのかと思ってました」

　妙に感心する天河に、梶が笑う。

「天河君の思っている通りだと、バトシスは偏かたよった能力の持ち主ばかりになりますよ」

　ふわりと、ジャスミンのいい香りが立ち込める。抽ちゆう出しゆつ時間も頃合いだ。

「じゃあ、お茶持って行きますね」







　安西はリビングのテーブルの上にノートパソコンを開き、その周りにはメモ用紙を散りばめていた。おそらく、メモを取った内容を打ち込んでいるのだろう。

　しかし、天河はそれとは別のことに目を丸くしていた。

（梶さんが掃除したのに、その状態が二時間も持たないなんて……しかも、食事が終わってから十五分も経ってないのに……なんで？？？）

　梶に掃除をされるとあまりに綺麗になるので、散らかすのがためらわれる。

　だから、どんなにだらしない人でも多少は気を使うものなのだが、安西はその辺が鈍にぶいらしい。新聞があちこちに散らばり、本も何冊も床の上に点在している。

「食後のお茶を、お持ち致しました」

　白くつるつるとしたカップをテーブルの上にコトンと置く寸前、伸びてきた手にがしっと腕うでを摑まれた。

「うわっ」

　熱いお茶をこぼしそうになってしまい、あわてて体勢を整えるが、安西はそんなことには一いつ切さいお構いなしで液晶画面を見つめたままだ。

「いいところに来てくれたね、天河君。いくつか質問に答えてもらえるかな。今ちょうど、思いついたところなんだ」

　さっきまでのおだやかさやおとなしい雰囲気が跡形もなく消えている。どうやら安西が仕事モードに入ったらしいと理解した天河は素直にうなずいた。

「は、はい」

「まず、どれからいこうかな……そうだ、君は高校生なんだよね？　なのに執事をやっているのはなんで？　アルバイトならもっと別の仕事もあるよね？　執事という仕事に興味を持ったきっかけは？　やっていて勉強になると思う点は？　反対に嫌なことは？　それから――…」

「ええと……」

　取材と称しての質問にはできるだけ答えるつもりだが、これはちょっと答えにくい。

（オレが執事やってる理由って、親父が破産して行くところもないからなんだけど……）

　仕事に関してならともかく、プライベートまで話したくはない。

　どうしたものかと迷っていると、安西の鋭するどい声が飛んできた。

「悩なやまない！　こういうのは勢いも大切なんだ、リズムを壊こわさないで。それじゃあ一問一答でいくよ、いい？」

「え、あ、わ」

　カタカタカターッと、パソコンが早打ちされる。

「今、何歳？」

「じゅ、十六歳です！」

「好きな科目は？」

「音楽！」

「苦手な科目は？」

「地理、歴史！」

「好きな色は？」

「青！」

　なんだかリレーでもしているようだ。安西は次々と質問してくる。

（さ、さすが、売れっ子作家……ただのおとなしい人じゃなかった～っ！）

「今の日本の政治についてどう思う？」

「えーと、わかりません！」

「地球温暖化について、ひとこと」

「エコは必要だと思います！」

　ちなみにエコについては、バトシスで梶に大半を教わった。掃除をするときは新聞紙や重じゆう曹そうを使うなど、梶はエコロジー意識が高い。

（梶さーん、早く戻ってきてよ）

　この質問についてなら、梶だったら何時間でも熱く語ってくれるだろうに。

　洗い物だけならとっくに終わっていてもおかしくないのにまだ戻ってこないということは、安西の相手を天河に任せて、キッチンのタイル磨みがきやシンクの大掃除を始めているに違いない。

「趣味は？　特技は？」

「あ、はい、ヴァイオリンです」

　この間もパーティーの仕事で演奏したし、天河はヴァイオリンを特技として、バトラーシステムのプロフィールにもそう公表している。

「今、弾ひける？」

「はい！　二階の部屋に置いてあるので、すぐに取ってきます」

「あ、ちょっと待って。ここは防音してないんだ。もう時間も遅いし……地下にオーディオルームがあるから、行こう」

「へ？　オーディオルーム？」

「まだ言ってなかったっけ。地下もあるんだ、この家」

　こっちだよ、と安西に案内されて下りた地下室は、防音機能はもちろん正面には大きなスクリーンやホームシアターもばっちり完備され、音の反響もよさそうな設しつらえだった。

　ＤＶＤやゲームソフト、テレビ番組を録画したらしいディスクが、例によってごちゃごちゃの山積みになっていたけれど。

　ここなら心おきなくヴァイオリンを弾けそうだ。

　バトラーシステムでは毎日練習できないし、弾くときは周りに気を使って思いっきり音が出せない。そのため練習不足だったので、このオーディオルームはありがたい。

「この部屋なら防音もしっかりしてますね。じゃあ、すぐに取ってきますので……」

　と天河が踵きびすを返したが、棚のＤＶＤを見ていた安西は聞いちゃいなかった。

「ああ、そうだ。悪いけど、これ全部、中身を確認して、タイトルのラベル作って、リストも作成してくれる？　ぼくにも、どれがどれやら全然わからないんだ」

　くらり、とめまいが天河を襲おそった。

　先ほどの和室の本に引けを取らない量の、いや、もしかしてそれ以上かもしれないＤＶＤやソフトを。

（オレひとりでいちいち全部確認してったら、何日かかるんだろ……ＤＶＤの山で遭そう難なんしそう……）

　手間を考えるだけで疲れてしまいそうだ。

（これって、執事の仕事なのかな……？）

　安西は今までの雇い主クライアントとはまったく違っていて、面食らうことばかりだ。

　それに、ヴァイオリンの話はどこにいってしまったのだろう。どうやら安西はなにかひとつ思いつくとそれまでのことをすっぱり忘れて、どんどん行動していくタイプらしい。

「じゃあ、ぼくはリビングにいるから」

　安西はさっさと上がって行ってしまった。

　ため息をつきたくなるのを我慢して、まずは分類から始めることにする。

「どうやって分類しようかな～……映画関係で全部まとめて、その中でＤＶＤとＣＤ‐Ｒに分けて……あ、パンフレット見っけ」

　ハリウッドの娯楽映画に混ざり、古い名画やフランス映画のＤＶＤが山になっている。市販のＤＶＤはケースがちゃんとついているのだが、開けてみると中身が違っていたりした。

「安西先生、ＤＶＤケースにＣＤ‐Ｒ入れちゃダメですよ……あ、違う、これＣＤだ」

　ごちゃごちゃになったケースや剝き出しのＤＶＤの中に座り込み、とりあえず手近な空からのケースを手に取る。

「中身はどこいった～」

　探しているのは、有名な映画のスペシャルエディションだ。裏に記載されているあらすじに目を落とす。

「へ～え……あの映画、中身はこういうのなのか。ＣＭ見ただけだったからなあ……あ、スターウォーズの一番最初のって、こんな昔に公開されてたんだ。こっちのは、確か女の人が傘かさ持って飛ぶヤツだろ……あ、このゲーム知ってる！　すげぇ有名なヤツじゃん。カバーも取ってないってことは新品？　やってないの？　なんで買ったんだろ……」

　いつのまにか天河は分類するのも忘れ、ひたすらいろいろな映画やゲームのケースに見入ってしまっていた。

　だから、「天河君、サボっちゃダメですよ」と、梶にいきなり背後から声をかけられたとき、びっくりして飛び上がってしまった。

「か、梶さん！」

「私はそろそろ失礼する時間なんですけど、君はこのあと残るんですから、しっかりやってくださいね。それじゃあ、お疲れ様でした。安西先生にご挨拶したら帰りますので」

「はい、お疲れ様でした」

「天河君、どうですか？　明日から、大丈夫そうですか？」

「ええ。安西先生はやさしそうだし、大丈夫だと思います」

「ひとりでの住み込みは初めてでしたよね。がんばってくださいね」

（そうだよな、梶さんが帰ったら、オレひとり……）

　そう思うと、とたんに緊張してしまう天河である。

（そうか、オレは帰らないで、ここにいるんだよな……安西先生との契約が終了するまで……）

　梶は帰ってしまうし、ロレンスも高邸も――そしてチエホフも、いつもならバトラーシステムにいるみんなはここにいないのだ。

（しっかりしなくちゃ。夜の間は、執事はオレだけなんだから……）
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　安あん西ざいの家から学校に行くのは、なんだかちょっとおかしな感じだった。

　いつもの通学ルートを使わないので、知らない場所に行くみたいな感じがして、ちょっとドキドキしたのだ。

　なので、ちゃんとルートを確認して、予定より早く安西の家を出た。それにもかかわらず、教室に駆かけ込んだのは始業ベルぎりぎりのタイミングになってしまった。

（ここの沿えん線せんがあんなに混むなんて、予想外だった……！）

　混雑時の電車やホームは、ちょっとした戦闘状態だった。

（人を押しのけたり突き飛ばしたり、平気でやるんだもんなー）

　一学期までは車で送り迎えしてもらっていたので、電車通学にまだまだ慣れていない、ということもあるが。

（女の人なんて、揺ゆれてるってのにばっちり化け粧しようするし。あれって、最初はスッピンで電車に乗ってきたってことだよな。スッピンで外に出れるならそのままでいりゃいーのに。っていうか、メイクってすごい……女の人の裏と表を見たぞオレは！）

　昼休み、学生食堂――食費も学費と一緒に三年分納めてあった――で昼食をさっと済すませて、天てん河がは図書室へと向かう。

（そう言えばオレ、学校の図書室に来るの、初めてかも……）

　なんてことを思いながら、目的の本を探す。

　学習室なども完かん備びされているが、昼休みは人が少ないようだ。だが、しんと静まり返った雰ふん囲い気きは嫌いやなものではなかった。

　天河は少しホッとして、肩かたの力を抜く。

　ここのところ、校内では好こう奇きやらからかい半分やらの目がしつこく、聞こえよがしに嫌味を言ってくるヤツらもいて、なかなか落ち着かないのだ。

　図書室というのは穴あな場ばだったかもしれない。なんだか隠かくれ家がを見つけたみたいな気分だ。

「えーと、安西直なお樹きの『娑しや無ん波ば羅ら』……ああ、これこれ。時ときの環わ文学賞受賞したっていうヤツ」

　昨日きのう、和室で見つけた安西の大学時代のサークルの同人誌に掲けい載さいされていた作品だ。

「やっぱりタイトルからして意味がわからない。……どういう話なんだ、これ？」

　文庫サイズだがかなり分ぶ厚あつい本を本ほん棚だなから取り出し、そばにあった木製ベンチに座すわった。

　裏表紙を見てみると、そこに簡単なあらすじがあり、『義ぎ賊ぞくをメインにした痛つう快かいアクション＆なんでもありのエンターテインメント』と銘めい打うたれていた。

「アクションかあ……なんか意外かも」

　おとなしそうな安西の雰囲気とはかけ離れた世界観のような気がする。

　気を取り直して本を開き、後ろにある解説――選考委員の大おお御ご所しよ作家が書いたらしい――を読んだ天河は、さらに目を丸くしてしまった。

　それは、現代日本を舞台に、雷かみなりに打たれた拍ひよう子しに怪かい盗とう石いし川かわ五ご右え衛も門んの魂たましいに憑ひよう依いされてしまった主人公が、五右衛門の意識に半分身体からだを乗っ取られ、現代社会の闇やみを暴あばこうと試こころみていくという、破は天てん荒こうなストーリーだった。しかし、そこが高く評価されたらしい。

「ご、五右衛門と魂ルームシェア……そりゃあ確かに、石川五右衛門は消費税、知らないと思うよ……」

　読みながら、思わずツッコミを入れてしまった。思っていたより読みやすそうだ。

（へー……安西先生、こういうの書いてるんだ）

「『娑無波羅』か。おまえが読書とは。意外だな」

　いきなり上から声が降ってきて、天河はハッと顔を上げた。

「霧きり島しま……な、なんだよ。悪いか」

　霧島は「別に」と軽く肩をすくめた。

「それにしても、おまえが図書室にいるなんてな。初めて見たぞ」

（そりゃそうだよな、初めて来たんだから）

　けれど、本当に初めて来たとは言えない。馬ば鹿かにされるのがわかっているからだ。

「霧島こそ、なにしに来たんだよ」

「既き刊かん雑誌で、興きよう味みのある特集が組まれていたのを見み逃のがしていたんだ。だから探しに来た」

「霧島の、興味って……なに？」

「株価の動向とＩＴ企業の動向が果たして本当に比例しているのかどうかをデータだけで検証した特集だ。まだＩＴ化の進んでいない海外の発はつ展てん途と上じよう国こくに対して有効な進出方法を模も索さくするためには非常に興味深い」

　すらすらと答えられても、なにがなにやら天河にはチンプンカンプンだ。

（霧島にこんなことを聞いたオレが馬鹿だった……）

　一応、天河もＩＴ企業の会社の社長令れい息そくだったのだけれど。

（夏休みにこいつに言われた通り、親父おやじの仕事の内容なんて考えたこともなかったもんな……オレ）

　霧島は天河の横に座り、探し出したらしい雑誌をめくり始める。

　それは、自然な流れだった。

　態度はいつも通りそっけなく、口数も少ないし、天河をちょっとからかっているようなところもあるけれど、それでも他の生徒のようにあからさまに馬鹿にしたりはしないし、態度も変えない。

　なんとなく、天河の口が開いた。

「……今、この人の家にいるんだ」

　小さな声でひとりごとのように言うと、霧島の指がページをパラリとめくる。

「作家の家に、執しつ事じとして派は遣けんされてるってことか」

「ああ」

「学校に通いながら？」

「うん、そう。一日中家にいられると落ち着かないからって、特とく殊しゆなケースで、オレになった」

「まあ、普通の人間はそうだろうな」

　霧島が顔を上げる。

「一般家庭には、執事やメイドはいない。俺なんかは生まれたときから当たり前だったけどな」

「でも、執事雇やとうのに緊きん張ちようするって言われてもなあ」

　天河が少し苦く笑しようすると、霧島も少しだけ口の端を吊つり上げた。

「そういう雇い主クライアントだっているだろう。まあ、せいぜいおまえらしいやり方でやってみるんだな」

　図書室はエアコンが適度に効きいていて、まだ残る夏の暑さを和やわらげてくれていた。
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「オレらしいやり方って言われても、なにをどうしたらいいんだ？」

　学校帰り。腕うで組ぐみをして唸うなりながら歩いていると、聞き覚えのある声に呼びとめられた。

「天河君、どこに行くんです？　こっちですよ！」

　安西の家の最も寄よりの駅前で、天河と待ち合わせをしていたのは早はや見みだ。今日は、早見が派遣されたのである。

「あ、すみません。考え事をしてまして」

「ぶつぶつ言いながらどんどん歩いていってしまうから、どうしようかと思いましたよ。悩なやみ事でもあるんですか？　安西先生とうまくいっていないとか？」

　早見が天河の顔をのぞき込むように腰こしを屈かがめ、天河はあわてて首をぶんぶんと振った。

「いえ、そんなことないです。安西先生、おもしろい人ですし！」

「そうですか。それならいいのですが……安西直樹と言えば、時の環文学賞受賞後も、滅めつ多たにメディアに顔を出さないことで有名なので、人ひと嫌ぎらいなのかと思っていましたよ」

　早見が天河と並ならんで歩きながら、目め尻じりにやさしい笑えみを乗せる。

「天河君から見て、安西先生はどういう人ですか？」

「え、どうって……やさしい人ですよ。仕事熱心ですし……」

「仕事しているところを見たんですか？」

「はい。安西先生、主おもにリビングで書いてるみたいなんです」

「ええっ、そうなんですか？　作家先生というのは、てっきり書しよ斎さいかなにかにこもって書いているものかと……」

　そんな話をしているうちに、安西の家に到着した。

　鍵かぎを預あずかってはいるが、帰ってきたときはチャイムを鳴らすように言われていたので、チャイムを押してから中に入る。

　すると、リビングから安西が顔を出し、玄関までやってきた。

「お帰り、天河君」

「安西先生、ただいま戻りました」

「んー……そうして制服姿を見ると、本当に高校生なんだなって気がするね。うん、やっぱり若いなあ。制服って、独特のストイックな色気があるよね。天河君、あとで制服の写真撮とってもいい？　二次使用はしないから」

「はい……構かまいませんけど」

　微び妙みように取材モードに入っている安西に苦笑しつつ、天河は後ろにいる早見を紹介する。

「安西先生、今日の執事は早見さんです」

「初めまして。バトラーシステムの早見達たつ郎ろうと申もうします。安西先生のご本は、いつも楽しみに拝はい読どくさせていただいております」

「そう言っていただけると、うれしいです。安西です。よろしくお願いします」

　ひと通りの挨あい拶さつが終わったところで、天河が付け加える。

「早見さんは、以前、塾じゆくの講師をしていたこともあるんですよね？」

「ええ、そうですよ」

「塾の講師!?　それはいいネタだ！　エリートとして生きてきた男だからこそ、秘ひめられた裏の顔にはなにかが隠されている……！　あ、失礼。ついネタが浮かんでしまいまして……」

　安西が胸ポケットから、サッとメモ帳を取り出す。

「いくつか質問してもいいですか!?」

「安西先生、安西先生」

　天河はそのまま仕事モードに突入しかねない勢いきおいの安西を押しとどめた。

「とりあえず、リビング行きましょう！　ここ玄関ですから！　僕ぼくも着替えてきますので！」







（早見さん、今頃、安西先生の質問攻めに遭あってるだろうなあ……）

　と思いながら、バトシスの制服に着替えた天河がキッチンでお茶を淹いれてからリビングに行くと、予想とは逆に安西が早見のペースに巻き込まれていた。

「では、作家になろうと思ったきっかけというのは……」

「ええ、お話しした通り、本当に些さ細さいなことなんですよ。お恥はずかしいことですが」

「いえいえ、そんなことは。それよりも、お仕事上、観かん察さつ眼がんのようなものは必要でしょう？」

「あ、ええ……いろいろな人を見たほうがいいかなとは思いますね。でも、ぼくは基本的に人込みが苦にが手てで……」

「執事の仕事にもご興味が？」

「もちろん興味はあったけど、バトラーシステムのパンフレットを見たとき、『家にいながらにしていろんな人に会える』と思ったのが依い頼らいした動どう機きなんですよ、すみません」

「いえ、あやまる必要なんてありませんよ。おかげで私もこうして先生にお会いすることができましたし……先生の作風は繊せん細さいさと大だい胆たん不ふ敵てきさとがうまく融ゆう合ごうしていて、特にあの五右衛門の過去描びよう写しやは素す晴ばらしいですね。エンターテインメントと位置付けながら、あの描写は歴史小説と言っても過か言ごんではなかった。緻ち密みつな下調べに、この早見、感動致しました」

　早見の言葉に安西は照てれくさそうに頭をかいた。

「ありがとうございます。実はあれ、もともとは大学のときに書いた話なんですよ。歴史学科にいる先輩にいろいろ教えてもらったおかげです。ぼくは経済学部だったので……」

「そうだったんですか」

「卒業してから書き直して投とう稿こうしたんですが、あれ書いている間は平均睡すい眠みん時間が三時間の上、普段の口く調ちようまで五右衛門口調になってしまったりして」

　すると、この言葉に早見のスイッチが入ってしまった。

「そもそも石川五右衛門というのは、日本において唯ゆい一いつ、怪盗と称してもよい人物だと思いますね。それに彼の場合は、時の権力者、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに真まっ向こうから対抗しています。五右衛門が実じつ際さいに義賊であったという証しよう拠こはありませんが、釜かま茹ゆでにされ処刑されたにもかかわらず、石川五右衛門には戒かい名みようが付けられていることから見て、いかに彼が民衆の心を捉とらえたかがよくわかりますね」

「そう、それなんですよ！　日本にはこういう文化があるんです！　源みなもとの義よし経つね、忠ちゆう臣しん蔵ぐら！　敗者を贔ひい屓きにする民族性というか……」

「古くからこの国には一部の権力者と、多くの民衆、つまり虐しいたげられてきた人々がいましたからね。やはり、その血が今も流れているということでしょうか。驚おどろくべきは、当時、こういったことを口にしようものなら即座に罰ばつせられていたに違ちがいないというのに、きちんと資料が残されているということです。民衆のしたたかさというものをひしひしと感じますね」

「そうなんです！　民衆は、決して泣なき寝ね入いりなんてしなかった！　今よりももっと民衆は強かったんです！　そういったことを書きたかったんですよ、ぼくは！　なんて話のわかる人なんだ、あなたは！」

「それは私のセリフです、安西先生！」

「なにやってるんですか、ふたりとも……」

　天河が脱だつ力りよくすると、がしっと手を握にぎり合っていたふたりが、我われに返ったように笑いだした。

「すみません、つい、うれしくて……」

「いえ、こちらこそ失礼しました」

「ああそうだ、早見さん、これ、お邪じや魔までなければどうぞ。ぼくの最新刊です」

「よろしいのですか？　ありがとうございます。もしよろしければ、安西先生のサインを入れていただけないでしょうか。記念になりますので」

「ええ、ぼくなんかのサインでよければいくらでもっ！　早見賛さん江えって入れておきますね」

「……おふたりとも、なんだかものすごく波は長ちようが合ってますね……」

　安西の前に湯ゆ呑のみを置くと、早見が天河の制服のポケットに目を留とめてフッと微笑ほほえんだ。

「君も、努力しているようですね」

　ポケットからのぞいていたのは、天河が図書室から借り出してきた『娑無波羅』だった。仕事の合間に少しでも読み進めようと思って入れておいたのだ。

「あ、これは……あの」

　派遣される前に完かん璧ぺきに安西の本を読んでいた早見に比べて、今から読み始めるなんて、失礼なことだっただろうか。今いま更さらながらに、自分の気の利きかなさがはがゆい。

「うわあ、天河君も読んでくれているんだ」

「は、はい、まだ読んでる途と中ちゆうですけど……五右衛門と魂ルームシェアって発想が奇き抜ばつでおもしろいですよね」

　天河が本を取り出すと、安西がサッとそれを手に取った。

「ありがとう。じゃあ、こっちにもサイン入れておくね」

（あああ、それ、図書室の本なんだけど……ま、いっか）

　ふんふんと鼻歌交まじりでサインを入れる安西を見ていると、なにも言えない。

「はい、どうぞ」

　にっこり笑顔で本を渡わたされ、天河も笑顔で受け取った。

「ありがとうございます～」

（返却するとき、司書の先生、喜ぶかもしれないけど……）

　新しい本を買って返すべきか、少し悩んでしまった天河であった。
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　翌日の放課後。天河は予定の時間ぴったりに最寄り駅のホームに降り立った。今日も駅前で本日派遣当番の執事を拾って帰宅する予定である。

（早見さんも料理が作れるんだな……）

　天河は昨日のことを思い出しながら、改札に出るため、階段を下りていく。

　昨夜ゆうべの夕食は、早見が担当した。

　メニューはナスとベーコンのトマトソースパスタとグリーンサラダ、オニオンスープ。天河が驚いたのは、サラダのドレッシングが手作りだったという点だ。オニオンスープを作るときに余ったタマネギをすりおろし、ワインビネガーや醬しよう油ゆ、サラダオイルなどと混ぜたのである。

　執事のスキルに料理が必ひつ須すなのかどうかも、天河にはよくわからない。没ぼつ落らくする前の天てん上じよう家には料理人が何人もいたからだ。けれど、バトシスの面々が「料理が作れる」というのであれば、それは一人前に昇しよう格かくする基き準じゆんでもあるのだろう。

（オレもそのうち、なんか作れるようにならないと……）

　そんなことを思いながら改札を抜けたとたん、天河は視線の先――駅前に広がる光景に目を見張った。なにかを取り囲む人ひと垣がきは、すべて女性でしかも年齢層が幅はば広ひろい。

「うわ、なんだあれ」

　思わず足を止めた天河を後ろから突き飛ばす勢いで、女子高生たちが突進していく。

「なんかー、めちゃかっこいい人がいるんだって！　しかも執事みたいなの！　マミがメールで教えてくれたんだ、早く行こっ」

「執事って、なにそれ、本物～？」

「おっとっと……執事ぃ!?」

　よろけた天河の耳に、聞き慣なれた言葉が引っかかる。

（もしかして……）

　囲まれている人物に心当たりのある天河は、意を決して女性たちの群れに飛び込んでいった。

「悪い、ごめん、ちょっとどいて！」

「やだ、押さないでよ～！」

「すみません、ちょっと通してください！」

　きゃいきゃいと黄色い歓かん声せいの満ちあふれる中を突き進む。

（デパ地下戦争での経験を今こそ役に立てるとき！）

　女性陣をぐいぐい押しのけ、やっとのことで天河は囲まれている人物の前に出た。

　それは、涼すずしげな目元がどこか悩ましい印いん象しようを与える美青年で――。

「華か神がみさん！」

「あ、天河君。待ってたよ。予定より早く着いちゃってね、ちょっと困ってたんだ」

　華神が声をかけたのは天河だというのに、その微笑みと美び声せいに桃色吐と息いきの嵐あらしが巻き起こる。

「いいから、行きますよ！」

　華神の腕をがしっと摑つかみ、ずるずる引きずる勢いでその場を去る。

「え～、なんで行っちゃうのぉ～！」

「サイッテー、まだ写真撮ってなかったのに！」

　背後から聞こえる怨えん嗟さの叫さけびに、天河は内心冷ひや汗あせを流した。イイ男を目の前でかっさらわれたオトメの恨うらみは、相そう当とうに根深いかもしれない。

「華神さんとは、目立つ場所で待ち合わせちゃダメなんですね……ひとつ、勉強になりました」

　これから仕事だというのに、その前になんだか妙みように疲れを感じてしまった天河である。

「ああいうのは名めい刺しを配くばって宣せん伝でんできるからいいんだけど、逃にげるタイミングを失うしなうと大変なんだ。助かったよ。それでどう？　住み込みは。パーティー系の仕事とは勝手が違うだろ？」

「ええと……思ったより大変じゃないです。安西先生、とてもいい方ですし」

　売れっ子作家だと聞いたときに想像したのとまったく違う、庶しよ民みん的な安西との暮くらしは苦にはならない。安西のペースに巻き込まれて大変な思いをすることもあるけれど、無む茶ちやは言わないし気き難むずかしくもないし、安西は雇い主クライアントとしてはやりやすいタイプだろう。

　駅から安西の家までの道のりを歩くのも、だいぶ慣れてきた。どこになんの店があるのかも、だいたい把は握あくしたから地図がなくても説明できる。

「華神さんは、もう何件も住み込みの仕事したんですか？」

「いや、住み込みはあまりやらないことにしてるんだ」

「え、そうなんですか」

　仕事の依頼は断ことわれないのかと思っていた。

　驚く天河の斜ななめ上で、華神が静かな微笑を刻きざむ。

　どこかの庭先に咲いている花の香りが、ふっと鼻はな先さきを掠かすめていった。

「うん。一箇所に留とどまるのはあまり好きじゃなくてね。長くても一いつ泊ぱくとかにさせてもらってる。僕はこの前のようなパーティー系の仕事を主に回してもらっているんだ」

「それって、元カリスマ美び容よう師しとしての実力が発はつ揮きできるからですか？」

　華神は天河の視線を避けるように、どこか遠くに視線をさまよわせる。一いつ瞬しゆんだけ見せたその横顔は、ひどくはかなく摑みどころがなかった。

「それもあるけどね」

　これ以上は踏ふみ込んでほしくない、という小さなサインを、天河は感覚で読み取った。

　この前、業務報告書を書いているときも、こんな表情を見た覚えがある。

（華神さんの話って聞いたことないけど……もしかして、昔、なにかあったのかな……？）







「ただいま戻りました～」

　天河がリビングのドアを開けると、安西がローテーブルに突っ伏していた。

「お～か～え～り～……天河、君……きょ、の……執事さん、は、誰だれ、な……？」

　ぼさぼさの髪かみと少しだけ伸のびた不ぶ精しよう髭ひげで完全に寝ぼけ眼まなこの安西が、ゆっくりと眼鏡めがねの縁ふちを指先で押し上げた。地獄の底を這はうような、というよりは、単に力尽つきただけの掠かすれ声に、華神がぎょっとしたように目を見開く。

「えーと……あの方が」

「はい、安西先生です」

　リビングに入った天河は安西の横にしゃがみ込み、声をかける。

「先生、パソコンと添そい寝ですか？　頰ほっぺたに痕あとついてますよ？」

　安西の頰ほおにぽこぽこと、ノートパソコンの小さなキーボードの痕がついている。

「あ～……昨日、思いついたところまで書いてたもんだから、寝不足なのかも……」

「それじゃあ、ドアのところ見てみてください。多分、目が覚さめますから」

「な、に……？」

　ふにゃふにゃとした声で天河の言葉に従したがった安西の眼がまず大きくなり、それからゆっくりと焦しよう点てんを結んで、華神に釘くぎ付づけになった。

「君も、執事さん……？　うわ～……芸能人とか、俳はい優ゆうさんみたいだねえ……」

　安西の視線に少々たじろぎながら、華神が優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをする。

「初めまして。華神忍しのぶと申します。よろしくお願い致します」

　頭を下げた拍子に華神の髪がふわりと揺れ、ほのかな香水の香りが一瞬立ち昇のぼった。すぐそばまで近づかないとわからない程度に、香水をつけているらしい。

「色気、あるなあ……」

　安西のあまりにもまっすぐな眼まな差ざしに、華神が苦笑する。

「いえ、そのようなことは」

「イイ男っていうのは、なにしても絵になるもんなんだねえ……次回作の参考になりそうだ。天河君。バトラーシステムは素晴らしいところだね」

　安西が楽しそうに天河を見る。眠ねむ気けは完全に吹き飛んだようだ。

「毎日毎日、全然違うタイプの執事さんをきちんと派遣してくれるし。その上、常じよう駐ちゆうは君みたいに親したしみやすい人。このぼくに、人見知りする暇ひまも与あたえないなんて。お見事だ」

「はあ……ありがとうございます」

　天河はとりあえず、ペコっと頭を下げた。

「華神さん、でしたよね。どうぞかけてください」

　ソファを勧すすめられ、華神が天河をチラリと見やる。

「安西先生は、まずインタビューからなんですよ」

「では、失礼します」

　華神が腰かけ、天河はバトシスの制服に着替えるため、リビングを出ようとしたのだが、

「まず、年齢は？」

「三十一歳です」

「ええっ!?　三十一!?」

　驚いた天河は思わず足を止めてしまった。

「華神さん、三十代だったんですかぁ!?」

「見えない？」

「思いっきり、見えませんっ！」

「そんなに驚くことかな」

　わずかに頰を赤く染そめた華神に、安西もうなずく。

「確かに、お若く見えますね。華神さんは、特技とかは……」

「以前は美容師をしておりましたので、ヘアメイクやカットなどは得意です」

「へえ、美容師さんですか」

「カリスマだったって聞いてますよ」

「それは言いすぎですよ、天河君」

「だって、みんながそう言ってましたもん。あ、すみません、オレ、いや、僕は一いつ旦たん失礼して、着替えてきますね」

　天河は急いで二階に上がり、学校の制服からバトシスの制服に着替えた。

　それからキッチンに向かい、お茶の用意をする。仕事で疲れている安西が心身ともにスッキリできるよう、濃こい目の緑茶にしてみた。

　ふたり分の茶を淹れて、リビングに戻ってみると、話がだいぶ弾はずんだらしく、華神もこの家に来たときよりは打ち解とけた表情になっていた。

「お茶をお持ちしました」

「ありがとう、天河君」

　それぞれの前にお茶を置いていると、安西がこんなことを言いだした。

「あの、ぼくの髪、チェックしてもらえます？　そろそろ切らないとって思ってたんですけど」

「ええ、喜んで。あ、そのままで結けつ構こうですよ」

　華神が立ち上がって安西の背後に回り、丁てい寧ねいな仕草で髪を触さわる。

「……少し頭とう皮ひが赤いですね……かなりお疲れのご様よう子すが、地じ肌はだに出ていますよ」

「やっぱり」

「華神さん、さすが！」

　安西と天河が揃そろって拍はく手しゆすると、華神が照れくさそうに首を振った。

「いえ、この程度でしたら美容師は誰でもわかりますよ。よろしければ、髪を整ととのえましょうか」

「家うちで、ですか？」

「ええ、頭皮マッサージをして、シャンプーとトリートメントも致しましょう。それだけでかなり頭髪は元気になりますから。その前に、カットですね。毛先をカットして、重たい部分だけシャギーを入れれば、かなりスッキリして、洗せん練れんされた雰囲気が出てきますよ」

　天河が廊ろう下かの収納クローゼットから新聞を持って来て床ゆかに広げると、その上に丸まる椅い子すを置き、そこへ安西を座らせる。美容室で使うようなビニールのケープはないので、大きめのゴミ袋ぶくろをカットして代わりにする。

「ハサミは、持ち歩いているんですね」

　感心する天河に、華神がはにかんだように微笑む。

「君がヴァイオリンを派遣先に持って行くのと、同じだよ」

「じゃあ、よろしくお願いします。うわあ、カリスマ美容師さんにカットしてもらえるなんて、ドキドキするなあ」

「それでは」

　しゃきん、と鋭えい利りな刃物の刃音が響ひびき、シャキシャキと心地ここちよいリズムでハサミが動く。

（うわあ。普段もカッコイイけど、真しん剣けんな華神さんって、めちゃくちゃカッコイイ……！）

　キリッと顔を引き締しめ、華神はプロの眼差しで安西の髪と向き合う。左右の髪の長さを確かめる何なに気げない動作やハサミを長い指先で自在に操る動きは踊るように軽やかでリズミカルだ。

（すごいなあ……）

　やはり、特技があるというのはカッコイイ。しかも特技がそれぞれの執事の売りとしても成立していて、改あらためてバトラーシステムの面々はすごい、と天河は思う。

「安西先生、髪型のリクエストなどはございますか？」

「ええとですね。こっちの……右の後頭部に、いつもはねる髪があるんですよ」

「ああ、これですね」

「寝グセ直すの、大変で」

「カットの仕方でだいぶマシになりますよ」

「助かるなあ。出かける前に時間かかるのが嫌でね。でも出版社のパーティーなんかに呼ばれると、寝グセつけていくわけにもいかないし」

「カラーリングなどは、一切なさってないようですね」

「興味ないんで。わかります？」

「ヴァージンヘアは、ひと目でわかりますよ」

「ヴァージンヘア？」

「パーマもカラーも一度もしていない髪のことです。キューティクルが、やっぱり違うんです」

「ふうん……ヴァージンヘアかあ」

　ビニールの下の安西の手がなにかを探すようにうずうずと動いた。なにをしたいのかすぐに察さつし、天河が自分のメモ帳を取り出す。

「安西先生、代わりにメモしておきましょうか？」

「あ、天河君、お願いできる？　それでですね、華神さん」

「はい？」

「あの、ですね……」

　安西がモジモジうつむいて、もごもご口ごもる。

「なんでしょうか？」

　華神が腰を屈めてやさしく訊たずねた。安西の顔をのぞき込むような体勢を取ったのはきっと、美容師時代のクセなのだろう。

　安西が真剣な顔で、華神を縋すがるように見上げる。

「あの、ですね……ぼく、将来、ハゲます……？」

　しーん……。

　一拍の間が流れ、天河の頰がひくひくと震ふるえた。

（も、もうダメ、我が慢まんできない……！）

　後ろを向き、声を懸けん命めいに抑おさえて笑いを押し殺すが、背中が震えているのでバレバレだ。

　天河の笑いに釣つられかけた華神も、さりげなく安西から顔を逸そらす。

「わ、笑うことないでしょ！　うちの父親も祖そ父ふもハゲてて、だから家系なのかなって……ぼくにとっては一大事なんですから～っ！」

「あ、失礼致しました、安西先生。さて、どうでしょうねえ……」

　顔を真っ赤にしてぷんすか怒おこっていた安西だったが、華神が髪に手をあてると、とたんにピタリとおとなしくなった。やはり気になって仕方ないらしい。

「まあ、安西先生のお歳としで薄くなる傾向がまだないのでしたら、人並みといったところでしょう。少なくとも、若ハゲの危険はなさそうですが、今のように頭皮のダメージが続くと、髪に負ふ担たんがかかりますから、まめにトリートメントと頭皮マッサージなさることをお勧めしますね」

「ぜひとも、そのトリートメントと頭皮マッサージ、お願いしますっ！」

　男にとって『ハゲ』は嫌なものらしい。まだその心配をする必要のない天河は、いっそ感心してしまった。

（そんなに気にすることなんだ～……）







「ふあ～……」

　何度目かの安西の吐息が聞こえ、天河と華神は顔を見合せて微笑んだ。

「安西先生、ずっと鏡見てますね」

「そんなに気に入ってもらえたのなら、うれしいな」

　ちょっとカットしただけで、安西は随ずい分ぶんと垢あか抜ぬけた印象になった。もともとの素材は悪くないものの、見た目にこだわらない性格で損そんをしていた部分を華神が一気に取り払はらったのだ。












　リビングの隅すみで話していると、ようやく手鏡を離した安西がふたりを振り返った。

「ああ、ごめん。ちょっとびっくりしたものだから」

「お似に合あいです、とっても！」

「うわ、て、照れるな。ありがとう、天河君。さ、夕食にしようか。今日はぼくが作ろうかな」

「いえ、今日は私が」

　と華神がすかさず申し出たが、安西が首を振った。

「華神さんには、もうひと仕事してもらっちゃったし、いいですよ。それになにからなにまでやってもらうのは性しよう分ぶんに合わないので」

「そうですか……？」

「そうだ、夕食、ピザにしない？」

　テーブルにあった夕刊を広げた安西が、折り込まれていた宅配ピザのチラシを手に取る。

「ひとりだと、一種類しか頼たのめないでしょ、大きすぎて。味に飽あきちゃうから、なかなか頼めないんだよね。これ食べたいな、新発売のカレーとシチューとグラタンとミートソースが四分の一ずつ乗ってるヤツ」

　――というワケで、その夜はそのまま宅配ピザを取ることになった。







　夕食後、華神が帰ったあと、天河は片付けを始めた。

　宅配ピザは天河にとっても珍めずらしいものだった。紙の箱に入ったままのピザを食べるなんて、今までなかったことだったからだ。

（でも、華神さんがどんな料理作るのか、興味あったんだけどなー……イメージ的にはフランス料理だけど、案外、和食派だったりして）

　ピザの箱をたたんで、ゴミ袋に入れていると、ローテーブルでノートパソコンを前に仕事をしていた安西の手が、ふと止まった。

「あ」

「なんですか？　安西先生」

「華神さんがなんで執事になったのか、訊きくの忘れたと思ってね。知ってる？　天河君」

「いえ……実は、華神さんとはまだそんなに面識ないんです。すみません」

「ううん、あやまることはないよ」

　ちょうどひと息入れたいタイミングだったのか、安西がぐるりと首を回す。凝こっているから、少し動かすだけで安西の肩はバキバキと音を立てる。

（うわ、すごい痛そう……）

　この場合、肩たたきを申し出るべきなのだろうが、天河は今までやったことがない。

（肩たたきってどうやるんだろ……やっぱコツとかあるよな）

　天河の視線に気づいた安西が、小首を傾かしげる。

「天河君、どうかした？」

「先生、肩凝ってるんですよね？　すみません、オレ、肩たたきとかやったことなくって……」

　すまなそうにうつむく天河に、「ああ、そんなの気にしなくていいよ。ぼくは万年肩こり人間だから。鉄板並み」と安西は何気にすごいことを言って、からから笑った。

「そうだ、天河君のヴァイオリン、まだ聴きいてなかったっけ。なにか弾ひいてもらっていい？」

「あ、はい。もちろんです」

　ふたりは早さつ速そくオーディオルームに移動した。

　調ちよう弦げんしながら、天河が訊たずねる。

「曲は、なにかリクエストありますか？」

「そうだなあ。ぼくはクラシックとかよくわかんないから……映画音楽とか弾ける？　ゴッドファーザーとか」

「ゴッドファーザー？」

「古い映画だから知らないか。天河君、若いし……う～ん」

　しばらく唸っていた安西だが、どうやらすぐには思いつかなかったらしい。

「なんでもいいや。天河君の好きな曲で」

「じゃあ、クラシックだけど、先生もご存じだと思う曲を」

　誰でも聴いたことがある曲となると、『白鳥の湖』あたりだろうか。

　ゆるやかで優雅な曲を奏かなで始めると、天河はたちまちヴァイオリンに引き込まれてしまった。

　ヴァイオリンを弾くのは、歌うことによく似ていると天河は思っている。

　その日その日の気分次第、体調次第で音ね色いろが変わるし、ヴァイオリンと自分とが一体になって、一緒に演奏をしているような――響き合って、共きよう鳴めいしているような独特の、この感覚。

　ヴァイオリンを弾いている間だけは無心になって、なにもかも忘れていられる。

　けれど、天河が演奏に夢中になった反面――。

「先生、寝ちゃってるよ」

　小さなため息をついてヴァイオリンを下ろし、天河は苦笑した。

「これが、フツーの人の反応だよな……安西先生、ある意味正しいです」

　安西はぐっすりと熟睡していて、天河が多少声を発したくらいでは目を覚ます気け配はいはない。

　最後まで聴いてもらえなかったのはちょっと残念だけれども。

　考えようによっては、ここまで天河に気を許してくれているということで。

　くすぐったいような照れくさいようなうれしいような、そんな気持ちが混ぜこぜになって、天河はそっと安西の肩を揺すった。

「こんなところで寝ると、風か邪ぜひいちゃいますよ、先生」

　　　　　[image: ]

「おい、なにがいいと思う。昨日はピザの宅配だったんだよな？」

　次の日。天河はお茶を淹れながら、夕食についての相談に引きずり込まれていた。今日の派遣当番である高たか邸やしきがインタビューの前にキッチンを見たいと言いだしたので、お茶を淹れる天河にくっついてきてしまったのである。

「早見さんがパスタだったんだろ？　だとすると、和食かな……」

　高邸が冷蔵庫を開け、食材のチェックを始める。

　と、そこへ安西が顔を出した。

「天河君、お茶まだ？」

「すみません、今すぐお持ちします。あ、先生、今日の夕ゆう飯はんなにかリクエストありますか？」

「え、もう夕飯の話？」

「高邸さん、料理のこととなると目の色変わりますから……痛っ」

　目にも止まらぬ早はや業わざで後頭部をパシっと叩たたかれ、天河が思わず涙なみだ目めになる。

「どうかした？　天河君」

「いえ、なんでもありません……高邸さん、手クセ悪すぎ……」

　小声での抗こう議ぎをあっさりと無視し、高邸が安西に言う。

「話は戻りますが、食べたいものがあればおっしゃってください。私はなんでも作れますので」

「それはすごいな。高邸さんの得意分野は料理なんですよね。ちょうどよかった。ちょっと伺うかがいたいことがあるんですけど」

「なんでしょうか」

　一刻も早く夕食の仕込みに入りたい、との本心を押し隠した高邸だったが、

「実は、今書いている作品に、どんな料理を出したらいいか迷まよっているんですが、相談に乗ってもらえませんか？」

　と言われたとたん、ころっと態度を変えた。

「私でお力になれるのでしたらっ！」

　ふたりはさっそくリビングのパソコン前に陣じん取どり、インターネットで料理を検索しながら熱い議論に突入する。

「中華料理といってもいろいろあるでしょう？　地方によって分かれるんですよね？」

「あー、北京ペキンとか広カン東トンとかですね」

「そうなんです！　その区別が、ぼくには難しいんですよ、門もん外がい漢かんなので。高邸さん、なにかアイデアないですか？　舞台は東京ですけど、料理は絶対に四シ川センを絡からめたいんです！　あとあと、これが重要なポイントになってくるので」

「そうですねえ……四川は辛からいのが特徴ですけど、だからって麻マー婆ボー豆どう腐ふじゃありきたりだし」

「そう、ありそうでないもの、普通の日本人が食べていてもおかしくないけど、実際には四川出身者が好んで食べて、それで出自がわかるきっかけになるので」

「なるほど……では、安西先生、これはどうでしょう？」

　高邸がパソコンを操そう作さして思いついたメニューの画像をズラズラと並べていく。その多さに、さしもの安西も頰を引きつらせた。

「た、高邸さん……これだと、数ヶ月分のメニューになっちゃいますよ……」

　そして、小一時間後。

　結局、高邸が勧めたメニューから安西がいくつかをピックアップすることで、問題は解決し、ついでに夕食のメニューも決まった。

「自分が書くものを、実際に食べてみたいとのことだからな。ふふふ、腕が鳴るぜ～！」

　高邸が安西に提案したメニューは、『棒バン棒バン鶏ジー』と『中華風おこげの餡あんかけ』だ。様さま々ざまなメニューが候補に上がったが、結局は読者にもわかりやすいもの、というところに落ち着いたのだ。

　今日の夕食は、それをメインに中華でまとめるらしい。

「中華風おこげって、オレも食べたことないかも」

「うまいぞ。パリッパリに揚あげたおこげに、とろりと仕上げた餡が乗ったときの、あのジュワっていう音を聞いただけで、飯めしが三杯は軽くいける」

「ええっ、音だけでご飯が進むんですか？」

「うるせえな、さっさと作るぞ」

　そこへ、デジタルカメラを手にした安西が入ってきた。

「料理しているところ、撮影しても構わないかな？」

「では、油がはねたりすると危ないので、こちらの隅のほうに」

「ありがとう。ぼくのことは気にしないで、いつも通りにしてくださいね。手順とか見たいだけだから」

「それでは遠えん慮りよなく……さて、始めるか！　見習いはまず、洗い物と野菜の皮剝むきからだ！」

「あの、オレ、料理人の弟で子しになったつもりはないんですけど……」

「グダグダ言うな！　働かざるもの食うべからずだ！」

「うわあっ」

　重たそうな中華鍋をぶんっと振り回され、天河はシンクに飛びついて洗い物を始めた。次にニンジンの皮剝きを任されたのだが、なにせ天河はまだ一回しか野菜の皮剝きをやったことがない。それに加えて高邸のこだわりで、

「中華料理は中華包ぼう丁ちようで作るもんだ！」

　というのもよくなかった。中華包丁は普通の包丁よりも大きくて重いのだ。果くだ物ものナイフにすら慣れていない天河には扱あつかいきれない。

（やたら重いよ、この包丁！）

「あたっ」

　刃先がニンジンに食い込んで、力任まかせに引き抜こうとした拍子に、指先を掠めてしまった。

「いた～……」

　人差し指の皮ひ膚ふに、かすかに血が滲にじむ。

「なにやってんだ、馬鹿！」

　横から伸びてきた手が、包丁を取り上げた。

「使えねーヤツだな。もういい、キッチンは俺の城だ、素人しろうとなんか置いとけるか！　出てけ！」

（ここは安西先生の家のキッチンだってば！）

　心の中でツッコミを入れつつ、天河はすごすごと引き下がることにした。

　キッチンではそのあとも、

「うおりゃ～っ！」

　高邸の気合の入った声とともに、盛せい大だいな揚げ物の音がする。天河のことまで天ぷらにしかねない鬼き気き迫せまる感じが、ちょっと怖い。

　しばらくして再びキッチンに呼ばれ、今度は盛もりつけを頼まれたのだが、『料理は芸術』でもあるらしく、あっという間にお払い箱になってしまった。

「なんだ、この盛りつけ方は。もういい、できた皿から運んでくれ。食器は揃っているか？」

「指示通り、レンゲも持って行きました。中華用のお箸はしはなかったんで、普通のですけど」

「まさにプロの料理って感じだったね。いいものを見せてもらったよ、ありがとう、高邸さん」

　キッチンの隅に埋うもれるようにしてデジタルカメラで撮影していた安西の腹が、派手にぐうっと音を立てた。

「ずっといい匂いを嗅かいでたからお腹なか空すいたよ。さあ、食事にしよう」







「ん～、美お味いしい！」

「恐おそれ入ります」

「高邸さん、これ、ホントにうまいです。たまごのスープも美味しい～」

　天河と安西の食べっぷりに、高邸は心底満足そうだ。

「こんなに料理が上手じようずなら料理人で充分やっていけるのに。なんで執事を？」

「自由に料理したかったから、ですかね」

　おこげをサクっと嚙かんで、安西の質問に高邸が答える。

「店っていうところは、作るメニューが決まってますから。ただ決められた料理だけを繰くり返し作るっていうのは、性に合わなくて……」

　先を促うながすような安西の視線に、軽くうなずいて高邸は続けた。

「派遣執事をやっていると、いろいろな家のキッチンに立てるし、雇い主クライアントの要望に応こたえていくうちにスキルもどんどん上がりますから。日々挑戦ですけど、やっていておもしろいし、第一やり甲が斐いがあるんですよ」

（高邸さんもいろいろと考えてるんだな……）

　と、こっそり思いながら、天河はひたすら食事を続ける。

「調理師免許は？」

「高校を卒業してから取りました」

「え、今いくつ？」

「二十三です」

「へぇ、若いんだねぇ」

「子供の頃から料理人になるんだって決めていて……高一の夏休みなんか、老舗の料亭の板長に死ぬほど頭を下げて、短期間だけど修業させてもらったりしました」

（高一の夏休みに!?）

　天河は飲んでいたスープをむせそうになった。

　高一の夏休みなんて、つい最近のことだ。しかも父親の会社が倒とう産さんするまで自分はただ遊び暮らしていた……。

「そうかぁ。天河君も今、高校生だけど、そのうち、なにか資格取るの？」

「えっ」

　ふいに問いかけられて、天河の手が止まる。

（高邸さんは、オレと同じ年くらいに、すでに修業を始めたりしてるけど……オレは親父が破は産さんしなかったら、今でもなにも考えてなかっただろうし、こうやって働くこともなかったし、たぶん入れる大学に入ってテキトーに遊んでいただろうし……）

　ちょっと前まで自分はなにも知らず、なにも考えていなかった。年齢は言いい訳わけにならない。高邸はそのときすでに動いていた。家も言い訳にならない。霧島は今、仕事を持っている。

「オレ、は……」

　答えようとするけれども、言葉が出てこない。

　自分の、精神的な幼おさなさを改めて突きつけられた気がした。

（オレって、ホントに、ぬるま湯みたいな人生だったんだな）
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　翌日、日曜日。

　今日は学校が休みなので天河はオーディオルームの整理をすることにした。

　朝食のあと、すぐさま地下へと向かい、腕まくりをして早速作業に取りかかる。

「よし、がんばって今日中に終わらせるぞ！」

　天河は気合を入れ、まずは棚たなや床に積んであるＤＶＤ、ビデオ、ＣＤを分け始めた。

　しかし、作業はそう簡単にははかどらない。ビデオは厚さがあるためすぐにうず高く積み重なってしまうし、ＣＤはちょっとでもバランスを崩くずすとあっけなく雪崩なだれを起こす。ＤＶＤにいたってはＢＯＸや変形版、特別仕様など形が不揃いで積みにくいことこの上ない。そんな状況であるから、あっちの山を直せばこっちの山が崩れるということになってしまい……まったくもってキリがない。

「これはなんのＣＤ!?　えーと、ＣＤ山はどこだっけって……うああああ」

　天河の腕がちょっと触っただけで、危うい均きん衡こうを保っていたＤＶＤの山が、ざーっと音を立てて崩れた。

「ま、またやり直し……」

　天河は散らばる一方のＤＶＤやビデオの中にがっくりと膝ひざをついた。

「なんか、果はてしない戦いをしているような気がしてきた……」

　つい弱音を吐はいてしまう天河だったが、すぐに頭を振り気持ちを切り替える。

（これでお給料貰もらってるんだから、ちゃんと仕事しなきゃ！）

　気持ちを奮ふるい立たせ、天河は作業を再開した。

　ようやくビデオだけではあるがすべてきちんと片付け終わったのは、それから三時間後のことだった。まだまだ残りはあるものの、一番大きくてかさばるものが先に片付いたので、爽そう快かい感かんもひとしおだ。

「山登りで言えば三合目ってところかな……よし。がんばろう……と、いってもいい加減疲れたから、ひと休みしよっと」

　天河は床に手をつき、あぐらをかいて座った。

　と――指先が床に置きっぱなしになっていたリモコンに触ふれた。

「あれ、これって」

　とたんに、天河の指先がうずうずし始める。

　目の前には大画面の液晶テレビ。

　そして、最新式のオーディオシステムであると思おぼしき機械を目の前にして、操作してみたいと思うのは男子の性さがであろう。

（ちょっとだけ……試験運転ってことで許ゆるしてもらえるかな？　タイトルのないＤＶＤ‐Ｒの中身も確認しなくちゃいけないし……）

　などと言い訳をして、テレビの電源を入れる。

　そのとたん、テレビの画面にヴィクトール本ほん多だが映り、天河は露ろ骨こつに顔をしかめた。

（うげ……イヤな顔、見ちゃったよ）

　ヴィクトールもバトシスの登録執事だ。しかし、執事業は副業であって本業は占うらない師しである。

　初めて会ったときに、自分の不幸をズバリ言い当てられたものだから、天河はあまりいい印象を持ってない。ヴィクトールは表向きには『性格がいい童顔美少年占い師』と思わせているようだが、本性は『俺おれ様さま性格のわがままなヤツ』なのだ。

　画面に映ったのは、日曜の午前中にやっている情報番組だった。その番組内で『ヴィクトール本多の王子占い～姫たちの運命』というコーナーを受け持っているらしい。

　放映されているヴィクトールの笑顔は完璧な作り笑いだった。

（王子占いって……こいつの歳、二十八歳だって、みんな知ってんのかな）

　占いは十二星座で観みるものだった。画面にそれぞれ星座のモチーフが出ると、その横に今週の運勢や、ラッキーカラーなどが表記される。その文字やイラストは妙にゴテゴテしていてゴシックの雰囲気をかもし出していた。

「さて、今週の姫たちの運勢は―……」

　それぞれの星座の運勢とワンポイントアドバイスをヴィクトールが澄ました作り声で読み上げる。その声も妙にエコーがかかっていて「キラキラ感」バッチリだ。非常にゆっくりと、ささやくように読んでいくのはなんでだろうか。

「獅し子し座ざの姫たちは――」

　呆れ半分で見ていた天河の耳が、ぴくりと反応する。天河の星座だ。

「今週はなぜかやることなすこと空からまわり。焦あせりや短慮は禁物。じっくりと考えて行動しよう。ああ、そんなに気を落とさないで……ボクがついてるよ☆」

「けっ、な～にが、『ボクがついてるよ☆』だよ。ったく、なんで獅子座の運勢悪いんだよ、ちくしょー……って、あ、オレ、姫じゃないから気にしなくてもいっか」

　歯の浮くようなセリフとともに最後の星座が終わると再ふたたび、スタジオへと画面が戻った。そしてバストアップで映ったヴィクトールが『今週もボクの大切な姫たちが幸せでありますように☆』とウィンクした。

（……王子キャラ爆発だな。でもこれが女の子にウケてんだよな……きっと。女ってよくわかんないな。一度、あいつの本性見るといいんだよ）

　天河は電源を消した。パチンと鳴いてテレビの画面が消える。

「さて、続き続き！」

　気を取り直して整せい頓とんの続きをしようと天河はＤＶＤを三枚ほど手に取った。

　と、そのときオーディオルームの扉とびらが開き、焦り顔の安西が顔を出した。

「ごめん！　ちょっと助けて！」

　そう叫ぶと、安西は天河の腕を摑み、階段を駆け上がって行く。

「先生!?」

　いったいなにがあったのか。引っ張られるまま走っていくと、リビングのソファにそれっとばかりに遠心力を利用して投げ込まれた。

「締め切りマジでやばいんだ！　お願い手を貸してっ」

　問もん答どう無む用ように予備のノートパソコンと辞書を数冊押し付けられる。

「雑誌の短編の締め切りをすっかり忘れてたんだよお」

「いつなんですか？」

「明日っ」

「ええっ、明日!?」

「さっき気がついてさ、まだ三行しか書いてないんだ」

「でも、オレ、いや、僕が手伝えることなんて……」

　手渡されたものを見ながら、天河は困ったように笑った。小説を書けなんていわれても、突然できるわけがない。

「君にやってほしいことは調べものだよ。自分でそれをやる時間が惜おしいんだ」

「ああ、それならできそうです」

「じゃあ、すぐにひなげしの花言葉を調べて！」

「は、はい！」

　天河は花言葉辞典を開き、さっそくページをめくる。

「ええと……ひなげし、ひなげし、あ、ありました。『慰なぐさめ、労いたわり、思いやり』！」

　しかし、安西は聞いているのかいないのか、背中を向けたまま一いつ心しん不ふ乱らんにパソコンのキーボードを叩いていて返事をしてこない。

「あの……」

「次、時計の歴史をネットで調べて！　そっちのパソコンはもうネットに繋つながってるから、そのまま接続して検けん索さくして」

「はい！」

　天河は条件反射で返事をし、ネットを開く。

　検索サイトのトップページに「時計の歴史」とキーワードを入れると、二万六千件あまりもヒットしてしまい、いったいどれを信じればいいのかわからなくなってしまった。

「うわ！　こんなに情報あったらどれ言えばいいのかわかんない！」

　天河の悲ひ鳴めいが聞こえたのか、安西が振り返る。

「総合して一番平均した情報を書いているサイトでいいよ。どうせ、そんなに深く突っ込んで書かないからさ」

「わかりました」

　天河は言われた通り平均的なサイトを選んで、そこに書いてあることを読み上げた。

「ありがとう、次は――」

　時計のことを調べ終わったと思ったら、また新たなお題が出てくる。

（小説家って大変だなー。物語を考えるだけでも大変なのに、こんなに調べて書かなきゃいけないんだから。執筆って時間がかかるものなんだな……）

　書いては調べての繰り返し。その労力は大変なものだろう。

　その手伝いができたとなれば、執事として「主人の負担を減らす」ということができたことになるのではないだろうか。

　そう考えると、天河は調べもののアシスタントもやり甲が斐いがあると思った。

　しばらくして、調べものは一段落した。

　安西は執しつ筆ぴつに専念し、さっきから黙だまってパソコンを打ち続けている。この様子だと、しばらく天河の出番はなさそうだ。

　天河は手持ちぶさたになり、安西の邪魔にならないように少し離れて座った。しかし、すぐに調べ物ができるように辞書類は手放さずに膝の上に置いてある。

　やがて、安西が「う――っ」と大きく伸びをした。

　天河は思わず身構えたが、安西の指示は飛んでこない。

　代わりに、安西はくるりと椅い子すをこちらに反転させ、緩ゆるんだ顔で、

「ひと休み……悪い、お茶淹れて」

　と、もう一回伸びをした。

「はい、ただいま！」

　天河は勢いよく立ち上がり、キッチンへと急いだ。

　やかんに水を入れ、火にかける。

「いい作品ができるといいな……」

　祈いのりに近いような気持ちで、天河はつぶやいた。

　今、安西が書いている作品が無事、雑誌に載のったら絶対に読もうと思った。

　自分も少しはお手伝いした作品だ。

　それが天河にとって特別な作品になることは間違いないだろう。

「楽しみだなー。大人気になるといいな」

　天河は今からわくわくしてきた。

　が、お湯が沸わき、急きゆう須すに注そそいでいると、突然、「うおおーっ」という叫び声が聞こえてきた。

「どうしたんですか！」

　キッチンを飛び出し、安西のもとへと急ぐ。

　なにかあったのかと思い駆けつけてみると、パソコンを前に安西が頭を抱かかえていた。

「先生、頭痛いんですか？」

　しかし、それに安西は答えず、

「ぬおおおお、なんだこの恥ずかしいセリフは！　『もう、君のために流す涙しか残っていない……だからずっとそばにいさせて。そして君の最さい期ごを看み取とったそのとき、最後の涙を僕は流すよ』だと～!?」

　安西はいきなり恥ずかしいセリフを叫んだ。

（ええええ！　どんなシチュエーションの告白だよ！　しかもちょっと暗め！）

　いきなりのことに、なんのことやらさっぱりわからない。

「えっと……あの……」

「だーっ！」

　しかし、天河に構わず、安西は怒ど涛とうの勢いでパソコンを打ちだした。

「高校生のくせに生なま意い気きなんだよっ、香か山やま徹とおるは！　そういうセリフは二は十た歳ち過ぎてから言えってんだ！　あー、恥ずかしい！」

（香山徹って誰……）

　天河の頭の上に『？』が乱らん舞ぶする。

　しかし、安西の動向を見守っているうちに、今書いている小説の主人公のことだとわかった。

　要するに安西は主人公に対してツッコミを入れまくっているのだ。

（自分で書いてるのに、それにツッコミって……それってつまり、自分にツッコんでんだよな……ひとりボケ、ひとりツッコミ……疲れそう）

　天河の気が緩んだとたん、安西がくるりと振り返った。

「わっ！」

「どうしたの、そんなに驚いた顔して？　あ、それより天河君、お茶まだ？」

　真顔で安西が聞いてくる。

　そういえばお茶を淹れている途中だった。

（いけないっ、抽ちゆう出しゆつしすぎた！）

　急須にお湯を注いだまま、忘れてたのだ。

「すみません、もうちょっとだけ待ってください！」

　天河はあわててキッチンに戻り、急須の中身を全部捨てると、新しく茶葉を投入し、淹れ直した。

　そして――。

「お待たせしました、お茶を……」

　リビングに戻った天河は、安西の姿を見たとたん、言葉に詰つまった。

　パソコンの前に座っている安西が肩をがっくり落とし、落ち込んでいるからだった。

（ええ！　さっきまで元気だったのに）

「あ、あの……お茶が入りましたけど……」

　天河がおそるおそる声をかけると、

「ああ、ありがと……」

　なんと、顔を上げた安西は涙ぐんでいる。

「どうされたんですか？　体調がすぐれないとか？」

「いや、違うんだ……うちのコロ太が……犬が死んだときのことを、つい思い出してね……」

（犬のこと思い出して泣いてんのか！　小説を書いていたはずなのに、なんで？？？）

「話の展開上、恋人が死ななきゃいけないんだけど……物語とはいえ、死を見るのはつらくて」

「死を見る……」

　安西の言葉に天河は不思議な感覚にとらわれた。

　安西は「死を書く」とは言わずに「死を見る」と言った。

　それはつまり、作品世界にのめり込んでいるということで……――。

（安西先生は今、作品の中にいるんだな、すごいや）

　天河は自分には決してない感覚を持つ安西をうらやましいと思った。

　と、同時に自分には真ま似ねできないことだということも。

（自分の世界を持っていて、さらに感情の波が激しくなきゃ、作家って務つとまんないのかなー。オレには無理だな。絶対）

「ここにお茶置いておきますね。あとで飲んでください」

　天河は安西の仕事の邪魔をしないよう、そっと退室しようとする。

　しかし、その背中を安西が呼び止めた。

「今日は夕方からバトシスの執事さんが来る予定だったよね。だけど、こんな状況で取材もできないからキャンセルしたいんだ。あ、もちろんキャンセル料は払うから安心してね」

　今日は間ま宮みやが来る予定になっていた。だが、締め切りがあるとなれば安西は動けない。彼が言う通りキャンセルするのが妥だ当とうだろう。

「わかりました。会社に連絡を入れておきます」

　天河はそっと廊下に出て、ドアを閉めた。安西の邪魔にならないようにと思い、奥の和室に入ると、さっそくバトシスに電話を入れ、キャンセルのことを伝えた。

　バトシスには間宮がおり、ちょうど今こちらに向かおうとしていたところだったという。

（間に合ってよかった……）

　天河はほっと胸を撫なで下ろした。

『了解した。君は引き続き、がんばってくれたまえ』

　間宮は神妙な声でそう言ったが、突とつ如じよ、雰囲気がガラリと変わった。

『いやあ、天河君、連絡ありがとう。それにしても残ざん念ねんだったなあ……』

　と、言いつつも間宮の声はどこかうれしそうだ。

（どうせ、「やった！　くるみちゃんと遊べる時間が増ふえた～☆」とか思ってんだろうな……）

　ある意味、間宮はとってもわかりやすい。

『私はこれから私用でドライブに行くが、もしなにかあったら、遠慮なく電話してきたまえ』

（なにかあってもしたくない……）

　天河は心の中で思った。愛まな娘むすめとのラブラブな時間を邪魔して睨にらまれるのはごめんだ。

「では、失礼します」

　天河は平へい静せいを装よそおい、電話を切った。安西には悪いが、厳きびしい間宮に会わずに済んだので、ちょっとホッとしたのが正直なところだ。

「さてと、オーディオルームの整理の続きでもやろうかな」

　安西が執筆に没頭している今のうちに片付けてしまおう。

　しかし、地下に向かおうとした天河を、リビングから顔を出した安西が呼び止めた。

「天河君！」

「あれ、先生。もう書き終わったんですか？」

「ううん、まだ……。実はお腹が空いちゃって」

　安西が、きゅう、と鳴るお腹を手で押さえる。

「カップ麺めんの買い置きがあるから、作ってもらっていい？」

「カップ麺!?」

　天河の瞳ひとみがきらんと輝かがやく。

　おぼっちゃま育ちの天河は、カップ麺の存在を知ってはいても食べたことはなかったのだ。

「あ、よかったら、天河君も食べる？」

「はい！」

　――というワケで、ふたりはキッチンに行き、お湯を沸かしている間にストック棚をのぞき、カップ麺の買い置きを漁あさった。

「うわあ、いろんな種類がある～」

　コンビニの棚に並んでいるのを見たことがあるが、実際こんなにマジマジとパッケージを眺ながめたのは初めてだ。

　目を輝かせて眺めている天河に苦笑しつつ、安西が自分の分を選び取る。

「ぼくはみそラーメンにしようかな、天河君は？」

「えっと、これいいですか？　シーフードラーメン。食べたことないんで」

「どうぞ、どうぞ……って、本当に食べたことないの？　今どき珍しいね」

　天河が執事になった理由を、安西は知らない。天河の育ちも、初日にうやむやにしてしまって以来、一度も訊かれていない。

　今度こそ訊かれるかもしれない、と少しだけ身構えたとき、やかんがピーッと鳴った。

「さ、お湯が沸いたよ」

　お湯を注そそいで三分。

　テレビのＣＭで聞いた通り、お湯を注いで三分待つと、本当にラーメンが出で来き上あがっていた。

「なんかすごいですね！　最初にこれ発明した人、偉えらいなあ」

　すっかりテンションの上がった天河に、「カップ麺の先せん達だつ」を名乗る安西が指導する。

「よくかき混ぜてね。スープが溶とけ切らなくて沈んでいること、あるから」

「はい、師し匠しよう！」

　初めてのカップ麺はびっくりするほど美味しいわけではなかったけど、決してまずくはなかった。それに作る時間の早さと簡単さを考えたら、とても優秀な商品だ、と天河は思った。

　それからふたりはカップ麺を食べながら、たわいもない世間話を始めた。

「そういえば、先生、ゲームソフト、いっぱい持ってますよね」

「うん、ぼくは昔からゲームが好きでね、特にＲＰＧ」

「そうなんですか。僕もゲームやりますよ。特に『ドラゴンクエスター』とか好きです」

「うっそ！　ぼくもそれ大好きだったよ。っていうか今でも好きだね」

　よく聞けば、安西が子こ供どものときにやっていたのは、そのシリーズの４だと言う。

　天河がプレイしてはまったのは、シリーズ９だ。プレイしたシリーズが違っても、同じ作品世界である。意外にも好みが似ているようで、天河と安西はあっという間に意気投合した。

「僕も４はプレイしてます、ＤＳ版で。確かに９もよかったけど４もいいですよね」

「塔とうの上のお姫様を助けに行くときにさー、最初、どう行っていいのかわかんなくて、フィールドをぐるぐるしてたら、あっという間にヒットポイントがたまっちゃったんだよ」

「あ、僕もわかんなかったです。空飛ぶブーツを手に入れたとき、あ、これかーって、やっと気づいたんですよ」

「そうそう、みんなそうやって迷いながら攻略していくんだよね。それがＲＰＧの醍だい醐ご味みってヤツだよ。天河君って、攻略本とか見ないタイプ？」

「はい。だって、先を知っちゃったら、おもしろくないから」

「ぼくもだよー。物語は先がわからないからおもしろいんだしね」

「ですよねー」

　こんな感じで、ゲーム話に花が咲き、早一時間。

　盛り上がったテンションは思わぬ方向へと向かってしまった。

　安西は天河のゲーム好きを好ましく思ったのか、まだ開けてないゲームがあるから一緒にやろうと言いだしたのだ。

　オーディオルームに移動したふたりは早速大画面で最新ゲームをやり始めた。最近発売されたコードレスのスティックリモコンのゲームだ。

「これでボクシングダイエットできるんだって。最近メタボ気味だからやろうと思ってたんだけど放りっぱなしだったんだ」

「知ってます。夏前にＣＭでガンガン宣伝してましたよね」

　天河も一度やってみたかったゲームなので、仕事を忘れて食いついてしまう。

　しかも大画面でゲームができるとなれば、天河にとってうれしいことこの上ない。バトシスの自室にはテレビがなく、ここひと月以上、ゲームとは無縁の生活を送っていたのだから。

「よし、じゃあ、食後の運動ってことで。軽く試合してみようよ」

　ゲームを起動させ、対戦モードにする。

　会場は日本武道館にしてみた。リアルな選手に、観客の歓声。それに、実況まで入っていてとてもよくできていた。しかも、楽しいとなればもう止まらない。

「よっしゃー！　勝ったぞ！」

「うわー負けた。もう一回やりましょう！　ね！」

「しょうがないなー、武士の情なさけだぞ」

　と、どっちが勝っても負けても勝負は延々と続き……――。

「先生、大変です！　もうこんな時間ですっ」

　天河がハッと気がついたとき、夜の十時を回っていた。オーディオルームは地下室のため、外の変化がわからなかったのだ。

　すっかり夢中になってしまい、時間が過ぎていたことにまったく気がつかなかったふたりは一気にさーっと青ざめる。

「やばっ、締め切りが――っ」

「すみません、僕がもっと気をつけてれば……」

「いいって、気にしないで。また遊ぼうね……締め切り後にね！」

　安西はリビングへと急いで戻っていった。

（つい一緒になって遊んじゃった……オレ、執事失格だぁぁ）

　ひとり残された天河はしょぼん、と落ち込んでしまう。

「片付けなきゃ……って、オレも自分の仕事しなきゃ！」

　天河は残されたゲーム機を片付けながら、状況に流された自分をしきりに反省したのだった。
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「あ、あの……」

「はい、なんでしょうか？　安あん西ざい先生」

　安西の向かいに座すわった金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年がにっこりと微笑ほほえんだ。今日、日替わりで来たのはロレンスだ。

「あー……えーと………」

　安西は視し線せんを右にやったり左にやったり、そわそわと汗あせを拭ぬぐったりして落ち着かない。

（安西先生、それ、外でやったら思いっきり不ふ審しん者しやですよ？）

　少し離れてその様よう子すを見ていた天てん河がは、必死にあくびを嚙かみ殺していた。ロレンスが外国人だというだけで緊きん張ちようしてしまった安西が今、絶ぜつ賛さん人見知り中なので、お茶を出して以降、やることが見つからないのである。

「い、いえ、あの……その、ですね……つまり……」

「はい？」

　ロレンスがにこやかに小首を傾かしげると、見事な金髪碧眼にうっと息を飲んだ安西が、やっと出かけた言葉を再ふたたび飲み込み、ついでにとっくの昔に冷さめてしまったお茶をぐっと飲み干ほした。

「その、早い話が……」

（全然早くないから、安西先生！　もう三十分くらいこの調子ですから！）

　助け船を出したくても、どうフォローしたらいいのかわからない。

　いくらロレンスが外国人だからといっても、日本語は堪たん能のうなのだし、そんなに緊張しなくてもいいと思う。都内を歩けば、日本語がしゃべれない外国人だってうじゃうじゃいるご時じ世せいだというのに。

「紅茶でも淹いれましょうか。リラックスが一番です。おみやげに買ってきたんですよ」

　間を持て余したロレンスが立ち上がり、安西の視界からさりげなく離はなれる。安西が疲れきったようにため息をついてソファに沈み込んだ。

「ロレンス、手伝おうか」

　安西に見せるようにロレンスに普通に話しかけてみると、ロレンスも天河の意い図とがわかったように少し大きめの声で答える。

「うん、ポットやカップを出してくれると助かるよ」

　ふたりしてキッチンに引っ込むと、ロレンスがこそこそっと訊きいてきた。

「安西先生って、いつもああなの？」

「いや……なんて言うか……人見知り中？」

　自分もあんな安西先生は初めて見た、とはあえて言わないでおく。

　天河は食器棚だなからティーポットとカップを取り出し、ロレンスはコンロに置きっぱなしのやかんの水を入れ替え、湯を沸わかした。火から下ろす直前、カップとポットをさっとあたためておくことも忘れない。

　ロレンスはご機き嫌げんな様子で茶葉をポットに入れ、沸いた湯を注そそぎ込む。この家にはティーコゼーがないので、代わりに新しいタオルでポットを包んで、待つこと五分。

　香りが立つようになるべく高い位置から茶を注ぐ。ロレンスの手つきは、まるで手品のようにあざやかだ。

　マロンの甘あまい匂においがする中、天河がちょっと口を尖とがらせる。

「オレ、何度やってもお茶が跳はねてソーサーにこぼれたりするんだけど」

「テンガ、何事もチャレンジだよ。何度もやっているうちにできるようになるって」

　茶の仕し度たくができると、ふたりはリビングに戻った。

「どうぞ。この季節限定の茶葉で、マロンのフレーバーティーです。先生のお口に合えばいいのですが」

「あ、ど、どうも」

　安西が、そそくさとティーカップに口をつけ、目を瞠みはる。

「……ホントに栗くりの甘い感じがする」

「これも秋の味覚のひとつ、ですね。ミルクティーにしてもよく合います」

「へえ、飲んでみたいな」

「どうぞ、お好きなだけ入れてください」

　ロレンスがミルクピッチャーを安西の前にことんと置く。

（うわ、すごい、ロレンス！　紅茶ひとつで安西先生の人見知りを解といたよ！）

　リビングにマロンティーのまろやかな香りが満ちると、空気も自然と和なごやかなものになっていった。

「えーと、ロレンスさんは、イギリスの人……？」

「ええ、そうです」

「ロレンスさんから見て、日本はどうですか？」

「おもしろい国です。クリスマスを祝って、その数日後には神社に初はつ詣もうでに行ったり。ボーダーレスな感覚がおもしろい」

「日本に来る前の日本の印いん象しようは？」

　安西も作家モードに入ってきたようだ。まだ少しぎこちないものの、質問を次々とぶつけていく。

「んーと。歴史がある、サムライ、フジヤマ、スシ、ゲイシャ。やたら手先が器用、バカンスがない、それと、日本人はみんな、マグロとカニが好き」

「……ずいぶんと偏かたよった印象じゃない？　それ」

　思わず天河が口を挟はさむが、安西はうれしそうにメモを取っていた。

「外国の人から見た日本人像か。貴き重ちようだなあ。実際に来てみてどうです？」

「サムライがいなかったのが残ざん念ねんですね」

　ウィットに富とんだロレンスの受け答えに、安西がぷっと吹き出した。

「あ、あと、日本のコンビニ、大好きです」

「コンビニ？」

「ええ。とっても便利で。よく行きます。期間限定メニューが好きです。地方限定のレアなキャラクターも好き。いろいろなショップを比ひ較かくするのも好きです」

「へえ……あ、だから、よくコンビニに行ってるのかー」

　天河がぽんと手を打ったとたん、

「ん！」

　安西がぱっと顔を上げ、ものすごい勢いきおいで立ち上がった。

「あ、安西先生？」

　倒れかけたティーカップを押さえた天河が見上げると、安西はすでにノートパソコンに向かい、怒ど涛とうの勢いでキーを叩たたき始めていた。

「アイデアが降ってきた！　ごめん、ちょっと集中するから！」

　安西はもう天河たちに見向きもしない。

　突然の執しつ筆ぴつモードに呆あつ気けに取られた天河とロレンスが、

「それじゃ、邪魔しちゃ悪いから……」

「そうだね、テンガ」

　アイコンタクトし、足音を忍しのばせて、そっとリビングから出て行こうとしたとき。

「ああっ、もう！　これじゃわかりづらい！」

　うがあっと頭をかきむしった安西が髪かみを振り乱し、ざんばらになった前髪の奥からぎんっとふたりを見み据すえた。

「君たち、ちょっとポーズ取って！」

「えっ？」

「だから、ポーズ！」

　立ち上がった安西がずかずかと近づき、まず天河の手を引っ張ってパソコンの正面に当たる位置に立たせた。

「あ、あの、安西先生？」

「君は女性のほうの役ね。ロレンスさんもこっちに来て。そう、そこに立って。君は男性の役を頼たのむね」

　ロレンスの腕うでを取り、天河の背後から抱だき締しめるような体勢を取らせる。

「えーっ、僕、女の人の役ですか!?　なんで!?」

「君のほうが背が低いだろ？　こういうのはバランスも大事なんだから、文もん句く言わない！　あ、ちなみに君たち、恋人同士の役柄だからそのつもりで」

　ロレンスが来たばかりのときの絶賛人見知り中だった安西とはまるで別人だ。

「はあ～!?」

「ロレンスさん、眼め鏡がね外はずして！　邪魔！」

「え、あ、はい」

　ロレンスが言われた通りに眼鏡を外し、テーブルに置く。

「ロレンス、眼鏡なくて大だい丈じよう夫ぶな……うわっ」

　首をねじってロレンスを見上げた天河は、絶句してしまった。












「ん？　なに、テンガ？」

　眼鏡を取ったロレンスは、青い瞳ひとみがことさらに際きわ立だっている。

（外国人みたい……って、だから、ホントに外国人なんだってば、ロレンスは！）

　白く抜けるような肌はだに、高くツンと整ととのった鼻び梁りよう。やわらかな笑えみを浮うかべる口くち元もとも、今のように引き締められていると別人みたいだ。

「そう、そのまま見つめ合ってて！」

　安西の声が飛び、天河はハッと我われに返った。

（――って、なにをさせられるんだ、この先!?）
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　そう、淳じゆんはここにいるようでここにいない。

　どこか遠く、里り香かの知らない何かを求めているようで、捜さがし続けているようで。

　こんなに近くに、ぬくもりが伝わるほど傍そばにいるのに、遠い。

　そのことが妙みように悲しくて切なくて、里香はくるりと身体からだの向きを変え、淳の胸に縋すがりついた。

　――行かないで。

「あたしの前から、いなくならないで……」




「……ダメだダメだ全然ダメ。せつなさがいまいち」

　パソコンに向かっていた安西が舌した打うちし、苛いら立だたしそうに首を振って立ち上がる。

（それって、オレたちをモデルにしているからじゃないんですかぁ～!?）

　ツッコミを入れたくてうずうずしてしまう天てん河がだが、今の安西にはなにを言っても届かない。

（うう、言われた通りの里香のセリフ言うの、恥はずかしかったよ……しかもすっごいクサかった……！）

「そうだな、ええと……淳、里香を抱き締めて。里香は逃のがれようとして身をよじって、見上げて……違ちがう、顔はちょっとだけ上げて、目線だけで！　素す直なおに見つめちゃダメだ。今、君は凄すさまじい葛かつ藤とうの中にいるんだ！　淳を信じるのか信じないのか、心は極限まで追い詰つめられてギリギリの状態で、信じられないのにそれでもまだ信じたくて、一いち縷るの期待を込めて縋るように見上げる――それが里香だ！」

（だから、里香って誰だれですか……）

　女役なのも悲しかったが、ロレンスに抱き締められているというのも悲しい。いったいなにが悲しくて、十六歳の健康男子が金髪碧眼の男に抱き締められたままおとなしくしていなくてはならないのだろうか。

（うう、早く終わりたい……終わってください……）

　天河がきゅーっと眉まゆ根ねを寄せると、安西の声が飛んできた。

「いいよ里香、その表情！　悲しげでせつなげでやりきれないその感じ！　恋に苦悩する少女そのものだ、少女から女性へと羽う化かする直前の感情そのものだよ！」

　カタカタカターッと、パソコンにすごい勢いで文字が打ち込まれていく。

　天河は半分あきらめの境地に達した。

（あーもー、里香でも淳でもなんでもいい……なんでもいいから、早く終わってくれ～……）

　しかし、安西は作品世界にどっぷり入るタイプなので、こうなると誰にも止められないのだ。

「よーし、いいぞ……そのままね、そのまま！　止まれ、動くな、息をするなぁ～！」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやなぁ！」

「里香はそんな言い方しない！」

（ひえええ。執筆モードの安西先生、怖こわいよぅ）




　淳がここにいないことはわかっている。

　淳の身体はここにあっても、心はここにない。

　あなたは、誰にも執しゆう着ちやくしないんだもの。誰でも良かったんだもの。

　わかってる。

　これ以上、付きまとうようなことはしないから。あなたの邪魔はしないから。

「離して、よ……お願い、だから……」

　私を抱き締めないで。

　優しくしないで。

　余計に、寂さびしくなるだけだから。

　そう思っているのに。

　私を見つめる淳の視線が――熱い。




「この瞳は、いったいなに……？　こんな目、見たことがない……淳、あなた――いったい、誰なの……？　そういう感じで。里香、目を逸そらしちゃダメ！　大事なところだよ、ここは！」

（だからなんの!?）

　話の筋がほとんど見えないまま、天河は嫌いや々いやながらも、安西の言葉に従したがってロレンスの青い瞳を見上げる。

　こうして見ると、ロレンスの瞳は綺き麗れいだ。ロレンスの瞳をこれほど間近にじっと眺ながめるのは初めてで、あまりに透き通った青さになんだか魅み入いられてしまう。

（真まっ青さおだぁ……ガラスみたいな、いや違うな、もうちょっと濃こい……そう、青空の色に似にてる。イギリスの空って、こんな感じなのかな……って、ああもう、早く終わってくれ～っ）




　何も言えなかった。

　何もできなかった。

　ただ、互たがいの瞳を見つめ続け、瞬まばたきすら忘れて。

「里、香…………？」

　呟つぶやくように名前を呼んだ淳が、そっと手を伸のばす。

　今、自分の腕の中にいるのは里香。

　里香だ。

「里香……」

　淳の指先が里香の唇くちびるに、言葉を封ふうじるように柔やわらかく触ふれては離れ、また触れる。

「あ……じゅ、……」




（うぎゃああああ～！　い～や～だ～！　オレは里香じゃない～！）

　ロレンスの指に唇を触さわられ、天河は内心叫さけんで怒ど鳴なって暴あばれまくっていた。

　実際は、ロレンスにしっかりと腰こしを抱かれていて身動きもできなかったのだけれど。

（ロレンスもロレンスだよ、なんであっさり言うこと聞くんだよ！　オ、オレの唇なんかに平気な顔して触って……！　しかも、触り方がなんかえっちくさい！）

「はい、そこで動きを止めて、淳、『……甘い匂いがする』！」

「……甘い匂いがする」

　ロレンスが天河の首筋に顔を埋うずめるようにして、くぐもった声でささやく。

　天河の肌が、おぞましさにさあっと粟あわ立った。

（ロロロロレンスってば、もしかしてなりきってる!?　ノリよすぎだよ！）

「そこで、『さ、さっき、紅茶を飲んだから……』」

　これは里香のセリフらしいが、天河はもう気色悪いやら気持ち悪いやらで、そんな指示に従う余よ裕ゆうもない。ためらっていると、鋭するどい声が飛んできた。

「里香、早く！」

「……うう、『さ、さっき紅茶を飲んだから……』」

「『じゃあ、味見してもいいかな……？』」

「じゃあ、味見してもいいかな……？」

（よくな～い！）

　そう声を限かぎりに叫びたかった天河だが、ロレンスは違うらしい。

　ロレンスの指が天河のあごを摑つかみ、やさしく仰あお向むかせる。けれど、とっさにうつむいて逃にげようとした天河を決して許ゆるさない、そんな強引さがあった。

「そう……淳、ゆっくりね」

（だからなにが!?）




「俺の、里香だ……」

　里香の大きな双そう眸ぼうに、みるみるうちに涙なみだが溜たまっていく。

「淳……？」

　かすかに震ふるえる、その唇に触れたい。

　甘く柔らかな、記憶にある唇の感触を。

　今すぐ確かめたい。




　ロレンスは少し腰を屈かがめ、天河を見つめたまま微笑んだ。

　おだやかでやさしい中に、強烈なまでの色香を秘ひめた微笑み。

　女性なら、この微笑みひとつでくらりとくるかもしれない。

　でも、天河は男だ。れっきとした男だ。

（うわー、こいつも女ったらしだ！　女ったらしだったんだ！）

　ジタバタと暴れて逃げようとするけれど、ロレンスの力は案外強い上に、天河が逃げられないように腰と背中をしっかりとホールドしている。

「怖がらなくていいから……」

（怖がってなんかない！　嫌がってるだけだ！）

　青い双眸が愛いとおしげに細められ、熱い吐と息いきとともに唇が近づいて。

（こ、このままだとキスされる……!?　うわ～、い～や～だ～！）

「もう我慢できない、里香……」

（うん、オレも我が慢まんできないよ、ロレンス！）

　ロレンスを殴なぐり飛ばしてでも逃げようと天河が拳こぶしを握にぎったとき、

　トゥルルルル………――

　唐とう突とつに電話が鳴った。

「誰だ、いいところだったのに！　イメージが遠のくじゃないか！」

　いきなり現実に引き戻された安西が、力任まかせに電話を取る。

「はい安西です！　はい、はい……ああ、いつもお世話になってます、すみません、ちょっと仕事モードに突入していて、急ぎでないならあとにして……ええっ!?　ち、ちょっと待ってください……はい、はい」

　最初は怒おこっていた安西の声が急に弱よわ々よわしくなり、会話に集中し始めた。

　しばらく電話をしていた安西は子機を持ったままリビングから出て行ってしまった。もう、里香や淳のことは頭からすっかり抜けてしまったらしい。

「助かったぁ……」

　ロレンスから離れようとすると、逆にぐっと抱き寄せられる。

「ロレンス？」

「ダメだよ、里香……まだ、味見してない」

　ロレンスはまだ『淳』らしい。情熱的な仕草で唇を寄せてくる。

（うわああ、まだこっちは抜けてなかった～！）

「や、やめろって……！」

　天河はガッとロレンスの足を踏ふんづけた。

「痛いたっ……！　テンガ、痛いじゃないか」

　痛みに驚おどろいたロレンスの腕から、天河はやっと逃げ出すことに成功した。

「もっと早くこうすればよかった……ロレンスって、そういう趣しゆ味みあったのか？」

　警けい戒かい気ぎ味みに少し距離を取って訊たずねてくる天河に、ロレンスはぷっと吹き出してしまった。

「まさか。そんなワケないよ。ていうか、キスなんてどうってことないだろ？　そんなに焦あせることないじゃない」

　ロレンスがスキンシップとしてのキスに慣なれているのは、環境や習慣の違いによるものだろう。でも、天河は日本人なのだ。

　けれど、それ以前に――。

「あれ？　もしかしてテンガ、キス、したことないの？」

　訊かれたくなかったことをあっさりと訊かれ、天河は真っ赤になって喚わめく。

「自分を基準に考えるなぁ～っ！」

「テンガ、落ち着いて。安西先生、電話中なんだし」

　天河はしまったと口を押さえてから、声を落として再び文句をぶつける。

「オレだけじゃなくて、日本にいる限り、気をつけたほうがいいと思うよ。日本人は、日常生活ではそんな簡かん単たんにキスなんてしないんだから」

「あ、それ、前にもいっぱい言われた。大学のフレンズとか」

　そのとき、ドアが開いて安西が戻ってきた。

「あ、安西先生。お電話終わりました？　……安西先生？」

　先ほどまでのテンションの高さは綺麗さっぱり消えて、天河の声が聞こえているのかいないのかもわからない。

　だらりと下げた手に子機を持ったまま、ふらふらとした足取りでパソコンに向かい、ぼーっと視線をさまよわせる。途中、テーブルの脚に足の先をぶつけてすごい音を立てたのに、それにすら気づいていないのか、痛がりもしない。

　明らかに変だ。

「なにかあったんですか？　安西先生」

　そっと声をかけると、安西がぼんやりと放心したまま唇を動かす。

「――が……」

「はい？」

　思わずのぞき込んだ天河の目の前で、安西の瞳がはっきりと力を増ましていく。

「ぼくが」

　ぐっと子機を握り締める安西の顔に、紛まぎれもない喜びと誇ほこらしさがあふれた。

「ぼくが、今年の八や島しま賞に決まったって――」

　　　　　[image: ]

　それから、約一週間後。

（うわ～！　あの顔、雑誌で見たことあるよ。推理作家の大おお川かわ大だい二じ郎ろうだ！）

　天河は落ち着かない気持ちであたりをきょろきょろと見まわす。

　ここは、八島賞の授賞式会場。開場時間になり、それまで控ひかえ室で待たい機きしていた安西とともに出てきたのだが、早くも大おお勢ぜいの招しよう待たい客やマスコミ関係者が集まってきているようだ。

（ホントにすごい賞なんだな、これ）

　あまり文学に詳くわしくない天河は、安西が受賞の電話を受けたあと、この賞について調べてみた。名前くらいは聞いたことがあったけれども、どんな賞なのかはよく知らなかったのだ。

　安西が受賞した『八島文学賞』とは純文学を発展させた八島次じ郎ろうの功こう績せきを称たたえて設もうけられた賞である。その賞の歴史は古く、今回で１５０回目を迎える。

　これは純文学系の新人作家が受賞する賞で、毎年数人の候補作が選ばれその中から選出される。候補に挙あがる作家の規定はデビュー五年目までとされ、さらには審査が厳きびしく受賞作なしの年もある。だから業界では獲とるのが難むずかしいことで有名な賞であった。

　なので、授賞式にはマスコミが押し寄せ、その前後の数日間は花形ニュースになる。もちろん作品もベストセラー間違いなしだ。

　ちなみに、安西は書き下ろし単行本三冊目にしての受賞。

　タイトルは「氷ひ恋れん」といって、女子高生の青春とせつない恋愛を描えがいたものである。

　と――ひと通りの知識をネットで蓄たくわえた天河は改あらためて安西のすごさを実感した。

　つまり、今日は安西にとっての人生の晴れ舞台である。

　なのに、なんで天河がついてきているのかというと、

「……ひとりで大勢の人の中に入るの、苦手なんだよ……だから、ついてきて～っ」

　と昨日きのうの夜、安西に泣なきつかれたからである。毎日のようにバトシスの面々に会い、時には鬼き気き迫せまる勢いで取材したりしていたのでうっかり忘れていたが、安西と初めて会ったとき、実は「人込みが苦手」と言っていたのは、本当だったのだ。

　しかし、天河は今、私服だった。これも安西から「執事を連れているなんて知られたら恥はずかしいから、フツーの服着て」と頼まれたからである。

　会場は時間が経たつにつれ、招待客やマスコミ関係者が増ふえていく。テレビ局のカメラが何十台も邪魔にならないよう、壁かべに沿そってずらりと並んでいた。これだけ見ても、安西の受賞はすごいことなのだとわかる。

「すごいですね！　こんな賞を受賞しちゃうなんて。オレ、安西先生に出会えて本当に幸せに思います」

　キラキラと瞳を輝かがやかせて天河は安西に賞しよう賛さんの声を上げる。

　アシスタント作業や寝食をともにして親近感がぐっと増したせいか、天河にとっては親族が受賞したような気分だ。

「て、天河君、声が大きいよ」

「す、すみません……」

　思わず口を押さえたものの、安西の胸には受賞者の証あかしであるリボンがつけられているのだから、周囲の人には誰であるか、バレバレだ。

「あ、安西先生！　こっちですこっち」

　安西を呼ぶ女性の声にふたりは足を止めた。声をかけてきたのは二十代後半から三十前後という感じの女性で、デキるキャリアウーマンといった出いで立たちだ。

「あ、島しま村むらさん」

　緊張気味に安西が女性に手を振る。それと同時に天河の耳元で「あれがぼくの担当さん」と耳打ちしてきた。

（へー、じゃあ、あの人、編集者なんだ）

　人をかき分けてこちらにやってきた島村に天河は頭を下げる。

　島村は天河を見るや「誰？」という顔をした。その表情に安西は焦りながら彼女に天河を簡単に紹介する。

「先生の家に執事が来てるのは知ってたけど、こんな若いコだったなんて、正直驚いたわ。私は先生の担当の島村です。今日は先生のサポートお願いしますね」

　島村は名めい刺しを慣れた手つきで天河に渡わたすと、安西の肩かたをばんっと勢いよく叩いた。

「安西君、いや、安西先生を見込んだ私の編集者としての勘かんは正しかったって、これで証明できたわね。現代の恋愛モノも書けるんだって！　今回の作品は絶対にイイ線いくと思ってたのよ。あのとき会社に反対されても企画通した甲か斐いがあったってもんよね。本当に安西先生の才能には感服だわ。担当冥みよう利りに尽つきるってもんよ」

　島村はまるで自分が受賞したかのようにうれしそうだ。天河だって、雇い主クライアントの安西が受賞したと聞いたときは我わがことのようにうれしかったのだ。担当編集となれば尚なお更さらだろう。

「は、はあ……ありがとうございます。島村さんのおかげです」

　と、安西は照れくさそうに頭をかいた。

「なーに、言ってんですか！　そんなに謙けん遜そんしないで威い張ばっていてくださいよ。なにせ今日の主役は先生なんですからね。おほほほほっ」

　高笑いする島村の胸が反そり返るのとは反対に、安西の背中は恥ずかしさでどんどん丸まっていく。見事に対照的なコンビだ。

「スピーチ、楽しみにしてますから。なんかおもしろいこと言ってくださいね」

「え……？」

　島村の無茶振りに安西の顔が引きつる。

　と、そこへ、先ほど見かけた大川大二郎が近づいてきた。

「おーいたいた。どうもどうも、安西先生。この度たびは誠まことにおめでとうございます」

　推理小説の有名作家にいきなり声をかけられ、丸まっていた安西の背中がぴんっとなる。

「あ、ありがとうございます」

「いやいや、本当によかったね――」

　そのあと、一言二言安西と会話をすると大川は満足そうに去って行った。

「すごいですね、あんな人とも知り合いだなんて」

　天河は安西の顔の広さに感心してしまったが。

「初めて会話した……っていうか、初めて会ったよ、あの先生」

「ええ！　初対面であのフランクさってすごくないですか？」

「光栄だな……ずっとファンで読んでいた先生だから。作家になって本当によかった～」

　安西は感動してポーッとしている。

　しかし、安西はすぐにまた会ったこともない大物作家や業界関係者にひっきりなしに声をかけられることになった。向こうからすれば、そっちは知らなくてもこっちは知っている、ということらしい。さすがは八島賞受賞者、芸能人並みに有名になったということなのだろう。なにせ安西は今日の主役だ。一番緊張して、かわいそうなくらいガチガチだけど。

　安西は言葉だけではなく、プレゼントも多く渡された。特に花が多く、大きな花束を渡されるたびに執事である天河が受け取り、控え室に持っていくということが何度となく続いた。

　やがて、業界の人たちだけではなくマスコミも押し寄せてきた。

「今回の受賞の感想は？」

「受賞作の主人公にモデルはいますか？」

「ファンに向けてひとことメッセージをお願いします」

　たかれるフラッシュ、途切れない質問。

　安西は最初、傍はた目めでもわかるくらいあわてていたが、記者の質問にひとつひとつ答え、やがては時折笑え顔がおを浮かべる余裕も出てきた。

「ファンの方にはありがとうございますと、感謝の言葉を伝えたいです。ぼくの作品を愛してくれて……本当に幸せなことだと思っています」

（安西先生らしい、率直でいいメッセージだな）

　天河は幸せな気持ちで取材陣に囲まれている安西を遠巻きに見つめた。

　これまでのことを思い返すと、パーティーは正直苦手だ。でも、今回のように招待される側の付き添そいなら大歓迎。しかも付き添いなら給きゆう仕じなどをやらない分、気が楽だ。

　そんなことを思っていると、いきなり後ろから女性に話しかけられた。

「ねえ、君、ちょっといいかな？」

　やや強引に前に回り込んできた彼女は、なぜか天河に質問をしてきた。

「私、雑誌『ウーマン21』の岩いわ谷たにっていいます。君、安西先生の執事だって、本当？」

　岩谷は興きよう味み津しん々しんな顔で天河に詰め寄り、ＩＣレコーダーを突き出す。

「は、はい……」

「本当に？　歳とし若い子を連れているから、変だなーと思って先生に訊いたら、執事だって言われたから、冗じよう談だんかと思ってたんだけど」

（安西先生、親しん戚せきの子だとか弟で子しだとかテキトーに言っておけばいいのに……）

　恥ずかしいから執事の格かつ好こうしてくるなと言ったわりに、妙なところで馬ば鹿か正直だ。

　天河は心の中でこっそりぼやいたが、それは表情に絶ぜつ対たいに出さない。

「随ずい分ぶん若く見えるけど、勤つとめてどのくらい？　なんで執事になったの？」

　上から下まで舐なめるような視線を送られ、天河はなんでか背筋がぞわぞわしてきた。

「えっと、まだそんなには……えーと」

　天河はなんと答えていいものか考えあぐねた。と、いうよりも答えたくなかった。

　答えに詰まっていると、岩谷は時間がもったいないとばかりに違う質問をぶつけてくる。

「安西先生って、家ではどんな感じなの？　こっそり教えてよ」

「どんなって……」

（いったいなんの取材なんだ？　なんでこんなにプライベートなこと訊くんだよ）

　安西の家での姿すがたをいろいろ思い返したが、もちろん口には出せない。お客様のプライベートを守るのも、執事の仕事のうちなのだから。

　しかも、怪あやしい質問ばかりしてくる岩谷に天河は少しだけ警戒した。

（こういう記者が、あることないこと書き立てるのかもしれないな）

　天河は父親の会社が倒とう産さんしたときのゴシップ記事を思い出し、嫌な気分になった。

　と、そこへ、他の女性たちが数人やってきて天河を囲んでしまった。

「岩谷さん。若い男の子を独ひとり占じめするなんてずるいですよ～」

「そうそう、わたくしたちにも安西先生の執事さんを取材させてくださいよ」

　どうやら彼女たちは岩谷と同業者、つまりマスコミの人間らしい。

「執事君は毎日なにしてるの？」

「よかったら今度うちの雑誌で『イケメン執事君のお仕事』って記事組ませてよ」

　天河は男子校のため、女性全般にあまり免めん疫えきがない。それもあって、どう接していいのかわからず、じりじり後ずさる。

「す、すみません。執事には守しゆ秘ひ義務がありますのでお答えできません。僕、失礼させていただきます！」

　天河は顔を真っ赤にしてお姉さま方を振り切り、脱だつ兎とのごとく走りだした。

　その様子に「かわいい～」と後ろから黄色い声が聞こえてきて、天河は「もうここから逃げたい！」と叫びそうになった。

（やっぱ、オレ、パーティー苦手だ……）

　思えば、父親とはここ数年ろくに話もしなかったから、パーティーに引っ張り出されるようなこともなかった。しかも、お姉さま方に囲まれるという経験もなかったことである。

（あ、いけない！　そんなことより安西先生、大丈夫かな）

　岩谷に捕つかまっている間、安西を放っておきっぱなしにしてしまったことに気がついた天河は急いであたりを見渡し、安西を探す。

「あ、いたいた」

　見れば、安西はまだまだ取材や挨あい拶さつに忙ぼう殺さつされているようだ。しかも、持ちきれないほどのプレゼントを受け取っている。

　天河は近寄り、背後からそっと声をかけた。

「先生、お持ちします」

「あ、ありがと」

　安西は信頼しきった様子で、もらったプレゼントを天河に託たくす。

　天河は受け取ると、いったん会場から出て絨じゆう毯たんが敷しき詰められた廊ろう下かを歩き、そのまま控え室に向かった。

　が――その途中。

「あいつも随分偉えらくなったもんだ」

「ああ、サークルでは一番下へ手ただったのにな」

　というトゲのある声が耳に入ってきた。見れば、ふたりの男が壁に寄りかかりながら、話している。

「あいつの担当、女だから、やっちまったんじゃねーの」

「この世界、担当次第ってところあるからなー」

「案外、ほとんど担当のアイデアだったりしてな」

「だいたい『娑しや無ん波ば羅ら』だって、五ご右え衛も門んのネタ、ほとんど俺おれが提供してやったんだぜ」

「要領いいヤツは得だよな～、才能なくったってチヤホヤされてさ」

　どうやら会話の内容からして安西の大学時代の文芸サークルの先輩たちらしい。それにしても随分ひどいことを言っている。

　天河はムッとして、足を止めた。

　安西が聞いたら傷つくに違いない。

　安西の担当とは今日初めて会った。あのふたりの感じでは絶対に恋愛関係はないだろう。そもそも安西に恋人がいたら、執事なんて常じよう駐ちゆうさせないだろうし。

　それになにより、安西の小説に対する情熱を知っている天河には、「実力以外の部分で賞を獲った」と陰かげ口ぐちを叩かれているのが、もっとも腹立たしかった。

　天河がムッとしていると、トドメのひとことが耳に飛び込んでくる。

「まあ、あいつには恩おんをたくさん売って、のちのち恩返しさせようぜ。なんせ天下の『八島賞作家様』だ、取り入っておくのもこの世界で生きていく手段だもんな。それにしてもあいつが真ま面じ目めで馬鹿で本当によかったぜ、だましやすくてこっちは楽チンだよ。はははは」

　聞き捨てならない悪口。

　ひどい。

（ひどすぎる）

　天河の中で、ぷちっとなにかが切れた。

「あの、君」

　そのとき、追いかけてきたらしい岩谷がまた話しかけてきた。まだなにか用事があるらしい。

「すみません、これ」

　天河は持っていた荷物を彼女に押し付け、つかつかと男たちに歩み寄っていった。

「ちょっと……」

　岩谷が天河を引きとめようとするが、天河は止まらない。

「先ほどから随分と失礼な言いようじゃないですか？」

「なんだ、おまえ」

　一番ひどいことを言っていた男が、悪びれもせずに天河にすごんでくる。

「ああ、もしかして、おまえ、さっきから噂うわさになってる安西の執事ってヤツか」

　天河の顔を見ると、あざけるように鼻はなで笑った。

「あいつも偉くなったもんだ、執事を授賞式に連れてくるなんて『オレは偉いんだ』ってよっぽど言いたいんだろうな。まったく、あの猫ねこを被かぶった顔が鼻につくぜ」

「それは違います。そんなこと、安西先生が思っているわけないじゃないですか」

「あーあ、安西も馬鹿だよな。おまえみたいな若わか造ぞうを従えてるだけなのに、偉そうにしやがって。威い張ばりたいならもっとジジイの執事にしろってんだ。それなら、箔はくがついたのにな」

　自分の存そん在ざいのせいでさらに悪口を言われ――ついに我慢の限界を超えた。

「今の言葉、撤回しろ！」

「なんだ、偉そうに！」

　どん、と肩をどつかれ、天河は反射的に男の肩を三倍返しでどつき返してしまう。

「なんだてめえ、執事の分ぶん際ざいで！」

「執事もなにも関係ねえよ！　人をやっかむことしかできない最低人間に礼れい儀ぎなんか必要ねえんだよ！」

「なんだと！」

　男の小鼻が怒いかりに膨ふくらんだ。どうやらプライドだけは人一倍あるらしい。

「こいつ！」

　男が天河に殴りかかり、負けずに殴り返したところで、騒さわぎを聞きつけた安西がやって来た。

「ちょっ……なにしてるんですか？」

　安西は狼ろう狽ばいして天河たちの周りをウロウロする。

「安西、おまえンとこの執事、教育がなってないんじゃないか」

「天河君がなにか失礼なことを……」

「俺たちのことを訳もなく侮ぶ辱じよくしてきたんだよ」

（そっちが悪いのに――！）

「あんたたちが、安西先生の悪口言ってたんじゃないか！」

「テメーいい加か減げんなこと言うなよ、このガキ」

「やるか！　この噓うそつきども！」

（絶対に許せない！）

　腹に据えかねた天河は、さらにつっかかろうとした。

　しかし、唐突に伸びてきた手が、男の肩をぽんぽんと軽く叩いた。

　天河の襟えり首くびを摑んでいた男は虚きよをつかれ、動きを止めた。

「な、なんだ……？」

「失礼、あなたの肩に妙な影が見えたもので」

　男の背後に現あらわれたのは――。

（ヴィクトール本ほん多だ!?）

　天河も目をぱちくりさせた。まさかこんなところで会うなんて。どうやら彼も招待客のひとりとして来ていたようだ。

　ヴィクトールは相あい変かわらずのゴシック系スタイルで決めていた。

　今夜の服は、胸にスワロフスキーの髑どく髏ろのブローチを着けた黒のジャケットと、いつものフリフリ系のシャツ。そして襟元には黒地に銀糸で何匹もの蝙こう蝠もりが描かれた太めのリボンをしている。下は黒の七しち分ぶ丈たけパンツで足元は黒のエナメルの編あみ上げブーツだ。

「ボクはヴィクトール本多。占うらない師しです。今すぐ外に出て、誰でもいいから、知らない人を十人捕まえて、肩を叩いてもらってください。そうすれば、あなたに憑ついている悪あく霊りようは退散するでしょう」

「は、はあ？」

　男は不ふ機き嫌げんな声を上げる。

「ほら、早く早く。早くしないと、あなたの身に次々と不幸が襲おそいかかることになりますよ！」

「なに、ワケのわからないこと言ってんだ！」

　男がヴィクトールの襟首を摑もうとしたとき、近くを通ったウェイターがいきなりつまずき、そして、男の頭上に盛せい大だいにオードブルをぶちまけた。

「うわっ」

　誰もが驚く中で、ヴィクトールだけが平然としている。

「ね、言ったでしょ？　次はこんなもんじゃ済すまないよ。この会場にはフォークやナイフ、武器になりそうなものがたくさんあるからね、流りゆう血けつ沙ざ汰たになる前に素直に言うこと聞いたほうがいい」

「……くそっ、覚えてろよ」

　頭に海え老びやらトマトやらを載のせた男は顔を真っ赤にして去って行った。一緒になって悪口を言っていた男もあわててあとを追う。

「恨うらむんなら、あんたに憑いてる悪霊に言ってね～」

　ヴィクトールはにっこりと無む邪じや気きな笑顔で、ひらひらと手を振った。

（こ、怖こええぇ……）












　天河のみならず、その周りにいた人々は口をつぐんでしまう。

　しばしの間、その一角だけシーンとなっていたが、天河が荷物を押し付けた岩谷がハッと我に返り、「ヴィクトール本多さん!?　テレビでよく見てますわ！　取材いいですか？」と嬉き々きとして話しかけた。

「もっちろんだよ、プライベートなこと以外ならなんでも答えるよ。ただし、『占ってほしい』はなしね。そのときはちゃんとお金取るからねー」

「あはは、おもしろいですね、ヴィクトールさん」

　岩谷とヴィクトールはにぎやかに話しだした。

　そのおかげで、先ほどまでの出で来き事ごとはお茶を濁にごしたかたちにはなったけれど。

（よかった、とりあえず収おさまった……でも、安心してる場合じゃない、まずは安西先生にあやまんなきゃ！）

　天河は黙って男の去っていく姿を見送っている安西に、

「あの、安西先生……」

　と声をかけた。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、振り向いた安西は鋭い瞳を向けてきた。

「いったいどういうつもりだ？」

　明らかな怒ど気き。

　天河は今までこんなふうに感情をあらわにした安西を見たことがなかった。

（安西先生、怒ってる……どうしよう……）

「あの人は大学時代、すごくお世話になった先輩なんだ。そんな人に君は――」

「せ、先生……」

　安西の瞳には怒りだけが満ちていて、天河の視線をにべもなく跳ね返す。

「ぼくにとんだ恥はじをかかせてくれたね」

「あ、あの、これは……」

　悪いのはあの男のほうだ。安西の信頼もなにも知らないで……。

「言い訳は聞きたくない。出て行ってくれ」

　冷たい声が、天河の胸を貫いた。

「え……？」

「今すぐ契けい約やくを切る」

　茫ぼう然ぜんとする天河を残し、安西は会場へと戻って行く。

　そのとき、アナウンスが会場に流れた。

『ただいまより、授賞式を行います。受賞者の方は壇だん上じようへお上がりくださいますようお願い申し上げます』

　待ちに待った晴れ舞台だ――しかし。

（先生……くそっ）

　天河はそれを見ることなく会場をあとにした。




[image: ]












（どうして、こんなことになっちゃったんだろう……）

　翌日、天てん河がは安あん西ざいの家の前に立っていた。

　割り切れない苛いら立だちと、誤ご解かいされたという悲しさと――さまざまな感情がごちゃ混ぜになって収しゆう拾しゆうがつかない。

　昨日きのうはあのあと、追いかけてきたヴィクトールに男性用のパウダールームに引っ張り込まれ、さんざん説せつ教きようをされてしまった。

「俺おれ様さまがたまたまゲストで来ていたからいいようなものの……おまえってホント、口と手が同時に出るっつーか、我が慢まんできねえタイプっつーか。雇い主クライアントに恥はじかかせるような真ま似ねするなんざ、執しつ事じ失格だぞ」

「…………」

　天河はなにも言い返せなかった。

　理由はどうであれ、結果はヴィクトールが言った通りだったのだから。

　そして結局、天河は安西の家には帰れず、仕方なくバトシスに戻ったのだ。

（じゃあオレは……あのときどうすればよかったんだ？）

　いくら考えてみても、納得のいく答えは思いつかない。

　しばらくすると、安西の家の中から間ま宮みやが出てきた。間宮はバトシスの代表として、正式に謝しや罪ざいを入れて来たのだ。

　手には、着替えの入ったトランクとヴァイオリンケース。

「……ほら、君の荷物だ」

「あ、ありがとうございます」

　荷物を受け取りながら、天河はおそるおそる訊きく。

「それで、安西先生は……」

「大変ご立りつ腹ぷくだ」

　予想通りの答えに、天河は心臓をぎゅっと摑つかまれたような気分になった。

「君が手を上げたのは、安西様が学生時代にお世話になった方だそうだな」

「で、でも、あいつ、いや、あの人が先生のこと――」

　今いま更さら言いい訳わけをしてもどうにもならない。

　それはわかっているが、自分の取った行動が間ま違ちがいだったなんて思いたくない。

　だが、間宮はそんな天河の言葉をぴしゃりと遮さえぎった。

「理由はどうあれ、君は雇い主クライアントに恥をかかせたんだ。今回の報ほう酬しゆうはこちらから辞退させてもらった。君はバトシスの先輩たちの給料まで吹っ飛ばしたことになる。それがどういうことかわかるか？」

「で、でも、オレは――」

　パシッ――瞬しゆん間かん、天河の頰ほおに痛いたみが走った。

　間宮が問もん答どう無む用ようで頰を叩たたいたのだ。

「言い訳は結けつ構こう。まったくわかってないようだな」

　冷ひややかな言葉が胸に刺ささる。

「君はまだ高校生だから、若いから、といった理由で大目に見るつもりはない。社会に出て働いて、その報酬を得る以上、歳としもなにも関係ない。社会人としての自覚を持ちたまえ」

　間宮の言っていることはわかる。

　けれど――。

「オレはひとりの人間として――」

「人間として？　その前に君は執事だ。もし雇い主クライアントが窮きゆう地ちに陥おちいるような場面が訪おとずれたとしても、執事として最善の努力をすべきだ」

　それはそうかもしれないけど――！

　天河はきつく拳こぶしを握にぎる。

　間宮の言うことはもっともだ。

　でもそれだけじゃないはずだと、心のどこかでなにかが叫さけんでいる。

「君の最初の派は遣けん先さきでの話は聞いている。執事としてではなく友人だから助けた――と江え古こ田ださんに答えたそうだが――。そういう考えは一いつ切さい捨てたほうがいい」

　ならば、友人だからではなく、執事だから助けた。そう言えばよかったのだろうか？

　と、同時に、例の男に「執事の分ぶん際ざいで――」と言われたことが脳のう裏りによみがえる。

（これじゃ、まるで執事はロボットと同じじゃないか……）

　執事だって人間だ。奴ど隷れいじゃない。

「いいか、つまり私が言いたいことはだな……」

　だが、間宮の言葉を最後まで聞く前に、天河の怒いかりは頂点に達していた。

「オレ、執事やめます！」

　驚おどろくくらい、その言葉はあっさりと出て。

　そうして、天河はくるりと間宮に背を向けると、走りだしていた。
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「だからって、俺のところに転がり込むなんて、おまえ、やっぱり馬ば鹿かだろう」

　霧きり島しまは言って、くすっ、とおもしろそうに笑った。

「なんとでも言えよ……」

　ぶすくれた顔で、天河は手にしたカップを乱らん暴ぼうにソーサーに戻した。

　ここは霧島家のリビング。

　まさか、このような形でまたここを訪れることになろうとは考えもしなかった。

「他に友達いないのか？　哀あわれなヤツ」

　霧島は鼻はなで笑うが、実じつ際さいその通りなのだから仕方がない。

　唯ゆい一いつ、思い浮かんだのは田た中なか博ひろ人とだったが、頼たよる気持ちは起きなかった。確かに仲はいいし、田中は天河が落ちぶれたと知っても、まったく態度を変えなかった稀け有うな存そん在ざいではあるが――。

　天河が結局ここに足を向けたのは、霧島にはすべてを知られているし、隠かくすことがなにもないからかもしれない。

「じゃあ、おまえにはいるっていうのかよ」

「その前に、俺が窮地に陥るとでも？」

「うー……」

　反対にやり込められ、天河が頭を抱かかえていると、小さく扉とびらが叩かれた。

　入ってきたのは燕えん尾び服ふく姿すがたの男――霧島の執事だ。

　三十代前半ぐらい。きっちりと七三分けにされた髪かみに生き真ま面じ目めそうな黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。しかし、その奥の瞳は細いタレ目で、なんだか人が良さそうだった。

「冬ふゆ樹き様、お部屋のご用意ができました」

　一礼した執事に、

「じゃあ、案内してやってくれ」

　霧島は軽く手を振ると立ち上がる。

「俺は仕事するから、おまえはテキトーにごろごろしてろ」







　天河が案内されたのは、ひときわ豪ごう華かな部屋だった。

　天てん蓋がいのついたベッドにアンティークガラスのナイトスタンド。猫ねこ足のついたライティングデスクは、おそらく名のある家具職人の一点物だろう。

「あの、ここは……」

「客間でございますが」

　執事は即答したが、天河には客間に通される理由がわからない。無理やり押しかけたのだから、客扱あつかいしてほしいとも思ってもいないし。

「なにかご入り用のものがございましたら、遠えん慮りよなくお申もうし付けくださいませ」

　黙だまり込んでしまった天河に頭を下げ、執事は部屋を出て行った。

　霧島に言われた通り、というわけではないが、やることのない天河は文字通り部屋でごろごろするしかない。

　だが、そうしていても心は晴れず、思い出すのはあの晩のパーティーでの一件と、間宮からの厳きびしい叱しつ責せきの言葉だ。

（あー、むしゃくしゃする！）

　天河はベッドにうつ伏せになり、枕まくらにポカポカと八つ当たりする。

　やがて夕方になり、うとうとしていると、扉が小さく叩かれた。

「誰だれ？」

　寝ねぼけたまま反射的に応こたえると、ドアの向こうで声がした。

「執事の袴はかま田だです」

（さっきの執事さん？　いったいなんだ？）

「失礼します。お夕食をお持ち致しました」

　袴田はワゴンを押して入ってきた。

　みじん切りにしたタマネギといっしょに焼いたステーキや、伊い勢せ海え老びのスープの匂におい。

「すぐにテーブルセッティングを致しますので、どうぞこちらへ」

　ナフキンを腕うでに下げた袴田が、手のひらでテーブルを示しめした。

　こんなふうに人に仕つかえられるのは、久しぶりだ。

　しかし、今の天河にはなんともすわりが悪い。

「い、今行くよ」

　ベッドの脇わきに脱ぬぎ散らかしたスリッパに足をつっかけ、落ち着かない気分でテーブルに着く。

　オードブルにスープ、サーモンのムニエル。お次はメインの肉かと思っていれば、口直しにリンゴのシャーベットが出てくるという凝こりようだ。

「こちらはリンゴの中でも比ひ較かく的てき早く収穫できる、つがるという品種を使用しております。いかがですか、天てん上じよう様？　お口に合いますでしょうか？」

　さりげないタイミングで、袴田が料理の説明をしてくれる。

（さすがだなあ、今度からオレも……って、オレはもう執事やめたんじゃないか！）

　それにしても――。

（……なんで霧島はこんなによくしてくれるんだ？）

　食事を楽しみたい気分ではないせいもあり、情なさけないことに料理の味もよくわからない。

　それでもひと通り食事が終わると、

「それでは、食後のお茶とデザートをすぐにお持ちしますので」

　そう言って、袴田は部屋を出て行こうとした。

「あ、待って！」

　その腕を思わず天河が摑むと、

「痛いたっ……」

　と袴田が顔をしかめた。

（もしかして、夏に怪け我がしたところ？）

　夏休みのあの事件のとき。嫌いやがらせに送られてきた藁わら人にん形ぎようを前に、「外そと塀べいの高いところに打ちつけられた藁人形を取ろうとした執事が、怪我をして入院した」とメイドのひとりが言っていたことを思い出す。

　だから、その代わりに梶かじが派遣され、その後、天河も追加されたのだ。

「すみません、大だい丈じよう夫ぶですか」

「こちらこそ大変失礼しました。どうかお気き遣づかいなく」

　袴田は深く頭を下げる。

「その怪我、夏に――」

「ああ、お聞き及およびですよね。天上様は入院した私の代わりに派遣されたのでしたよね」

　袴田によれば、そのときの怪我はたいしたものではなく、すぐに退院できたのだが、八月いっぱいは夏休みを兼ねて休養をとるように霧島に言われたのだという。

「怪我は私の不注意でしたのに、冬樹様はこんな私にとてもよくしてくださって……」

「そう……なんですか」

　霧島は俺の盾たてになるヤツが必要だとかなんとかぬかしていたが。

（もしかして、袴田さんの身を気遣って……？）

　効率優先、冷たいイメージばかりが先行してしまう霧島だが、そんな一面もあるなんて……。

「冬樹様は私の半分しか生きておられないのに、とても出来たお方なんです」

　袴田は胸を張り、ちょっと誇ほこらしげな笑えみを浮かべた。

「あ、私としたことがこんなお話を長々と……大変失礼致しました。今すぐデザートをお持ちしますね」

　袴田が部屋から出て行ったあと、天河はため息をついた。

　霧島が袴田に特別休暇を出したのは、彼が出来た執事だからだろう。

　なのに、自分は安西からクビを言い渡わたされてこの始末。

（オレ、これからどうすればいいんだよ？）

　天河は泣きだしたい気分で、天てん井じようのシャンデリアを見上げた。

　　　　　[image: ]

　翌朝、天河が起きると、すでに朝の十時を回っていた。

「えぇっ？　や、やばっ、もうこんな時間っ？」

　あわてて着替えて部屋から出ると、廊下でメイドと出くわした。

「あら、天河君……いえ、天上様」

　彼女は夏に一緒に働いたメイドのひとりだから、天河のことを知っている。

　対して天河は首をひねってしまっていた。顔は覚えているが、名前が思い出せない。

「天河でいいよ。えっと……」

「ひろ子よ」

「ひろ子さん、霧島は？」

「とっくに学校に行かれましたよ。天河君のことは起こさなくていいって。学校に行くつもりなら、間に合う時間に起きるはずだろう、そうじゃないなら、行くつもりがないってことだから放っておけ、って言われたの」

「はあ……」

（まったく、あいつらしい言いぐさだな）

　なんとなく脱だつ力りよくして、天河は肩かたを落とす。

　そんなことに気がつくはずもなく、ひろ子は笑え顔がおでこう言った。

「天河君になにがあったのかは知らないけど……おやさしいわよねえ、冬樹様って」

「やさしい？」

　面めん倒どうだから、放っておかれただけのような気もするが……。

「それで、これからどうするの？」

　ひろ子の言葉に、天河は我われに返る。

「――どうしようかな……」

　なんとなく、学校に行く気は失うせてしまった。







　ブランチを食べたあと、天河は昨日と同じように部屋でごろごろしていた。

　けれど、パーティーでの一件を思い出してはイライラし……。

（くそ～っ！）

　気を紛まぎらわそうと、天河はライティングデスクに置いてあったヴァイオリンを手に取ると、一いつ心しん不ふ乱らんに弾ひきだした。

　アラム・ハチャトゥリアンの『剣つるぎの舞まい』。

　この激しい曲で、今の気分を吹き飛ばせたらどんなに楽か……。

　ヴァイオリンを弾きながら、天河は今回のことを思い返していた。

　安西の陰かげ口ぐちを叩く男にカッときて、ケンカを売ってしまったこと――その件については多少なりとも反省しているが、事情を知らない安西に一方的に悪者に仕立て上げられ、クビにされたのには納なつ得とくがいかない。

　しかも、「人として」ではなく、「執事として」、ロボットのように動けと間宮に言われたことにも腹が立っていた。

（チエホフ、心配してるよな……）

　だが、あそこには――バトシスには帰りたくない。

　考えているうちにますますイライラが募り、ヴァイオリンの弦げんが耳みみ障ざわりな音を立てて滑すべった。

（ダメだ……。こんな気持ちで弾いたって、ちっとも心は安まらない……）

　がくりと肩を落としてヴァイオリンを下ろすと、

「もうやめちゃうのかなぁ」

「しっ！」

　どこからか小さな声が響ひびいた。

　振り返ると、ドアの隙すき間まからメイド三人組がのぞいている。

「こ……こんにちは、天河君」

「……や、やあ」

　盗ぬすみ聴きしていたメイドたちと、感情に任まかせて無む茶ちや苦く茶ちやな演奏をしていた天河は、互たがいにぎこちない笑みで挨拶を交わしたのだった。







「天河君、お茶にする？」

　メイドたちに誘さそわれて、天河はティータイムにすることにした。

　思えば、夏休みにこの家にいた頃は、彼女たちと親したしく話す余よ裕ゆうもなかった。

　メイドたち――ひろ子、佳か代よ子こ、典のり子こ――の控ひかえ室に案内されると、紅茶とクッキーでもてなされた。目の前のダージリンティーはロレンスが淹いれてくれたものとは雲うん泥でいの差があったが、それでも荒あれていた心をほんわりとあたためてくれた。

「ねえねえ、梶さん元気？」

「あ……うん。相あい変かわらず掃そう除じに命かけてるよ」

　前回、この屋敷に執事として来たときは梶も一緒だった。そう言えば、この三人組は「梶さんもいいけど新しん米まい君も素す敵てきじゃない？」と、聞いたこっちが真っ赤になるような話をしていたような気がする。

「梶さんっておもしろかったよねー」

「若いのに、老ろう成せいしてるっていうか」

「掃除命って、男の人でなかなかいないよね」

　三人の言葉に、天河も相づちを打つ。

「でも、梶さんがいるおかげで、うちのバトシスはすっごく助かってるんだ。寮りようの食堂とか、共有スペースは自分から掃除をしてくれることもあるし、それにものすごく手て際ぎわがいいんだ」

「へぇ、いいなぁ。そうだ、幕まくの内うち弁当を作りに来たあの人も、ちょっとカッコよかったよね」

「高たか邸やしきさん？」

「そうそう、なんかエキサイティングっていうか、とっても気合入ってたよね」

「あの人、料理のことになると目の色が変わるんだよ。和洋中、なんでも作れるしね。あ、もちろん味も天下一品だけど」

「ねえねえ、他にどんな人がいるの？」

「あとは、紅茶にこだわりを持ってるロレンスとか」

「え？　もしかして外国の人？」

「うん。でも、日本語もものすごくうまいんだよ。ロレンスは留学生で、日本に勉強に来てるんだ。そうそう、勉強っていえば早はや見みさんっていう、家庭教師もできる執事もいて……」

　とめどもなく、バトシス仲間の話題が天河の口から次々と飛び出す。

「あ、他にもペットシッターが得意な執事もいるよ」

「え？　ペット専門の執事なの？」

「いや、そうじゃないけど……あ、それから元カリスマ美び容よう師しとか、現役占うらない師しとか」

　バトラーシステムの執事は、基本、なんでもそつなくこなすことができる。その中でも自分の得意分野を活いかせる家に派遣されることが多いのだ。

「バトラーシステムって、楽しそうなところね」

　佳代子が天河の顔を見ながら言った。

「え？」

「だって、バトラーシステムのことを話す天河君って、ホントに生き生きしてるもの」

　瞬間、天河はハッとなった。

　もう二度と戻るもんか――。

　そう思っていた場所なのに、いつのまにか、バトシスの人たちのことを誇らしく話していたのだ。

　そんな天河に気がつかず、メイドたちはにこにこと話を続ける。

「でも、天河君もエライわよね、高校生で執事だなんて」

「冬樹様もお仕事を持ってらっしゃるけど……学業との両立は大変じゃない？」

「……え？」

「ねえ、なんで執事になったの？」

「あ、それ、私も気になる～！」

　興きよう味み津しん々しん、テーブル越しに身を乗り出した佳代子と典子に、事情を知っているらしいひろ子が「ちょっと」と目めく配ばせした。

「え？」

「なによ？」

　部屋の中に微び妙みような空気が流れる。

　天河は小さく苦く笑しようすると、屈くつ託たくのない様よう子すで言った。

「夏休みに、霧島の同級生の家が破は産さんしただろ？」

「え、ええ」

「その家の馬鹿息子むすこがオレ」

「…………っ！！！」

　佳代子と典子はその場で硬こう直ちよくした。ひろ子の目配せの意味が今更ながらにわかったのだ。

「ご、ごめんなさい……」

「私たち、そんなこと全然知らなくて……」

　メイドたちは、かわいそうなくらい顔を真っ赤にしてしょげている。おそらく、天河が執事として来たとき、それと知らずにあれこれ噂うわさしてしまったことを思い出したのだろう。

「いいよ、本当のことだから」

　天河はさらりと言ったが、気まずい空気は拭えそうにない。

（参まいったな……）

　天河が困こまっていると、執事の袴田がやって来た。

「みなさん、いつまで休きゆう憩けいしているんですか？」

　居い心地ごこちの悪そうな四人に不ふ思し議ぎそうな顔をしながらも、「さぁ、そろそろおひらきにしてください」と手を打つ。

　三人はどこかホッとしたような顔で仕事に戻っていった。

　天河も席を立つと、袴田がそっと声をかけてきた。

「天上様、あの……」

「あ、オレのことは天河でいいよ、様つけないで君で」

　袴田は少し困った顔をしたが、了りよう解かいしました、とうなずき、話を続けた。

「冬樹様から伺うかがいましたが、天河君は音楽がご趣しゆ味みなのですよね」

「え？　……まあ、少しは」

「どうぞ、私のあとについてきてください」

　袴田が案内してくれたのは、屋敷の一角にある音楽室だった。

　真ん中にはグランドピアノ。四方の壁かべには作り付けの棚たながあり、音楽関係のＣＤが何百枚と並ならび、ピアノ用だが楽がく譜ふもたくさんある。

　こんな部屋があるなんて、前回来たときは気がつかなかった。

「もしかして、霧島の？」

　あんな、仕事と学業以外は見向きもしないようなヤツが音楽をたしなむなんて、なんだか意外だ。

　すると、袴田は天河の思考を読んだように微笑ほほえんだ。

「いえ、お嬢じよう様さまのご趣味です」

「お嬢様？」

　天河は目を白しろ黒くろさせた。そう言えば、霧島の家族構成を聞いたことがない。

「お嬢様って……」

「冬樹様の五歳上のお姉様です。今はアメリカの大学に留学されております」

「えっ、お姉さんなんかいたんだ！」

　てっきり、自分と同じくひとりっ子だと思っていたが……。

「それはそうと、天河君はクラシックがお好きだとか」

「クラシックは好きっていうか、一番なじみがあるっていうか……」

　頭をかきながら、天河はグランドピアノに近づいた。

　自分の顔が映り込むくらい、きれいに磨みがかれた黒くろ塗ぬりの楽器。

「これ、弾いてもいいの？」

「ええ、構かまいませんよ。ご滞在中、好きなだけ弾いてくれと冬樹様がおっしゃっておりました。午前中に調ちよう律りつ師しを呼び、調律も済すんでおりますので、心おきなく演奏なさってください」

「そう……ありがとう」

　うれしさでついつい頰が緩ゆるんでしまう。

　自分の屋敷にもグランドピアノはあった。

　あるのが当たり前だったときはたいして大事に思ったこともなかったが、こうして久しぶりにピアノが弾けると思うと、わくわくする。

　椅い子すに腰かけ、蓋ふたを開けると、ぽーんと鍵けん盤ばんをひとつ叩く。

（うん、すごくいい音だな。さすが霧島ン家ちっつーか）

「天河君はヴァイオリンだけでなく、ピアノも弾けるんですね」

　袴田が天河の後ろに立って聞いてくる。

「ええ、まあ」

「素す晴ばらしいですね」

「いや、音楽やってるヤツはピアノはたいがい弾けるよ。基本だから」

　天河は心の赴おもむくままに、鍵盤に指を滑らせた。

　整ととのった音の粒つぶが、ぽろぽろと部屋にこぼれ出す。家が破産したことも、安西に誤ご解かいされてクビになったことも忘れ、天河はただひたすら、一心にピアノを弾いた。

　やがて、曲が終わり、夢から覚めたように鍵盤から手を離すと、部屋に大きな拍はく手しゆが響いた。

「え？」

　振り返れば、袴田の後ろのほんの少し開いたドアの陰から、メイド三人組がのぞいている。

「すごーい、天河君」

「ヴァイオリンだけじゃなく、ピアノも上手じようずだなんて」

「ステキ～[image: ]」

（ス、ステキって……）

　どういうリアクションを取っていいものか天河が困っていると、袴田がすぐにたしなめた。

「こら、君たち、自分の仕事はどうしたんですか？」

「はーい、今からやりまーす♪」

「きれいなピアノの音が聞こえてきたから、つい気になっちゃって」

「天河くーん、今度また聞かせてね！」

　メイドたちはきゃあきゃあ言いながら去っていった。

　袴田は額ひたいに手を置いてため息をひとつつき、それから丁寧に扉を閉めて、天河に向き直った。

「天河君、今の曲は？」

「『星に願いを』、だよ」

　それは、母親が好きだった曲。

　まだ小学校に上がる前、幼おさない天河に、手取り足取り教えてくれたものだ。

（……って、なんでこんなときに母親のことなんか思い出すんだよ、オレは！）

　天てん涯がい孤こ独どくの文字が、またもや肩にのしかかる。

　小学校の入学式の日に母親に失しつ踪そうされ、十六歳の誕生日に父親にも失踪され、そして昨日、自分から「執事をやめてやる！」と叫び、バトシスに戻らなかった。

　――だからって、俺のところに転がり込むなんて、おまえ、やっぱり馬鹿だろう。

　霧島の言葉がよみがえる。

（確かに馬鹿だ、オレは……）

　いつまでも霧島に甘あまえるわけにもいかない。

　それは、始めからわかっていたことだ。

「天河君……？」

　うつむいたままの天河に、袴田が心配そうに声をかける。

　だが、天河は顔を上げようともしない。

「どこか具合でも？」

「……いえ」

「では――」

「すみません、しばらく、ひとりにしてください」

　天河は静かに鍵盤の蓋を閉じた。







「音楽室にこもったまま？」

　夜遅く、屋敷に帰ってきた霧島は、袴田から天河の様子がおかしいという報告を受けた。

（まったく、まだ落ち込んでんのか、あの馬鹿は……）












　霧島家はアパレル業界では一いち目もく置かれている存在だ。霧島自身もいくつか支店を任され、学校帰りに店を見まわることもしばしばなので、忙いそがしい身では正直、他人を構う時間も惜おしい――が。

（ピアノの調律をしてやったら、これだ。少しでも気が紛れればと思ったんだが……）

　そんなことも心の中でちらっと思うが、口をついて出るのは別の言葉だ。

「ほっとけ。腹が空すいたら、出てくるだろ」

「しかし……」

「落ち込みたいなら、そうさせておけばいい」

「は、はあ……」

　袴田はどこか納得のできない顔で部屋から出て行った。

（この俺が、面倒を見させられるんだから……たいしたもんだよ、あいつも）

　霧島はシャツの襟えりを緩ゆるめながら、ふーっとため息をついた。
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　それから数日後。

　朝、霧島が目覚めると、家の中が妙みように騒さわがしかった。

（なんだ？）

　使用人たちが自分を起こしに来ないところを見ると、大事件、というわけではないのだろうが――。

　様子を見にリビングに向かうと、なぜか天河が一いつ生しよう懸けん命めいに窓まど拭ふきをしており、それを執事の袴田が止めている最中だった。

「おやめください、天河君」

「いやあ、でもさ、一日を掃除で始めると気分がいいんだよ」

　天河は清すが々すがしい笑顔で言って、まったくやめる気け配はいを見せない。

「朝から騒そう々ぞうしいな。なにをしている？」

　霧島が一歩踏み出すと、天河は今気づいたような顔で、

「なにって、窓拭きだよ」

　と唇を尖とがらせた。

　この様子だと、今け朝さになって、やっと気分が浮上したらしいが――。

「まったく。誰がおまえにそんなことやれと言った？」

　袴田があわてて、私じゃありません、とばかりに首を振る。

　天河が窓拭きをしていた手を止め、にっこりと笑った。

「誰に頼たのまれたわけじゃないよ。世話になりっぱなしじゃ悪いから――」

「おまえに払う金はない」

　最後まで言わせず、霧島は冷たくはね除のけた。

「ふ、冬樹様……」

　執事はおろおろして、自分の主人とその友人の顔を見比べるばかりだ。

「金なんて、貰もらうつもりない！」

　さすがにカチンと来たのか、手に布を持ったまま、天河が霧島に向かっていく。

「おまえってヤツは、なんでも金が基準なのかよ！」

　が――。

「ああ、そうだ」

　あっさりと返され、天河は返答に困ってしまった。

「……――」

「おい、なにを黙っているんだ？　おまえも前はそうだったくせに」

「オレ、おまえのこと……」

　天河は唇を嚙かみ締しめ、霧島が予想だにしなかったことを言いだした。

「本当はやさしいヤツなんだと思ってた。鈴すず木きさんに退職金として五百万振り込んだりしたのも、あのときは口封ふうじみたいなこと言ってたけど、あとから考えたら本当は鈴木さんを傷つけたことへのお詫わびの気持ちもあるんだと思って……そうじゃないのか？」

　しかし、霧島は鼻で笑い飛ばす。

「フン、なにをくだらないことを。おまえがそんな感かん傷しよう的てきなヤツだったとはな」

　小馬鹿にしたような目を天河に向け、霧島は続けた。

「言っておくが――あれは、なりゆきで金を払ったにすぎない」

「なりゆき？」

「ああ、おまえが止めていなければ、俺は腹を刺されて入院していただろうからな。あの男は傷しよう害がい罪ざいで今頃、塀へいの向こうにいたはずだ」

　塀の向こうとは刑けい務む所しよのことだろう。

　天河は戸とま惑どうように霧島を見る。

「で、でも……鈴木さんが捕つかまったら、おまえ、困ったんだろ？」

「なんでだ？」

「叩けば埃ほこりが出るって……だから、口封じに五百万……」

　徐々に天河の声が小さくなっていく。

　すると、霧島は腰に手をあててイライラと吐き捨てた。

「まったく。何度同じことを言えばいい？　なりゆきだ。おまえのせいでああいう流れになったから、あの時点で最良だと思う結末にしただけだ」

「じゃあ、本当に刺されるつもりだった……ってこと？」

　霧島は、何度も同じことを言わせるな、とばかりに前髪をかき上げて、面倒くさそうなため息をついてみせた。

「……ふざけんな！」

　少しでも、霧島のことをやさしいヤツだと思った自分が馬鹿だった。ピアノだって、落ち込んでいる自分のためにわざわざ調律してくれたんだと思っていた――。

　こんなところにはいられない。

　天河は手にした布を床ゆかに叩きつけると、リビングを飛び出した。







　自分に与あたえられていた客間で、天河は乱暴に荷物を片付け始める。

（刺されてたら、どうなってたと思ってるんだ！）

　もし死んだら……？

　鈴木がナイフを向けたあの瞬間から、霧島はわずかな時間の間に、「刺された場合の最良の結末」を考えたというのか。

「……わかんねえよ」

　どうせ、自分は馬鹿だ。

　霧島のように頭はよくない。

（あいつの考えていることは、これっぽっちもわかんねえよ……）

　トランクに荷物を詰め終わり、部屋を出て行こうとして、天河の目がヴァイオリンケースに留とまった。

　そのヴァイオリンは霧島から贈おくられたもの。

　霧島と仲なか違たがいする以上、これは置いていかなくてはならないだろう。

　天河は楽器から目を背そむけ、足音も高く扉に向かう。

　が――。

「……くそっ」

　扉の前で引き返し、ケースをひったくるようにして摑んだ。

　これを置いていったら、霧島との友情は完全に終わる。そもそも、友情と呼べるレベルじゃなかったけど――それでも、自分から終わらせたくはない。

　天河が唇くちびるを嚙み締めたとき、コンコン、と扉がノックされた。

「……どーぞ」

　ぶっきらぼうに返事をすると、

「失礼します」

　と、聞き覚えのある声がした。

　そして、ドアを開けて入ってきたのは。

「チ、チエホフ？」

「ぼっちゃま～」

　チエホフは瞳に涙なみだをにじませて、天河に抱だきつかんばかりだ。

　驚きと、安あん堵どと、恥はずかしさと――。さまざまな感情がごちゃ混ぜになった天河は、チエホフから目を逸そらす。

「なんでここにいるんだよ」

「ぼっちゃまがこちらにいらした日に、霧島様からご連絡をいただいていたのです！」

　天河に会えたうれしさからか、感情のセーブが効きかなくなっているらしい。

「しばらくお預あずかりいただけると聞いて……それでも、私、心配で心配で……夜も眠れずにおりました～」

　ハンカチで目元を押さえ、チエホフはついに「よよよ……」と泣きだしてしまった。

　バトシスから支給されているケータイの電源は切っておいたし、学校にも行ってないから、どこにいるかわからないと思っていたのに。

（霧島のヤツ――！）

　無関心を装よそおいつつも、裏では厄やつ介かいな家出人の引き取り手に、きちんと連絡をつけていたのだ。

　自分より大人おとなでなんでも先手を打つ霧島が、はっきり言っておもしろくない。

「さあ、帰りましょう、ぼっちゃま」

　チエホフが天河の手からトランクを受け取ろうとする。

　だが、天河はそれをはね除けると、

「帰らないよ」

　とそっぽを向いた。

「オレ、執事やめたんだ。だから、バトシスには帰れない」

「そ、そんな……。もう一度、お考え直しください、ぼっちゃま」

　チエホフは悲しそうに天河を見つめ――こう言った。

「昨ゆう夜べ、安西様からご連絡をいただきました」

「え？　先生から？」

　意外な人物の名前に、天河は思わず反応してしまう。

　パーティーの夜を境に、もう二度と関わり合うことはないだろうと思っていたのに。

「安西様からのお言葉を、そのままお伝えします。『天河君、ぼくが悪かった。誤解して、すまなかった』」

「え？」

　チエホフの言葉を、天河は一瞬、聞き間違いかと思った。

　それは、つまり――どういう経いき緯さつかはわからないが、事の真相を知ったということなのだろうか？

　けれど……。

「今更、そんなことを言われても」

「安西様はぼっちゃまに会って、直接謝罪したいとおっしゃっています」

「……いいよそんなの」

　拗すねたわけではない。

　だがもうあんな思いはしたくないし、執事としてやっていく自信もない。

　力なくかぶりを振った天河に、

「いいえ、よくありません」

　チエホフがいつになく強い口く調ちようになった。

「チエホフ……？」

「安西様のお気持ちを踏ふみにじるおつもりですか？　ぼっちゃまがひどく傷つかれたこと、もちろんよくわかっております。執事をやめるのも続けるのも、ぼっちゃまのお気持ち次し第だいですが……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ると、チエホフは我が子を慈いつくしむような瞳になって、さらにこう続けた。

「この世の中、正直者は馬鹿を見ることが多いかもしれません……。けれど、真ま心ごころは必ず通じます。私はぼっちゃまに、それをわかっていただきたいのです」







　荷物を持って廊ろう下かに出ると、霧島が玄関近くに立っていた。

「霧島様、大変お世話になりました。なんとお礼を申し上げてよいのか……」

　チエホフが素す早ばやく近づき、深々と頭を下げる。

　だが、霧島はいつものポーカーフェイスだ。

「気にしなくて結構です。クラスメイトを泊とめただけですから。それより、また執事が必要になったらお願いしますよ」

「ええ、もちろんですとも」

　ふたりの会話を聞くとはなしに聞きながら、天河はむっつりと黙り込んでいた。

（霧島のヤツ、厄介な居い候そうろうがいなくなって、さぞせいせいしただろうよ）

「――それでは、失礼致します」

　歩きだしたチエホフに、天河も無言で続く。

　霧島を無視し、通り過ぎたようとしたとき、

「……明日、学校でな」

　霧島の小さなつぶやきが、天河の耳じ朶だを打った。







「ふう……なかなかタクシーが停とまりませんねえ。今の時間、ちょうど捕まりにくい時間帯なのでしょうか？」

　帰り道、タクシーを拾おうと通りに向かって懸命に手を挙げるチエホフを、天河が止めた。

「歩くよ。金がもったいないだろ」

「え？　ぼっちゃま……？」

「ほら、行くよ」

　キャスター付きのトランクをガラガラと引きずりながら歩きだした天河を、チエホフがあわてて追う。

　そうして、どちらも無言のまま、百メートルほど歩いたとき。

「霧島様は、本当によいお友達ですね」

　ぽつりと、なにかに感じ入ったようにチエホフが言った。

「は？　あいつはオレのこと、友達だなんて思ってねえよ」

　天河は背中越しに吐き捨てる。

「でも、ぼっちゃまのことを、クラスメイトとして泊めたとおっしゃってましたよ」

　食い下がってきたチエホフにため息をつき、天河は足を止めると振り返った。

「それは建たて前まえみたいなもんだよ。チエホフの前でいい顔しただけ。あいつはオレが何日泊まろうが、野の良ら猫が勝手に住み着いたぐらいにしか思わなかったと思う」

　このあと、天河の予想ではチエホフが「そうだったのですね」と納得するはずだったのだが。

「そうでしょうか……？」

　チエホフは小首を傾かしげた。

「そうだよ。さっきだってひどいんだぜ？　世話になりっぱなしじゃ悪いからと思って、窓拭きしてたらさ、『おまえに払う金はない』って――ひとの好意を金きん銭せんでしか測れないんだよ、霧島ってヤツは。オレもぼっちゃん育ちでひどいヤツだったけど、あいつは別の意味で――」

　と――力説の途中で、チエホフがくすっと笑った。

「な、なんだよ？　なんで笑うんだ？」

　気分を害した天河は唇を尖らせる。

「いえ、『おまえに払う金はない』って、その言葉通りじゃないかと思いまして」

「え？」

「つまり、霧島様風に言うとですね、『おまえは俺の客なんだから、そんなことするな。今はうちの執事じゃないだろ』ということかと」

　とたん、天河は目を丸くした。

「まさか、そんなわけないだろ！」

「では、いったいどういうことなんでしょうねえ」

　チエホフが天河を見つめたまま、意味深に笑みを刻きざむ。

「だから、それは今、オレが説明した通りで……。おまけにさっき、屋敷から出るときも、『明日、学校でな』なんて言ったんだぞ。オレが学校に行きづらいんだってこと、わかってるはずなのに――」

　すると、チエホフはさらに笑みを深くした。

「おそらくそれは、ぼっちゃまへの遠まわしな励はげましかと。ぼっちゃまなら、つらくてもがんばって学校に来られるだろうという……。霧島様は、不器用な方なんですね」

　チエホフは心底うれしそうだ。

「ご学友に恵めぐまれて、本当によかったですね、ぼっちゃま。――うううう、ぼっちゃまぁ～」

「わーっ、こんなところで泣くな、チエホフ！」

　ハンカチで涙を拭くチエホフをなだめながら、天河はもう一度思い返していた。

　――明日、学校でな。

（……くそっ、行くよ！　行けばいいんだろ！）

　霧島には、最後までしてやられたという感じだ。

　悔くやしい気持ちもあったが――でも。

　こんなのも、悪くない。
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「ぼっちゃま、朝でございます」

　朝の日差しが窓まどから差し込む中、寝ね起おきの天河は目を細めた。

「おはよう……」

「おはようございます」

　チエホフは一礼してから部屋に入り、手に持っていたものを壁かべのフックにかける。

　それは制服だった。

　夏服のそれは綺き麗れいにクリーニングされており、折り目正しくハンガーにかかっている。

「制服はこちらにかけておきますので」

「……ん、わかった」

　言葉少なげに返事をすると、せんべい布ぶ団とんをたたみだす。

　天河はふと視線を感じて、そちらに振り返った。

　すると、チエホフがまだ扉とびらのところにいてこっちをじっと見つめているではないか。

「な、なんだよ、まだいたのかよ」

　天河が驚おどろきの声を上げる。いつかと同じパターンだ。

「今日のご気分はいかがですか？　気持ち悪かったり、熱などはございませんか？」

（はいはい……）

　どうやら、天河がちゃんと学校に行けるかどうか心配でたまらないらしい。

「そんな顔しなくても、ちゃんと学校に行くよ」

「本当でございますね」

「ああ、本当だよ。噓うそじゃないって」

　その答えにチエホフは安心したのか、ほっと胸を撫なで下ろし天河の部屋をあとにした。

　残された天河は、ふーっと大きくため息をつく。

「悪い、チエホフ……本当は全然行きたくない気分なんだけどさ……」

　けれど、行くと決めたのだ。だから、学校にはちゃんと行く。

　天河はパジャマを脱ぎ捨て、制服に着替え始めた。







　リビングに下りてきた天河を迎えたのは、先に朝食を食べていたロレンスと梶かじだった。

「あ、テンガ。グッモーニン」

「おはようございます、天河君」

　ふたりは天河に気がつくと、にこやかに挨あい拶さつをしてくる。

「お、おはよう……ございます」

　天河も挨拶を返したが、気き恥はずかしさについ目を逸そらしてしまう。

　家出していた間、心配をかけていただろうし、そのせいで迷めい惑わくをかけてしまったこともあるだろうに……しかし、みんなはなにも言わず笑え顔がおで天河の帰き宅たくを喜んでくれた。その気持ちは涙なみだぐみそうになるくらいうれしかったけれども、天河としては「家出をしていた」という後ろめたさもあり、まだどうにも素す直なおに振る舞えなかったのだ。




　昨日きのうは霧きり島しま家から帰宅したあと、間ま宮みやと一緒に安あん西ざいの家に出向いた。

　本来ならば、会社代表のチエホフが同行するべきところだが、天河が間宮の同行を希望したのである（チエホフが一緒だと泣なかれたりする可能性があるので）。先日、バトシス代表として安西に謝しや罪ざいし、天河の荷物を引き取ってくれたのも間宮だからだ。

（安西先生に、どんな顔して会えばいいんだろう……）

　安西の家に向かう途中、天河は胃が痛いたくて仕方がなかった。ストレスが胃にくるというのは、本当らしい。

　安西のほうから謝罪したいと言ってきたらしいが、あのとき執しつ事じであることを忘れ、私し情じように走ってしまったのは天河だし、それによって迷惑をかけてしまったことは事実なのである。

　考え込んでいる間に安西の家に到着すると、沈みきった顔の安西が出てきた。

「ああ、天河君、間宮さん……どうぞ、入ってください」

　リビングに通され、ソファに腰こしを下ろした瞬間、安西がガバッと勢いよく頭を下げた。

「安西先生!?」

「天河君、あのときは本当にごめん。頭ごなしに怒ど鳴なったりして。話を聞いたんだ、雑誌記者の女の人から。事情を聞いて納なつ得とくした。君がどうしてあそこまで怒おこって、あんな振る舞いをしたのか全部わかって……ぼくは自分が情なさけなくなったよ」

　安西はかすかに唇くちびるを震ふるわせていたが、ふいに清すが々すがしい様よう子すで告げた。

「先輩たちとは縁えんを切った」

「え……」

　天河は驚いて安西を見つめる。安西はさっぱりとした、後こう悔かいのない顔をしていた。

「オレのせいで……？」

「違ちがうよ。あんな上うわ辺べだけの付き合いは嫌いやだと思ったんだ。それだけのことだよ。天河君が気にすることはない」

「…………」

　どう答えていいのかわからず、天河は口ごもってしまった。安西に詳くわしいことを話したのは、きっと岩いわ谷たにという女性ライターだろう。

　安西が、ひどく気弱な笑顔を浮かべて天河を見る。

「……許ゆるして、もらえるかな」

「も、もちろんです、オレだって悪かったんですから！　オレがもうちょっと、あの、その、うまくやっていたら、きっと先生だって……！」

　ダメだ。やはり言葉がうまく出てこない。

　必死に言い募つのる天河の横で、間宮が冷静にツッコミを入れた。

「うまくやるなど無理だ。君はまだまだ半人前の見習い執事だろう？」

「……う」

　天河が言葉に詰つまったままでいると、安西が少し照てれたように笑って、こう言ってくれた。

「またバトシスを利用するときは、絶対に天河君を指名させてもらうから。だから、早く一人前になってね」

「安西先生……」

　うれしかった。

　本当にうれしかった。

　誤解が解とけたこともうれしかったが、それ以上に、安西の気持ちがうれしかった。

「はい！」

　天河は元気よく返事をする。

「今度は一人前になって、ここに戻ってきます！」




（昨日のことは、絶対、忘わすれないだろうな……）

　誤解が解けてホッとして、仲直りができてうれしくて。

　安西の家であった話し合いは間宮が報告をしたため、バトシスのみんなが知ることとなった。

　でも、家出から戻ってきた直後だから、なんとなく居い心地ごこちが悪い。ロレンスも梶もいつもと変わらない感じだから、余計にそう思ってしまうのかもしれないけれど。

「テンガ、朝ご飯はん、食べないの？」

　おどおどと椅い子すに座すわっていた天河にロレンスが声をかける。

「い、いや、た、食べるけど……」

「レツー、テンガの朝ご飯、プリーズ」

　するとキッチンから、

「おう、一分でやってやる！」

　という高たか邸やしきの声が聞こえてきた。

（またそんなこと言って、無理に決まってるのに……）

　天河は心の中で苦笑する。

　しかし、今け朝さは本当にすぐに朝食が出てきた。

「おらよ、パンも二枚焼いてやったぜ」

「え？　もうできたの！」

　高邸がどんと置いた盆ぼんには、スクランブルエッグにサラダ、カリカリベーコン。食パン二枚が載のっていた。バトシスは和食の朝食が多いためこのメニューはとても珍めずらしい。

　大好きな洋食スタイルの朝食に天河はつい笑顔がこぼれる。

「わ、本当に一分で出てきた！　レツ、すごーい」

　時計を見て大げさに驚くロレンスに、

「そんなわけありませんよ。すでに用意してあったんでしょう」

　梶があっさりとネタばらしをする。

「梶、おまえって本当に嫌なヤツだな」












　高邸は舌した打うちして梶を睨にらむと、ゴホンッと咳せき払ばらいをして天河に向き直る。

「ま、なんというか……いいから、ほら、早く食え。おまえの好きなもんばっか用意したんだから、冷さめるまえに食え」

「は、はい、いただきますっ」

「そんじゃ、俺おれはこれから仕事なんで、洗い物はよろしくな！」

　そう言うと、高邸はリビングから出て行ってしまった。

「レツ、今日、仕事あったっけ？」

　ロレンスが首をひねり、梶が微び苦く笑しようを浮かべる。

「さあ、どうだったでしょう。ま、そういうことにしておきましょうか」

「そだね」

「……いただきます」

　天河はフォークとナイフを手に食べ始めた。久々のカリカリベーコンが絶ぜつ品ぴんで、幸せな気持ちになる。

（美お味いしーっ！　さすが高邸さん、なんでも……ん？）

　ふと、視線を感じ、天河は顔を上げた。

　すると、向かい側に座っている梶とロレンスがあわてて目を逸らした。ふたりともとっくに食べ終わっているのにまだ席を立たないでいる。

「あの……」

　天河が声をかけようとした瞬間、ふたりはわざとらしく伸のびをしたりしながら立ち上がった。

「さて、私はそろそろ掃そう除じを――」

「僕ぼくは大学に行く仕し度たくを――」

「あの、早はや見みさんは？」

　寮りように住んでいるもうひとりの執事の姿を見ていない。早見とは昨日も会えなかったのだ。

「早見さんなら今朝早く、仕事に出かけて行きましたよ。帰ってくるのは、二週間後ですね」

「テンガのこと、すごく心配してたから、帰ってきたら、ちゃんと笑顔を見せてあげてね」

（そっか……早見さんにも心配をかけちゃったんだな。次、会ったときにはちゃんとお礼を言わなきゃ……）

　まだ心配そうな目を向けている梶とロレンスに、天河はこくんとうなずいてみせた。

　　　　　[image: ]

　朝食を済すませて、すぐにバトシスを出る。

　気分は少しだけ晴れたけれど、足取りはまだまだ重い。やはり、学校に行くことを考えると憂ゆう鬱うつだ。できればこのままサボってしまいたい。

　久しぶりの道を歩いて駅に向かっていると、ロレンスが追いついてきた。これから大学に行くらしく、カジュアルな格かつ好こうで、教科書が入っているバッグを持っている。

「テンガ、駅まで一緒に行こう」

「う、うん……」

　ばん、とロレンスが、天河の丸まった背中を勢いきおいよく叩たたく。

「ま～だそんな顔してんの？　バトシスのみんなはテンガのファミリーなんだから、ちょっと家出したくらいでテンガのこと、嫌きらいになったりしないよ。ノープロブレム、心配しないで」

「……う、うん。ありがと」

「そうそう、落ち込む前に素直に気持ちを伝えないとね。それができた天河はエライよ」

　ロレンスの前向きな言葉に、天河は「その通りだな」と思った。

（ロレンスってすごいよな……人を元気にする言葉をたくさん知ってる）

　頭の後ろで腕うでを組んだロレンスが、空を見上げる。

　朝はいつだって始まりの時間だ。

「でも、いいよねー。ハヤミ。何なに気げに売れっ子だもんね」

「早見さんって、執事、長いの？」

「うーん、僕はよく知らないけど……元塾じゆくの講師だし、勉強できるから家庭教師兼ねて、っていう依い頼らいが多いみたいだよ。あ、あと話題が豊ほう富ふってことで年配の人にもウケがいいみたい」

「へえ……。あ、でも、家庭教師より、高邸さんの料理の腕とか、梶さんの掃除のこだわりとか、そういうほうが依頼が多いような気がするんだけど……」

　これは天河がずっと不ふ思し議ぎに思っていたことだ。

　一人前になったばかりのロレンスはともかく、高邸や梶はバトシスにいることが多い気がする。天河が学校に行っている間、半日の仕事で出ているのかもしれないけど――……。

「逆だよ、テンガ」

「逆？」

「裕福な家にはシェフもメイドもいる。一般の家庭では、料理や掃除は主婦の仕事。基本的なスキルだから、意外にも需じゆ要ようが少ないんだよ」

「ええーっ!?　そうか、言われてみれば……」

　驚きと同時に、天河は少し納得できた。

「でも、意外だ……」

「うん、意外だよね。執事としても、あのふたりはすごく優ゆう秀しゆうなのにね、そういう部分でちょっと損そんしてるんだ」

　料理や掃除は、その道のプロを雇やとえばいいし、主婦のスキルはわざわざお金を出して呼ぶほどではないということなのだろう。

「でも、レツもソージも、自分の得意分野に誇ほこりを持ってるから、ちゃんと指名があるんだろうね。きっとふたりの技術が本物だから、お客さんがつくんだよ。だから、僕も自分の得意分野――バイリンガルだってことと、紅茶を美味しく淹いれられるってことを武器にしていこうと思ってる」

　一人前になったばかりのロレンスは瞳ひとみをキラキラさせている。

（すごいなあ、プロ意識が高いんだな……）

「焦あせらないでいこうと思うんだ。テンガの場合は、特技はヴァイオリンだね」

（それって、オレが一番、指名率低そう……）

　特技として認みとめられているのはうれしいが、ヴァイオリンを弾ひけることが執事としてそれほどプラスになるとは正直思えない。世の中にはプロの演奏家がいる。だから、巧うまくて円えん熟じゆくした演奏が聴ききたければコンサートに行けばよいのだ。

「なんか、他に特技持とうかな……」

　ついつい弱気になって背中を丸めると、ロレンスが励はげますように笑った。

「なに言ってんの！　テンガの音ね色いろはとっても素す敵てきだよ。聴いてると元気になれる。だから、気に入るお客様はたくさんいるよ」

「ありがとう……」

　ロレンスの言葉に、天河の心があたたかくなる。

（オレにしかない音を奏かなでればいいのかな……それが魅み力りよくになればいいな）

　天河はちょっとこそばゆい気分で、うん、とうなずく。

「なんか、ちょっと自信出た。ヴァイオリン、がんばってみるよ」

「そーそー！　その調子だよ」

　ロレンスは天河の肩かたを叩く。

「あ、今度の週末はテンガと一緒の仕事だね、楽しみ♪」

「え、本当？」

「うん、さっき、出かけるときにチエホフから聞いたんだ。またパーティーの仕事みたいだよ。きっと学校から帰ってきたら、話してくれると思うよ」

（パーティーか……。ちょっと嫌だけど、今度はもっとうまくやれるようにがんばらなきゃ）




　やがて駅に着き、そこでロレンスと別れた。ロレンスはここからバスに乗っていくのだ。

　天河は地下鉄の階段を下りながら、定期券の入ったケースをポケットから取り出す。

　学費は父親が三年分前納していたが、交通費はさすがに残していかなかった。だから、交通費はチエホフに立て替えてもらっている。

（こうやって、いつまでもチエホフに迷惑かけてちゃダメなんだよな……）

　天河は家出をしたことで、自分がどれだけいろんな人に支えてもらっているのかを痛感した。

　この先、バトシスのみんなに認められるためにも。

（学校も執事の仕事もがんばるしかないよな……）

　いや、がんばってみよう。

　そう思いながら、天河は改札を抜けた。





ＥＮＤ．



















































　あとがき




　みなさま、こんにちは＆初めての方、はじめまして。鉄板並みの肩こり女、藤ふじ咲さきあゆなです。

　第２巻「派は遣けん先さきは小しよう説せつよりも奇きなり」は楽しんでいただけましたでしょうか？

　さて、２巻目では元カリスマ美容師の華か神がみ忍しのぶ（ＣＶ・遊ゆ佐さ浩こう二じさん）が登場したのですが。この人、裏がありすぎ……。早くもスピンオフで彼を主役に書きたくなってきました。ヴィクトール本ほん多だも王子キャラ濃いし（笑）。バトシスは変人だらけですね。今回のゲスト、安あん西ざい先生も相当な変わり者ですが……（凪なぎ先生、眼鏡めがね男子好きな藤咲には結構ツボでした～♪）。

　話は変わって、霧きり島しま。彼と天てん河がの関係性は結構好きです。霧島はドラマＣＤに出てないので、まだ声が決まってないんですよね。もし「この声優さんがぴったりだと思う」というご意見があれば、ぜひ聞かせてくださいませ（ぺこり）。

　それでは、最後に。読んでくださったあなたに最大級の感謝を。

　また第３巻でお会いできるとうれしいです。




　　２００９年　５月


藤咲あゆな
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自分が執事としてバトシスに登録するなら、特徴は「収納」かな。ノウハウ本を一冊書けるぐらい、いろんな技を持ってます！

主な小説シリーズ作品に「魔天使マテリアル」（カラフル文庫）、「黒薔薇姫」（ポケット文庫）、「七香＊あろまちっく！」（青い鳥文庫）などがある。ＴＶアニメ「ヴァンパイヤ騎士」「スキップ・ビート！」など脚本家としても活躍中。
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もしバトシスに登録するとしたら。

……何を売りにすればいいのか思い浮かばない自分が情けない……

あ！　太い神経を活かしてゴキ○リ退治くらいならできるかも！

…やっぱり私は執事さんに来てもらう側になりたいです。
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